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秋田県の文化財は、豊かな自然のもとに先人たちが築き上げた、大い

なる遺産であります。埋蔵文化財もその一翼を担うものであり、過去か

ら現代に生きる私たちへと負託され、さらに未来へと伝えていくべきも

のであります。

このたび平鹿郡大森町中房地区における土地改良総合整備事業で、観

音寺廃寺跡が事業区域に係ることになり、本教育委員会は工事に先立っ

て発掘調査を実施し、遺跡を記録保存することにいたしました。この地

はかつて菅江真澄により、定額の寺「出羽国観音寺」に比定され、県内

でも数少ない古代寺院跡として注目されていたところでもあります。

調査の結果、数多くの柱穴等を検出し、大きく 2群に分かれる掘立柱

建物跡群の存在が明らかになりました。その中には太い柱の大型の建物

跡も含まれています。また、周辺には板塀跡や井戸跡が見つかったほか、

河川の水辺を利用して様々な祭杷が行われていたことも明らかになりま

した。これらの多くは12世紀中頃の遺構群と考えられます。

本書はこの成果をまとめたものでありますが、文化財に対する御理解

と歴史研究の上でいささかでも役立てば幸いと存じます。

最後に、発掘調査から本書の刊行に至るまで御協力下さった秋田県平

鹿総合農林事務所@大森町教育委員会ならびに関係各位に対し厚くお礼

申し上げます。

平成13年3月

秋田県教育委員会

小野寺 清
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2 観背寺j事寺跡の発端調寄は、平成11年5月10日'"'-'11月12日まで実施した。
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3 発掘調査には、平鹿町教育委員会社会教育課主任 加藤伸生氏が研修として参加した0

4 木簡の釈文は自立歴史民俗博物館歴史研究部教授 平川南氏による。

5 出土した木製品の一部は、株式会社吉田生物研究所に保存処理および樹種間定を業務委託した0

6 第5章 自然科学分析には、パリノ@サーヴェイ株式会社および吉田生物研究所に業務委託した

分析報告書の一部を収載した。

7 I第6章観音寺廃寺跡の掘立柱建物跡」は、八戸工業大学建築工学科教授 高島成惰氏より

稿を賜った。

8 出土した陶磁器類のうち、輸入糊磁器については福岡市教育委員会の大庭康時@森本朝子@池崎

譲二氏に、近世陶磁については有田町立歴史民俗資料館の村上伸之氏に鑑定して頂いた。また平泉

文化財センターの八重樫忠郎氏からは、 12~16世紀にわたる輸入@国産陶磁器の鑑定および中世前

期における輸入陶磁器の位置づ、け等について多大なご教示を頂いた。

9 遺構実測図の一部は三航光測に業務委託したトレース図面を使用した。

10 遺跡航空写真は、株式会社シン技術コンサルに業務委託した空中写真を使用した。

11 本報告書挿図中に使用した土騒表記法は、農林水産省農林水産技術会議事務周監修@財団法人日

本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖 1989年版Jを使用した。

12 本報告書巻頭図版に掲載した絵図は、秋田県公文書館所蔵の「八津木村羽虞村論闇」を、同館の

許可を得て掲載したものである。

13 本報告書に使用した地形図は、建設省国土地理院発行25，000分の 1I角間JllJ I浅舞J • 50，000 

分の 1I大曲JI浅舞ム大森町作製5，000分の l管内図、秋田県平鹿農林事務所作製1，000分の l工

事計画図である。

14 本遺跡の調査ならびに報告書刊行にあたり、次の方々よりご指導、ご教示をいただいた。記して

謝意を表する(j眠不問)。

平川南、高島成倍、大庭康時、森本朝子、池崎譲二、村上伸之、八重樫宏、郎、栗山知士(能代工業高

校)、本多巌(赤神神社五社堂修理事務所;文化財建造物保存技術協会入日野久(秋田城跡調査事務

所)、坂井秀弥(文化庁記念物課)、辻誠一郎(国立歴史民俗博物館)

15 本書は、第2章第2節および第3章第3節を亀井崇晃が、第5章および第6章を除くその外を五

十嵐一治が執筆した。また全体を通した補筆@編集は五十嵐がおこなった。
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凡例

1 本報告書に収載した遺跡実測図に付した方位は国家座標第X系による座標北を示す。

跡グリッド杭座標原点MA50(X = -72，700.000， Y = -37，800.000) とした位置における座標北

と磁北との偏角は西偏 7
0

40'である 0

2 基本層位の土層註記にはローマ数字を用いた。

3 遺構実測図の中で複数の断面図を記載した場合があるが、基準高が同じ場合には 1箇所にしか明

示していない。

4 基本的に遺構実測図は1/40及び1/20、遺物実測図は1/2及び1/3の縮尺で掲載した。しかし挿図

割付の関係上、前記以外の縮尺を用いたものがある。各頁に附したスケールを参照されたい。

5 発掘調査時における遺構平面@断面図の記録および土層註記に際し、精査を担当した職員の不注

意により、掲載図面への不備が生じたものがある。

6 発掘調査において検出した遺構のうち、一部の小ピット類については図面および遺構一覧表を省

略し、附図に平面配置のみを掲載した。

7 挿図中に使用したスクリーントーンは以下のとおりであり、それ以外については個々に凡例を示

しである。

百
一 仁コ施柚範囲 炭化物・黒色付着物

堆積土中の磯 木製品・漆範囲
陶磁器重ね焼き痕

擦り範囲

木製品焼け焦げ痕
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第 1章はじめに

第 1節調査に至る経過

秋田県農政部は、農業の生産条件が不利な地域において立地条件に応じたほ場整備を実施するため

に、土地改良総合整備事業を平鹿郡大森町中房地区において計画した。これは担い手への農地利用集

積を促進するとともに収益性の高い畑作物等を導入することにより高付加価値型農業への転換を図る

ことを自的とし、農地の大区画整理とともに農道・用排水路網の整備を進め、担い手農家による大規

模経営を目的とした土地利用型農業の確立を図るものである。

本地区の工事区域内には埋蔵文化財が包蔵されている可能性があることから、秋田県平鹿農林事務

所(現秋田県平鹿総合農林事務所)は文化財保護法に基づきこの事実確認と今後の対-応について秋田

県教育委員会に調査と指導の依頼をした。これを受けて秋田県教育委員会は工事区域内に係る埋蔵文

化財包蔵地および包蔵地と推測される地区については今後範囲確認調査が必要であることと、範囲確

認調査の結果記録保存の必要なものについては発掘調査を実施すべきことを回答した。

平成9年11月に秋田県埋蔵文化財センターが観音寺廃寺跡および寺内遺跡の範盟確認調査に着手し

た。しかし地権者への説明不足から乳蝶を生じ、調査を翌年に繰り越すことになった。

平成10年4月に秋田県教育委員会は、ほ場整備事業など受益者が特定市町村内に限定される事業に

ついて、当該市町村の責任において埋蔵文化財に対する調整を図るよう通達を出した。これを受けて

平鹿農林事務所は大森町教育委員会に当該地区に係る範囲確認調査の依頼をした。大森町教育委員会

は調査に対応できる体制をとれないことから、平鹿農林事務所との調整に係る指導を秋田県教育委員

会に依頼した。秋田県教育委員会は範囲確認調査を秋田県埋蔵文化財センターに担当させることとし、

同年11月から12月にかけて観音寺廃寺跡および寺内遺跡の範囲確認調蚕を実施した。

平成11年には、前記の経緯から観奇寺廃寺跡の発掘調査を秋田県埋蔵文化財センターが実施するこ

とになった。

第 2節調査要項

跡名称

所在地

期間

調査対象面積

体

(遺跡略号 8KNJHJ) 

秋旧県平鹿郡大森町上溝字観音寺130外

(北緯390 20' 40" ，東経1400 23' 40" ) 

平成11年5月10日"-'11月12日

23，500 rrf 

23，500 rrf 

秋田県教育委員会



第 l章はじめに

調査担当

調査協力機関

秋田県埋蔵文化財センター

発掘担当者(調査課)

古川 孝(学芸主事)

五卜嵐一治(学芸主事)

照井洋子(非常勤職員)

亀井崇晃(非常勤職員)

永井 敦(非常勤職員)

'1菩(非常勤職員)

長津 巌(非常勤職員)

六津美奈子(非常勤職員)

整理担当者

平成11年度・ 12年度

五十嵐一治(学芸主事)

総務担当者(総務課)

平成11年度

菅原 晃(主査;現横手工業高等学校事務長補佐)

佐々木敬隆(主事)

八文字隆(主事)

平成11年度

佐藤 悟(課長)

佐々木敬隆(主事)

八文字隆(主事)

秋田県平鹿農林事務所(現秋田県平鹿総合農林事務所)

大森町教育委員会
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第 2章遺跡の立地と環境

第 l節遺跡の位置と立地

大森町保呂羽山麓を源とする上溝川は八沢木地区の急|竣な山間部を経て東流し、雄物川へと至る。

山間部ではその流域に谷底平野を形成し、同町松原付近で小河川と合流し、幅広い平野部を東流して

雄物川に至る。

上溝j[[により開析された谷底平野は古代より関かれ、保呂羽山波字志別神社の信仰に関わる重要な

往来があったと考えられる。現荘でも観音寺廃寺跡付近には松原@観音寺・寺内・中房など寺院に関

連する地名が残っており、!日八沢木村の入口でもある中房には波字志別神社の仁王門がある。遺跡は

この仁王門から南東約 1krnに位置する(巻首図版2)。

遺跡付近の集落は上溝j[[によって形成された谷底平野の左岸端部に連なるように立地している。現

在ではこの谷底平野の右岸端部が上溝川の流路となっているが、過去においては集落との聞を蛇行し

ていたことが絵図面などで確認できる。また今回の発掘調査でも、調査区内に複数の旧河道および沼

沢地を検出した。

観音寺廃寺跡では、これら旧河道に由来する低湿地に囲まれた微高地状の地形を利用して遺構群が

形成されている。

第2節歴史的環境

観音寺廃寺跡は平鹿郡大森町に所在し、山岳信仰の霊地として知られる保呂羽山の南東約7.6krnに

位置する。この頂上には式内社波宇志別神社本殿が鎮座する。波字志別神社は天平宝字元 (757)年

の創立と伝えられ、延喜5(927)年に国の小社として『延喜式神明帳』に記載された由緒を持つ O

9世紀後半頃には保呂羽山が山岳信仰の霊地とされ、蝦夷の間で崇敬を集めていた波宇志別の神と保

呂羽山が一体となり、信仰されるようになったものと思われる。

本遺跡は雄物川の支流である上溝JI [の左岸微高地上に立地している。対岸には標高120.3mの古寺

山がそびえ、山中の経塚から文化6(1809)年に経簡と警が掘り出されている (61-6;観音寺遺跡)。

出土した経筒のひとつは高さ 7寸7分(約23crn)、口径3寸8分(約12crn)の青銅のもので"I久安五

年巳巳五月日僧良与」の12字が刻まれていた。警の方は高さ l尺2寸5分(約38crn)で、中高のかぶ

せ葦がしてあり、その中にも 7すl分(約21crn)の経筒が入れられていたが、文字も紋様も認められ

なかったという。

江戸時代の紀行家菅江真澄は文政7(1824)年にこの地を訪れ、その経筒や護を実見し記録を遺し

ている (r雪の出羽路。真澄はこれらの出土品を、『日本三代実録J貞観6(864)年の条に「以出

羽国観音寺預之上定額Jとある「出羽国観音寺Jゆかりの品と考え、この地に定額の寺「観音寺|が

建立されていたと想定したo I定額」とは国分寺に準ずる寺格、つまり定数に入れられ公に認められ

た寺院のことである。仏教経盛の平安期、本地垂逃の説から神仏は一体とみられ、神仏混鴻修験道的

3-



第2章遺跡の立地と環境

第 1図周辺遺跡位置図
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第2節歴史的環境

性格をもつようになる。波字志日IJ神社も時期は不明であるが、 i主 じ神仏

混合の信仰形態となる。紀年銘経簡にみられる「久安五年Jも平安時代末の1149年にあたり、加えて

波字志別神社. I出羽国観音寺Jとの関係、本遺跡の北西約 11nntこ波字志別神社の仁王門があるこ

とからも何らかの関連が予想される。真澄は『雪の出羽路Jで、新j成舘跡 (61-32)、鉢山館跡、

大森城跡 (61-36)、五庵昼館跡 (61-37)、善光寺廃寺跡 (61-39)、文天鏡田跡 (61-43)、弥陀三尊碑 (61-

44)、名ン小館跡 (61-29)についても記している。このように本遺跡が所在する大森町には、谷底平

野部や丘陵地に縄文時代.Iこド世の遺跡が特に多く所在する。これらの遺跡は、昭和56(1981) 

の『秋田県の中世城館J、昭和62(1987)年発行の『秋田県遺跡地図(県南版)Jに収載された遺跡の

ほか、新たに発晃された遺跡もある。

旧石器時代の遺跡としては、昭和44年に阿美多地の台地で!日石器らしきものが発見されたことを契

機に、東北大学文学部の考古学研究室による発掘調査が行われ、 7cm，-.._，12cm程の打製石器とそれと

のものが発見された。まだ議論が尽くされてないが、これらが石器だとすれば中山車遺跡 (61-

20 ;本遺跡の北東約1.9km)は大森町内で数少ない!日石器時代の遺跡、であることになる。

縄文時代の遺跡としては、本遺跡の北東約 8kmに位置する下回遺跡 (61-25)が第一にあげられる。

昭和62• 63年に東北横断官動車道秋旧線建設に伴し1大曲市の F田谷地遺跡とともに発掘調査が行われ、

縄文時代晩期の竪穴住居跡や土坑@フラスコ状土坑@焼土等のほか、平安時代の土坑を検出した。

他にも蕨台遺跡 (61-1;本遺跡の西約7.7km)、白山前遺跡 (61白2;本遺跡の北西約5.8km)、前田遺跡

(61-3 ;本遺跡の北西約4.2km)、塚須沢 1• n遺跡 (61-4• 5 ;本遺跡の西約1.3km)、末野遺跡 (61-7; 

本遺跡の南約0.9km)、杉平遺跡 (61-8;本遺跡の南約0.9km)、松原H遺跡 (61-11;本遺跡の南東約0.7

km)、 と野遺跡 (61-12;本遺跡の南東約1.2km)、石清水遺跡 (61-13;本遺跡の北東約1.3km)、白山下 1• 

耳遺跡 (61山14• 15 ;本遺跡の北東約1.3km)、阿美多地遺跡 (61-17;本遺跡、の北東約1.9km)、中山 1• 

E遺跡 (61-18• 19 ;本遺跡の北東約1.9km)、影取 1• n遺跡 (61-22• 23 ;本遺跡の北東約5.8km)、平

野遺跡 (61-24;本遺跡の北東約6.2km)の18遺跡が確認されているが、未だ本格的な発掘調査が実施

されておらず、不明な点が多い。

弥生時代から古墳時代にかけての遺跡は、大森町内で確認されていない。

奈良@平安時代の遺跡は前述した下回遺跡の他、観音寺遺跡 (61-6;本遺跡の南西約0.3km)、松原 1" 

E遺跡 (61-10• 11 ;本遺跡の南東約0.7km)、白山下車遺跡 (61-16;本遺跡の北東約1.3km)、高口下水

戸堤遺跡 (61-21;本遺跡の東約3.4km)、新城館跡(神宮舘)(61-32 ;本遺跡の北西約1.9km)が確認さ

れている。観音寺遺跡は、前述した菅江真澄の記事にある経塚のことである。

中世の遺跡は、蕨台館跡 (61-27;本遺跡、の西約7.6km)、蕨台南館跡 (61-28;本遺跡の西約7.6km)、

ン小館跡 (61…29;本遺跡の北西約4.4km)、里城跡 (61-30;本遺跡の西約2.5km)、甲館跡 (61-31;本

遺跡の西約4.7km)、花舘跡 (61-33;本遺跡、の南西約4.3km)、杉平館跡 (61-34;本遺跡の南約 8km)、大

森城 (61-36;本遺跡の東約3.7km)、昼舘跡(五庵昼館)(61-37 ;本遺跡の北東京!，J6.2km)、館小山跡 (61-

38 ;本遺跡、の北東約7.8km)、善光寺廃寺跡 (61四39;本遺跡の北約0.5km)、弥陀三尊碑 (61-44;本遺跡

の北東約1.9km)と、前述した新城館跡が確認されている。

近世の遺跡は末野遺跡 (61-7;本遺跡の南約0.9km)、石清水遺跡、 (61-42;本遺跡の西約 1km)が確

認されている。
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第 2章遺跡の立地と環境

『秋田県遺跡地図(県南版)J収載の周知の遺跡

番号 遺跡名 所 在 士出 日寺 代 備 巧ニ1ι

事K 観音寺廃寺跡 .溝字観音寺2 • 214 縄中文世・@古近代世~i -独鈷石、 石東Ij

A 波宇志別神社 大森町八沢木字保日~~，-LI1-1 古代

B |波宇部榊社
神楽殻

大森町八沢木字宮脇106 中世

C 
波宇志別神社

大森町八沢木宇中房 近世
仁王門

61ωl 蕨台 大森町坂部字蕨台46 縄文 磨製石斧

61叩 2 白山丹IJ 大森町八沢木字白山雨113外 縄文 縄文土器、石鎖、石棒(スレート)

61-3 目IJ田 大森町八沢木字自IJ田27 縄文 石銑

61-4 塚須j尺I 大森町字塚須沢108の1 縄文晩期 縄文土器(晩期大洞Cl-..C2式)
61-5 塚須沢H 大森町字塚須沢(1の栄 150m) 縄文 石棒(スレート)

61-6 観音寺 大森町上溝字観音寺126 吉代 経塚、経蓋

61山 7 末野 大森田I上溝字末野107 縄文・近世
石器、縄文土器、古銭(寛永通宝そ

の他)

61-8 杉平 大森町上溝字杉平76 縄文 焼土・灰(登窯跡)、縄文土器

61-10 松原 I 大森町上溝字松原20の22 古代 須恵器、土師器片

61-11 松原E 大森町上溝字松原23，24， 25 縄文・古代 石器、縄文土器、土師器片
61町12 上野 大森町上溝字上野(煙車畑) 縄文 石鍬

61-13 石清水 大森町上溝字石清水124 縄文 石銭安、縄文土器

61-14 白山下 I 大森町上溝字白山下160-170 縄文中期 石器片、縄文土器片(中期)

61司15 白山下E 大森町上溝字白山下(1の南) 縄文中期 石器片、縄文土器片(中期)

61-16 白山下車 大森町上溝字白山下19 古代 漬恵器、土師器

61-17 阿美多地 大森町猿田字阿美多地 縄文後期 石器片、縄文土器片(後期)

61-18 中山 I 大森町猿田字中山28 縄文中期 石器片、縄文土器片(中期)

61-19 中山日 大森町猿田宇中山28 縄文中期 石器片、縄文土器片(中期)

61山20 中山車 大森町猿田宇中山28 旧石器 旧石器(プレード)

61-21 品口下水戸堤 大森町字両日下水戸堤 古代 土師器

61-22 影取 I 大森町袴形字影取 縄文 石器片

61-23 影取E 大森町袴形字影取 縄文 石器片、縄文土器片

61-24 平野 大森町板井田字平野 縄文 石器、縄文土器片

61-25 下回 大森田I板井田字下回9
縄文句IJ期~

縄文土器片、土師器片
晩期) ・古代

61-26 剣花山 大森町十日町字剣花 中世 珠洲系陶器片口鉢、波状文責

61-27 蕨台館 大森町坂部字蕨台52-12 中世

61-28 蕨台南館 大森町坂部字蕨台28-3 中世 神社跡、礎石

61-29 名ン小館 大森町八沢木字繋 中世 郭跡、堀害IJ
61-30 里城 大森町八沢木字滝ノ上 中世 遺構なし

61山31 甲館 大森町八沢木字大館 中世 堀切り

61-32 新城館 大森町八沢木字神宮沢40 古代・中世 主郭、馬場跡、空堀、平安鏡

61ω33 花官官 大森町上溝字花立 中世 |遺構無し

61-34 杉平館 大森田T上溝字杉平 中世 郭、登城道路

61-35 鉢山舘 大森町猿田字鉢山下り 中世
主郭、井戸、腰部、古鏡、古銭、什

号言

61-36 大森城 大森町南口下水戸堤 中世 本丸、二の丸、郭、据割

61-37 五庵昼館 大森町板井田字五庵昼館9 中世 遺構なし

61-38 館小山 大森町板井田字東水沢 中世 |遺構なし

61-39 善光寺廃寺跡 大森町上溝字寺内 qJ世 板碑、古銭108枚

61-42 岩清水
l大森町上溝字岩清水(松原団地 i

近世 寛永j重宝(神社跡と推定)
接続地)

61-43 文天鏡回 大森田I字文田鏡田 古鏡(神社跡)

弥陀二尊碑 大森町猿田字阿美多地 中世 弥陀二尊板碑(正中)年号あ ) 

註 地図および一覧に付した番号のうち、 161-43Jなどのような番号は、 F秋田県遺跡地図(県南版)Jに収載さ

れている遺跡の市町村登録番号である。 61は大森町を示し、地図には 161-J を除~ iた番号を附した。
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第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

は、調査区内に複数検出した!日河道およびそれに由来する低湿地に囲まれた微高地

を利用して遺構群が形成されていることを確認した。調査区が23.500rrrと広大なため現況の水田
を利用して便宜上、二!とから順にA，....__E区と呼称し、各区毎に調査を進めた。

仁ド心とした、 2つの遺構群ーから構成されることが明らかになっ

た。 遺跡の主体をなすのは調査区南側に広がる平安時代~鎌倉時代に属する遺構群で、掘立柱建物跡

や井戸跡、および土坑などから構成される。 心去り八す角の大面取りを施した角柱で構築された大型

の建物跡を検出し、この建物跡を構成する柱穴のひとつからは「御倒殿前申」と墨書された木簡も出

土した(第74図2)。掘立柱建物跡の軸線は、北方向から若干東に振れるものが多い。
これに対し調査医北側に広がる遺構群は中世後期~近世初頭に属する掘立柱建物跡群で、その軸線

は現況の水田区画にほぼ沿う形となっている。菅江真澄がこの地を訪れた時、この一帯について「観

ノlE書 屋敷田といふ」と記しており、当時は既に田地となっていたものの、人々の記憶の中には

最後まで寺院建物があった場所として残っていたことが窺える。

南側の遺構群およびその周辺からは多量の白磁をはじめ、 @須車、器系中世陶

器@かわらけなどの陶磁器が出土したが、復元可能な破片はごく少なく、建物群が機能しなくなると

向特に什器を別の場所に持ち去ったかのように思われる。また14t世紀の遺物も乏しく、調査区南側の
遺構群と北側の遺構群とは時期的に連続しないものである。

第2節調査と整理の方法

発掘調査はグリッド法を採用した。調査区の設定方法は、調査区内の任意の l点(国家座標X系:

X = -72，700， Y二一37，800)を選定し、原点 (MA 5 0)とした。この原点から座標北方向を基
準線とし、直交する 4mX4mのグリッドを設定した。また20m毎に杭を水準測量して水準原点とし
た。グリッド杭には東から西に向かつて東西方向を示す...L S • L T • MA • M B • M C'"というア
ルファベットと、南から北に向かつて南北方向を示す… 48 • 4 9 • 5 0 • 5 1 • 5 2・・・の 2桁の数
字を組み合わせた記号を 4m毎に割り当てて各グリッドの呼称とし、 20mX20mの方眼杭を打設した。
遺構は確認した順に番号を割り当て、精査の結果、遺構でないと判断した場合はその番号を欠番扱

いとした。遺構埋土は埋土堆積状態観察@実測用ベルトを設定して掘り下げ、土層断面の分層時に野

rl援に堆積状態をスケッチして土色 しfこO

小ピットを含む柱穴様土坑の必要なものについてはプラン確認面での土色と土性等を遺構カードに

記載し、半裁あるいは全掘した。これらについては、整理作業を進めながら一括して検討した。

遺物は、グリッド@出土層位@出土年月日を記入したラベルとともに取り上げた。沢などに集中出

土した遺物は平面図に記載あるいは座標の記録を行った。遺物出土地点の記載は、メジャーおよび自
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第3節発掘調査の経過

動レベノレを使用し、部分的にはトータルステーションによる光波測距によった。

@断面図および写真によった。平面図@断面図は縮尺 1/20を原員Ijとしたが、

微細な遺構図面を必要とする際には 1/10 

テーションによる測量図化で対応した。

した。広範囲を担IJ図する場合には前記トータルス

は35mmのモノクロおよびリバーサルフィルムを使用した。

における整理作業は、遺構は現場図面を検討して第 2原図を作成し、トレースして挿図を作成

した。遺物は洗浄@註記の後に接合および実誤IJ図の作成、写真撮影を行った。

便所跡、の土壌サンプノレについては、五十嵐の指導のもと、整理作業員の奈良および高橋が種子類の

水洗選別および同定作業にあたった。土壌はバケツを用いて水道水中に撹祥し、 3段に重ねた 2/1

/0.425mmの標準ふるいに流し込んで種子類および他の植物遺体(材@炭など)の選別を進めた。

別した種子類は、同定作業を進める間はカビの発生に留意しながら水浸保存し、同定後は小型ガラス

瓶にラベルを附して70%エタノール中に液浸保存した。この瓶中にはラベル同様に鉛筆で記載した

成紙の小片を入れ、他の瓶の内容物と混同しないよう事後に備えた。向定作業は実体顕微鏡を用い、

の|副作にこだわらずに「種子形態」に基づく分類を目標に進めた。この問、新しい形態の種子

を確認する度に観察図を描かせ、同様の形態の種子をある程度検出した後に、大館市池内遺跡出土の

既同定サンプノレおよび文献にあたりながら種の同定を進めた(第22~下)。

第3節発掘調査の経過

5月10日

5月17日

5丹18日

5月24日

5月25日

5月26EI 

6月3日

6月4日

6月7日

6月11日

6月14日

農林事務所側の提供による重機を用いて、表土 (7J<E8耕作土)除去作業を開始。

測量杭打設開始。耕作土 (1a膚)の表土除去が完了し、表土下部のグライ化した

不透水土(1 b層)の除去を開始。井戸跡を検出。

を入れ、調査を開始する。埋蔵文化財センタ一所長が作業員説明会出席のた

め来跡。機材@物品搬入。

表土除去作業に係る重機および人件費など、工事費のかかり増しにより採算が合わ

ないことを理由に、作業に従事していた工事業者が作業を中断した。県文化課と平鹿

農林事務所が協議し、表土除去作業を発掘調査の予算内で実施することとした。

小林芳行学芸主事が、調査員として加わった(~ 5月28日)。

測量杭打設作業およびAIKの表土除去作業が終了。 SE 0 1井戸跡から り挽き

物破片@箸状木製品、 SE 0 2井戸跡から漆器@蓋状木製品が出土。

S D 3河川跡から火山灰を検出。

S K 6 1 1土坑から青磁椀、葦状木製品、夕顔の実が出土。

S D 7 0 1溝状遺構ーから舟形の木製品が出土。三浦所長@児玉課長補佐、現場視察

のため来跡。

栄一郎学芸主事が、 として加わった(~ 6月11日)。

S D 7 0 1溝状遺構から下駄@箸:1犬木製品、 SKP729柱穴から礎石が出土O

B区の表土除去作業を開始。 SKP5.SKP6柱穴から箸状木製品が出土。

9 



第 3章

6月18日

6月25日

7月8日

7月9日

7月13日

7月14日

7月22日

7月29日

7月30日

8月 2日

8月3日

8月4日

8月 6日

8月10日

8月19日

8月20日

8月24日

8月26日

課長補佐が、調査員として加わった。

SD4溝状遺構から礎石2点が出土。児玉課長補佐が、 として加わった。

SKP259柱穴から板状木製品@箸状木製品、 SKP941柱穴から金属製品が

火山灰@柱材を検出。 SK P 7 1 3柱穴からも柱材を検出。 楼田課長補佐、現

場視察のため来跡。

C区およびD区の表土除去作業を開始。 SKP926柱穴から洪武通費2点、 SK

P 4 0 3柱穴から水品原石2点が出土。 SKPl175柱穴から包み納が施された

材を検出。

B区北側で火山灰を検出O

平鹿町教育委員会社会教育課加藤伸生氏、研修のため本日より週 2日調査へ参加す

ることとなった。 SL 1 176河川跡から漆器椀底部(挽物)、 SKP 1 0 9 3柱穴

底面から藁様の植物遺体が出土。

SKP248柱穴底面から陶器口縁部(瀬戸美濃?)出土。秋旧工業高校五 f-嵐典

彦教諭、江原!鳴 1遺跡(吉川担当)の件で来跡し、調査区を見学。楼田課長補佐、事

務連絡を兼ねた現場視察のため来跡。

児玉課長補佐が、調査員として加わった。霜月神楽保存会来跡。

S D 7 0 1溝状遺構から瀬戸美濃椀、銭貨(聖宋元賓)、および柄穴のある材を検

出。

S E 8 9 3井戸跡から磁器片@箸状木製品@クルミ@トチが出土。

S E 8 9 3井戸跡から植物(夕顔?ヒョウタン?)、 B区遺構確認中に木製箆が出

土。

A区全域およびB区北半を平鹿農林事務所に引き渡した。 c区の遺構確認作業を開
始。平鹿農林事務所佐藤技師、引き渡しのため来跡。

C区の遺構精査を開始。 SKP2074柱穴からも須恵器系中世陶器が出土。 SL

1 1 7 6河川跡から火山灰層を検出。

S E 3 005井戸跡は曲物が埋設される。方形の SK 3 0 0 1土坑はSE 3 004 

井戸跡に切られている。 SK 3 0 0 1 • S E 3 0 0 7井戸跡から箸状木製品、 SKP

205 2柱穴から木器、 SKP2086柱穴から磁器片@布が出土。児玉課長補佐来

跡し、助言を得た。

SKP2102柱穴から角材を検出。 SKP2083柱穴から鉄棒、 ML6 2グリッ

ド(向一笥所)から曲げ物@箸が出土。

E~の表土除去作業を開始。 S KP 2 103柱穴から鉄浮が出土。

S E 3 0 0 6井戸跡から箸状木製品、 SI{ P 2 105 G S KP 2 1 0 7柱穴から水

晶が出土。

船木調査課長、児玉課長補佐、発掘調査の進捗状況把握のため来跡。

調査員として五十嵐が加わる。 SE 3 0 0 6井戸跡から樹皮が敷き詰められた状態

で検出。覆土中位から蓋状木製品が出土。

-10 



9月2日

9月3日

9月16司

9月22日

9月28日

10月4日

10月5日

10月6日

10月8B 

10月12日

10月15日

10丹18日

10月21日

10月22日

10月27日

10月29日

11月12日

第 3節発掘調査の経過

D区の遺構確認作業を開始。 8D 2 100 ら須恵器系中i丑陶器

8 E 2 0 5 1井戸跡から白磁@柄杓@かわらけ、 8X3034土坑から箸状木製品@

蓋状木製品が出土。 8L 1 1 7 6河川跡から火山灰および炭化材を検出。

佐、発掘調査の進捗状況把握のため来跡。

8 E 4 0 0 8井戸跡から 箸状木製品@櫛@底板状木製品等が出土。 8X 3 0 

1 9土坑から箸状木製品、 8L 3 0 3 2河川跡からは箸状木製品@蓋状木製品、 8L

3 0 0 2河川跡から釣瓶様の木製品@漆器@挽物の未製品および納穴のある材が出土。

文化課大野課長補佐来跡。

8 K 3 0 3 8土坑から多くの誇木および植物種子が出土し、便所跡であることを確

認。 8E 4 0 0 4井戸跡の確認面から須恵、器系中出陶器四耳査、 8E 4 0 0 2井戸跡

から箸状木製品@かわらけ@藁様の植物遺体、 8E 2 123井戸跡からは箸状木製品@

フイゴ羽口@箆状木製品@曲物の底板が出土。 8E 2 123井戸跡の覆土中位には藁

様の植物遺体が敷かれていた。

船木調査課長、現場視察@却原のため来跡。

8KP4020柱穴より礎板、 MG5 0グリッドで出土。平鹿町教育委員会柿崎教

育長、高橋社会教育課長、飯野生涯学習係長が来跡。

8 E 3 047井戸跡から漆塗りの椀@箸状木製品@底板?、 8KP4279柱穴か

らは礎板が出土。文化課谷地学芸主事来跡。

平鹿農林事務所鈴木主任、佐藤技師、発掘調査の進捗状況把握のため来跡。

8 E 4 0 0 5井戸跡から箆状木製品、 8E 4 1 1 1井戸跡から警破片が出土。 LN

3 5グリッド付近から八角形様の柱材を検出。

8 E 4 0 0 3井戸跡から由物容器@陶磁器(かわらけ含む) .ツマミ付き棒状木製

品が出土。 LJ 4 1グリッドから漆塗り木製品が出土。

8 E 4 0 0 5から漆器皿(ほぼ完形)が出土。

8 K P 4 1 7 3柱穴から八角形様の柱材を検出。

ラジコンヘリコプターによる航空写真撮影('"'-'1 0月19日)。

D区にて板塀跡を検出。 8X 5 0 5 0土坑から木製用具が出土。大森町公民館現場見

学希望者来跡。+嬰田課長補佐来跡。

8 X 5 063土坑から火山灰を検出。 8E 5 188井戸跡からは灰白色粘土、その

上位から大量の炭化物@焼土を検出。 8K 4 153土坑からは鉄製容器、 8KP42

1 2柱穴の柱痕跡最底部からは高台の自iJり出しが未了の木製容器が出土。

8 E 5 0 3 6井戸跡から鉄製品が出土。児玉課長補佐が、調査員として加わったO

B区南半およびC区全域 .D区北側約1/3を平鹿農林事務所へ引き渡した。そのた

め平鹿農林事務所佐藤技師来跡。

D区・ E区の精査を終了し、観音寺廃寺跡発掘調査の全工程を終了した。即日、調

査区のD区およびE区を平鹿農林事務所に引き渡した。平鹿農林事務所佐藤技師、引

き渡しのため来跡。大森町教育委員会高橋氏、霜月神楽保存会赤川氏来跡。



第 4章調査の記録

第 1節遺跡の

は、表層より[水田耕作土→!日表土→地111→基盤]という堆積を示す。このう

ち旧表十は調査区内の一部で確認できるのみで、現況の水田を造成した際に一部が再Ij平されたと

られる。あるいは原地形の微少な高低などの要因により、元来より部分的な堆積に止まっていた可能

性もある。地山は調査区内の河川跡に沿った自然堤妨上では中~小礁を多く含み、その外側では細磯

~粗粒砂を含む様相を呈する。

本遺跡における

1 a 

の土質@土性は次のとおり。

(耕作土)

シルト、 10YR4/ ししまり弱、粘性やや強、 Fe20~沈着に

よりにぶい黄燈色 (10YR 6/3)を呈する筒所がある

1 b層 鋤床層

H 

にぷい黄褐色シルト~粘土、 10YR4/3、最深部は粘土様

たくしまる、炭化中粒多量含む、 Fe20~J糸根状少量含む

旧表土層(遺物包含層;層の各位にて遺構を確認)

しか

黄灰色粘土、 2. 5Y4/しれ203筋状多量含む、炭少量含む(豆

上回においては比較的多 ~ì)、水田造成時に削平された部分が多い、

色 (1OYR3/1)，____暗褐色 (10YR4/1)を呈する箆所がある

血層 地山(層の上面にて遺構を確認)

灰黄褐色砂~シルト、 10YR4/2 、 Fe20~J断面筋状(平面塊状@

状)に密に混じり、黄褐色 (10YR 5/6)を呈する箇所と、グライ化

し暗緑灰色 (10GY4/1)を呈する筒所とがある

W層 基盤

第2節検出遺構

青灰色粘土。場所によっては皿層との聞に砂層が堆積する。上溝川沿い

の低い部分では砂磯層が堆積する

本調査lK内で検出した遺構は平安時代~鎌倉時代(12，____13由紀)、および室町時代~江戸時代(15

'""-'17世紀)に係る時期の所産であり、その主体をなすのは中世初期ともいうべき12世紀を中心とする

遺構群である。これらは主として調査医の南側に検出した。また中世後期~近世初頭、 15~17世紀中

頃に係る遺構群も調査区の北側に検出した。遺構総数は1，880遺構である。中世後期~近世初頭の遺

構は概ね掘立柱建物跡群および周辺の遺構に限られることから、該期の遺構を919基、その外の961基

を中世初期の遺構とした。遺物は縄文時代および、平安時代~江戸時代に係るものが出土したが、前記

12 



気~ 2 iliÎ'j検出iき11~J

した時期以外の所産はごく少い。

1 縄文時代

縄文時代の遺物は数十点が遺構内および遺構外から出土した。土器破片は著しく摩滅しており、ま

た縄文時代遺物を出土した遺構とはいえ、仁ドtl士初期のj毒物を共伴した。このため、これらの遺構は縄

文時代の所産ではなく、元来の堆積土や河川による運搬作用により本調査区内にもたらされたものが

混入したものと考えられる。これは調査区内各所に確認した河川跡の存在からも裏付けられる。

しく判然としないが、一部文様が判別できるものについては縄文時代後期~晩期の

と判断した。石器類は剥片石器および剥片、および石製品と思われるものがごく少数出土したの

みであるが、これらについても伺様の時期の所産とj君、われる。

2 平安時代~鎌倉時代

①掘立柱建物跡 17棟(第108図@第109図、附図 1) 

板;焼跡 1ヲIJ (~{，J図 1 ) 

該期の掘立柱建物跡は調査区南側に17棟確認した。 B区，-.._，EI玄に散在するが、その中心となるのは

D.E氏である。これらは柱穴内からは!宇佐初期の遺物が出土し、柱材の年代測定結果や

ら12世紀頃のものと考えられる。ーと溝JIIを挟んで対Ih寺する山中の経塚から出土した経筒紀年銘(久安

とよく合致する。本遺跡の主体をなす建物群であり、そのr=!:J心建物である SB 5掘立柱建物

跡は、建物を構成する SKP4186B柱穴から「御御殿前申J ある (第74図2)が出

した。この SB 5掘立柱建物跡の柱材は、一部が抜き去られていたものの、非常に良い保存状態の

柱材も遺っていた。地権者の話では水田耕作の障害として抜かれたものもあるという話であった。柱

材は八寸角の大面取りの角柱で、その加工技術上の特徴より略八濁形様の形態を呈する(第100図、

図版9)。側面は手斧を用いて調整され、端部は撃により平坦に切り取られている。 遺存したのは柱

材の地中部分、つまり柱穴に埋設された部分のため、加工は粗く大雑把である。しかし建築史的には、

人目にあまり触れることのない部分の加工を省略することはよく知られた事実であり、また円柱は四

…と原木を削りだして最終的に円柱に仕上げ、るため、工程がかかる分、柱材として

の格が高いとされる。重要文化財等として遺存している近世以前の建造物の柱材を観察すると、

であるにも関わらず、床下部分が八角の状態のまま残されている例も多し ¥0 そのためこれらの柱材も、

本来的に見せるべき地上部分はさらに倣密な加工@仕上げがなされていたことが容易に推測できる。

また柱材はすべて心去り材で残存する年輪数も140前後を数え、大径の材を賀沢に使用して製材され

ている。端部に目処穴を遺すものもある(第100図 5)。

この SB 5掘立柱建物跡以外にも建物跡が16棟存在するが、北に離れたB るSB 1 4掘

立住建物跡、は、小径ながらも同じく心去り大面取りの角柱を用いて建立されている。 SB 8 

物跡も含め、いずれも後述する不整形土坑や井戸跡の側に位置する場合が多く、当初からこれらの

にF付属する建物として建てられたと考えられる。同様に一部の井戸跡にj憐援する掘立柱建物跡も

在する。

また遺構群を区画したと思われる SA1板塀跡も検出した。 SK P 4 3 6 3 • 4 3 8 7 .43 6 4 • 

4 4 7 2 • 4 2 3 8 • 4 3 6 5 • 4 2 3 9 • 424 0 • 424 2 • 4 2 4 3の10基の柱穴列で構築さ

れる。これは一部の柱穴内に板材が遺存しており、それらがすべて柱穴列方向に対して垂直に埋設さ
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れていたため、板塀列と判断したものである。

これら掘立柱建物跡群の詳細について 島成{有教授の玉稿を賜り、 観

者ミ子廃寺跡の掘立柱建物跡」として551J章を設けたので参照された~ ¥0 

②井戸跡 32基(第4図~第19図)

井戸跡は調査!玄内にほぼ帯状をなして位寵する。地下水脈にあわせて掘削されたものと考えられる。

1節に記したように遺跡が立地する谷底平野の基盤は青灰色粘土であるが、その上面には部分的に

砂層が堆積する場所がある。基盤が不透水層で、あるため、この砂層部分は地下水脈となっている。そ

のため検出した井戸跡はすべてこの砂層まで掘り下げており、その深さは最深で1.5m程度で、ある。

井田側の構造により、 c(四隅のli馬柱と横桟で構成) ・ D (隅柱を伴わずに横桟のみで構成) . E 

(出物のみで構成) ・ F (部材の抜き取り@基礎により詳細不明)類に分類した。

集落遺跡でもない本調査区に、しかも短期間のうちに32基もの井戸が掘削されたという事実は極め

て不自然である。これらの多くではモモ@スモモ@クルミの核や陶磁器@刀子などの出土、井戸側の

意図的な抜き取りおよび破壊、機の投げ込みなどを確認し、井戸開削および閉塞に伴う祭紀が行われ

たことも確認している。遺物は須恵器系中世陶器@かわらけおよび様々な木製品が多く出土し、後述

する不整形土坑および河川跡を対象とする水辺祭紀との関連からも、単に水利を供する場としてだけ

ではなく、水を湛えて機能している井戸自体が祭紀の対象となっている可能性が高い。

③土坑 27基(第20図~第25図)

点在する土坑からは須恵器系中世陶器@かわらけおよび木製品などが出土した。

S B 1 1掘立柱建物跡の内部に位置する SK3038土坑からは箸木および植物種子類が多量に出

土し、便所跡であると判断した。埋土の状況から汲み取り式の便所であると考えられる。堆積土中央

部は箸木の出土が少なく、施肥の障害となる箸木を押し避けながら汲み取ったことが窺える(第22凶)。

堆積層の 1層'"'-'4層を水洗選別して出土種子を精査した。詳細は第 7章に記載する。また最底部の土

壌サンフ。ルの分析により、獣や魚、を食べず、菜食中心の食生活を送った人間の便所であったことが判

明した。

④不整形土坑

河川跡

14基(第26図~第29図、第52• 53図)

9箇所(第54図~第57図)

調査区内の河川跡の周辺に、大型で掘り込みがはっきりしない、また水を湧出する不整形な土坑を

多く検出した。これらの不整形土坑は上溝川の流路の移動により水流が滞ったことから、水溜まりお

よび低湿地と化した|日河道が埋没し、形成されたと考えられる。 SL 1 1 7 6河川跡のように旧河道

と確認できるものをSL河川跡と記載したが、両者とも!日河道に由来することでは同ーの起源を有す

る。そのため前記した不整形土坑も河川跡と密接な関連を持つため、両者とも本項で一括して扱うこ

ととした。これらの不整形土坑からは形代を初めとする多くの木製品のほか、須恵器@白磁@青白磁@

青磁および須恵器系中世陶器@かわらけを出土する。水辺を利用して祭砲を執り行う祭紀遺構として

とらえられる。井戸跡でも同様な遺物出土傾向が見うけられるが、須恵器@白磁@青白磁@青磁等を

出土するのは概ねこれらの遺構である。本遺跡で出土する須恵器は数十点の破片でしかなく、復元可

能なものは皆無である。白磁@膏白磁@青磁も250点余り出土したが、遺構内から出土するものの多

くはこれらの遺構からである。
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河川跡は前記したとおり上溝川がかつて蛇行した跡と考えられるが、他のいくつもの小河川I・沢が

していたと思われ、その流路は複雑である。遺跡が立地する谷底平野はこの活動の結果形成され

たものであるが、微視的には一様に平坦な地形ではなく、部分的に微高地を残している。掘立柱建物

跡や井戸跡等は基本的にこの微高地上に{立寵しているが、本項に含めた不整形土坑はそれらを取り

むように低湿部に位置している。河川跡もいうまでもなく同様である。

河川跡は深い部分では 2mを超える深さを有し、多くの流木(自然木)が埋没している。しかし部

分的に浅くなっているところや、 71<流が切れて71<7留まり様になっているところでは前掲した遺物を出

る場合が多い。すなわち低湿地と化した出河道の一部もまた祭杷の対象としてとらえられ、その

は不整形土坑と同様の祭紀遺構と考えられる。

S X 4 2 0 0不整形土坑は、 SB 5掘立柱建物跡、と重複し、この柱穴より在い。しかし高島氏によ

れば、建物の庇部分の柱穴がこの不整形土坑にかかるだけであり、 SB 5掘立柱建物跡、が祭杷に係る

附属施設としてSX 4 2 0 0不整形土坑に隣接して建てられたと考えられる。

⑤柱穴および柱穴様土坑 877基(第30~恋~第50図;①にあげた S おおよび SAを構成する柱穴を含

む)

柱穴は本来的には掘立柱建物を構成したものと考えられるため、その検出位置も①の項で述べたと

おり、調査区の南側と北側に大きく偏る。このうち北側 (A区)の一帯(附図 l拡大図)の柱穴群は

中世後期~近世初頭の所産と考えられる。概ね調査区の南側 (B~E 区)に位置している柱穴は、前

項に掲げた遺構群とほぼ伺様の分布を示すことから、中世初期に属すると考えられる。

柱穴の特徴としては分布が河川跡を含む低湿地に囲まれた微高地上に限られ、また裏込め土に地山

粘土を使用しているため、柱穴としての構造が非常に弱いことがあげられる。前記したSB 5掘立柱

建物跡の柱穴などでは、沈み止めの礎石として柱材の下部に掌大の偏平磯を数値配しているものもあ

る。またほとんど混入物のない地山粘土で埋められるため、掘形が確認できなかったものもある。検

出遺構一覧表で「杭Jの扱いにしている柱穴の中には材の末端が平坦なものがあり、これらは本来柱

穴に埋設されていた柱材であるものの、掘形がどうしても確認できなかったために「杭」として記載

したものである。遺存する柱材の樹種は、ほとんどが杉材である。

⑥その他の遺構(第50• 51図)

E区に SD 5 2 4 8溝状遺構、およびD区に SQ 4 0 0 6配石遺構を検出した。両遺構とも出土遺

物は無く、性格は不明である。

3 室町時代~江戸時代

①掘立柱建物跡 11棟(第109図・ 110図、附図 1) 

調査区北側 (A区)で検出した11棟の掘立柱建物跡は中世後期~近世初頭の建物跡群で、柱材の年

代測定結果や出土遺物から 15~17世紀の所産と考えられる。これらの建物跡群の配置は現在の水田区

画にほぼ並行する。この水田区画は30_..._， 40年前に重機によらず人力で整理したもので、それ以前の大

区闘がほぼ踏襲されているとの地権者の話であった。つまり現在の水田区画には、かなりの割合で近

世以前の基本的な土地区割りが反映されていると考えられる。

建物群の北限~東限はおおよそ SL 4および連続する溝跡に屈まれる一帯で、南限~西限は調査区

境界までがその範囲となる。元来は南側および西側にさらに広がっていた可能性もあるが、水田造成

一日
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によって失われている。この建物若手 により、 q二i世後期~近世初頭の寺院跡であることが明ら

かになった。

19世紀前半に菅江真澄が当地を訪れた際には既にこのあたりは田地となっていたが、人々が

と呼んでいたことが挿し絵とともに記録されている。後に建物群が廃れて田地として開発された

ことを除き、基本的に当時とほとんど変わらない土地区画だと忠われる。

したとおり、これら掘立柱建物跡群の詳細については第 6章を参照されたい。

②土坑 4基(第20凶)

S K 6 1 1土坑は出土した材による年代測定で17世紀半ばを示したが、大窯IIa期の

外、須恵器系!こ!:J世陶器および加工材@自然木が出土し、またウリ科植物の果実(夕顔か?)も出土し

た。前記した掘立柱建物群の区画内でも、 SD4寄りで比較的柱穴分布が希薄な最北部にこの土坑は

る。これらのことから、 SK 6 1 1士坑はこれら北側の建物群と同時期の、様々

を棄てたゴミ穴として機能した土坑と思われる。

③溝状遺構 4条(第51図)

S D 7 0 1とした は、①の項にあげた る溝跡で、 lこも

様の堆積状況を確認、している。銭貨のほか多くの木製品が出土していることから、道路様の施設とい

うよりは複数の建物敷地を区画するような溝跡と考えられる (64D 72頁写真)。また SL 4河川跡も

建物群の北限を区間する位置にあるため、前述した中世初期の遺物以外に中世後期~近世初頭の遺物

も多く出土する。建物群の東限を区画してSL 4河川跡に合流する溝跡もあるため、 SL 4がそのま

ま水路または区画溝として利用されていた可能性も高い。

④柱穴 906基(第30図~第50図)

北側の掘立柱建物跡群は本調査区の中で最も し している。こ は|日河川|に

より形成された自然堤防上 し、地山にも拳大の際が混入しており強固な地盤となっている。そ

の一得に掘り込まれている柱穴は中世初期のものに比べると、大きくても径40'"'-'50cmと小径のもの

が多い。遺存する柱材は径20cn1以下のものが多く、柱材の樹種の多くは広葉樹を用いている。

⑤その他の遺構 3基(第29図)

A区に SQ 7 8 2およびSQ 7 8 3配石遺構を検出した。両遺構とも出土遺物は無く、性格は不明

である。また同じく A区に SN 2 8 4焼土遺構を検出した。これは分布範閤を持った炭化物を検出し

たもので、被熱した焼土では無い。

第3節出土遺物

①輸入陶磁器(第62• 63図)

これらは東北では

細は下記の表にまとめた。

跡などの水辺遺構で他の

あるが、少数ながら広東省産のものも出土し、計202点出土した0

2四半期'"'-'13 世紀前後に見られるものおよび15~16世紀のものである。

る破片は皆無に等しく、遺構内出土のものは不整形土坑および河川

とともに出土することが多 ~ìO 様々な祭紀行為に使用するため、破
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片の状態で遺跡 ち j~まれた可能性も考えられる。

白磁 • 1坦@ 9 した。

産の椀@聞が29点、 @血が11点出土した。 る破片は皆無: しく、これら

も白磁と同様の出土状況を示す。

須恵器(第59'""-'61図)

@警の破片のみ58点出土した。復元可能な個体は皆無であるが、内面に黒色付着物(墨痕7)の

あるものおよび猿面硯として転用したものが 1割程度あり、接合例もある(第59図 9)。これらも不

整形土坑および河川跡など、の水辺遺構で、他の祭杷遺物とともに出土することが多い。また時期的にも

他の遺物より若干古いため、祭杷に使用するため、破片の状態で遺跡に持ち込まれたものと考えられる。

須恵器系中世陶器(第66'""-'72関)

いわゆる珠洲系陶器を指す。牽警類@鉢類(片口@播鉢を含む) .四耳査が1，600点余り出土した。

大半は壷翠類の服部破片で、復元可能な個体は皆無に等しい。調査区全域から出土するが、調査区北

側では希薄となる。多くは中世初期の遺構群に伴うもので、口縁部破片など時期を推定し得るもので

は I 期に比定できる破片も多~')。また中世後期に係る破片も若干あり、これらは輸入陶磁器の環で説

明したように、北側の遺構群に伴うものと思われる。

かわらけ(第64• 65図)

501}長出土した。破片資料のみで復元可能な個体はごく少ないが、被熱しているものがほとんどで

ある。前述した不整形土坑@河川跡および井戸跡から出土し、祭杷に用いられたと考えられる。 3群

に分類したo

A 手控ね成形のみのもの

B 手控ね成形の後、口縁部を布のようなもので l段あるいは 2段にナデるもの

C ロクロ成形のものO 底部は回転糸切りで切り離される

その他陶磁器類(第73図)

安器系および瓦器系の

と考えられる。

した。須恵器系中世陶器と共伴する ら、同様の時期の所

に属するものが少量出土した。完形およびほぼ完形のものはIIb期に属するもの

が出土した(第73図1'""-' 3 )。

近世陶磁器は肥前産の磁器椀皿類の破片が多数出土した。波佐見産が多く、概ね17~18世紀に属す

る。また肥前産陶器椀血類も概ね同時期のものが している。 ら出土するため、耕作

17-
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とともに移動したものと考えられる。

(第107• 108図)

縄文時代の については、

られる。平安時代のものとしては、

機も数点出土した(第103図6)。

④鉄製品(第104図)

2節 1で説明したように、本遺跡の本来的な遺物ではないと考え

5点出十ムしたの碁石と考えられる小型円盤状の

中世初期の遺構から刀子が 3 している。 SE 4 0 0 5井戸跡と SX 5 0 6 3不整形土坑から

出土したものは、第 2節で説明したように祭杷に伴い納置されたものと考えられる。 SKP 4 1 5 3 

柱穴出土の鉄製品は、 SB 5掘立柱建物跡を構成する柱穴列に沿って隣接する柱穴中から出土し、

納された祭最巳呉(仏呉?)の可能性が高い(第104図3)。

SLl176河川跡から鉄挺(鉄の延べ板)が l点出土した(第104図5)。 近接する SE 2 123 

井戸跡からはフイゴの羽口も出土しているため(第103図7)、この周辺に鍛冶施設が存在した可能

性が高い。

⑤木製品(第74~99図)

木簡

i) SE4005井戸跡出土の木簡 106 x (60) x 4 mm 

上下を欠損している。平川氏によれば、漢字とその読みを記した木簡で「字書木簡」とも言うべき

ものであるとのことであった。裏面にも墨書があり、木札様に使われている。このSE 4 0 0 5井戸

跡の中位から出土し、井戸閉塞の祭杷に伴い埋納されたと考えられる(第74図 1)。

註) SKP4186B柱穴出土の木簡 (171) x 33 x 20mm 

S B 5掘立柱建物跡を構成する SK4186B柱穴の柱痕跡底部から した。柱材を抜き取った

際の廃絶行為として埋納されたものと考えられる(第44図、図版 8)。高島氏によると、 SB 5掘立

柱建物跡は建築史的観点からは「仏堂Jではないとの結論が出されている。

温) S L 4河川跡に接続する溝跡出土の木簡 130 x 32 x 5 mm 

S L 4河川跡に合流する溝から出土した。第 2節で説明したように、 SD 7 0 1溝状遺構問様、江

戸時代の建物群を区画する溝跡として使用されたと思われるため、当該時期の所産の可能性が高い。

付け札の類と思われる。

iv) MK 6 0グリッド出土の木簡 135X40x 6 mm 

S L 3 002河川跡付近から出土した。 SL 3 0 0 2河川!跡からは多量の木製品が出土しており、

上溝川の現在の河道に近いため、付近にかつて橋があった可能性も考えられる。

第101図3に掲げた用材は表土除去に伴い見つかったもので出土位置がはっきりしないが、橋脚の

部材と思われる。調査区内に散在する河川跡と何らかの関連があるかもしれない。

箸状木製品

完形品が315点(遺構外11点)、欠損品が3，140点(遺構外350点)出土した。出土数に対する遺構外

出土の比率は約1害Ijでごく少ない。遺物計測値(長さ)の平均は21.9cmである。イ也の木製品と違い遺

構外からの出土がごく少数であり、遺構内部に意図的に容れられた可能性が高いため、便宜上「箸状

木製品」と呼称した。かわらけを出土する遺構と分布が重なることから、水辺祭紀においてかわらけ
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と共に容れられた としても られる。

遺構内から707点出土した。概ね長さ10crn• 111福1，.......， 2 crnで、一端が折り害Ijられた形跡を有するもの

がほとんどである。 遺物計測値(長さ)の平均は9.6crnで、ある。接合すると20crn程度になるものが少

数あるため、本来的には20crn程度に成形した小板材として準備され、使用に際して 2，.......， 3片に折り云11っ

て使用したものと考えられる。 遺構内からのみ出土した。便所跡である SK3038十坑出十品のよ

うに用便後に使用し廃棄されたものは「講木jとしてとらえるべきであるが、同様の規格@形態を持

つものが他の遺構からも出土するため、便宜上「議木状木製品」と呼称した。井戸跡や不整形土坑な

ど、水辺祭杷を執り行った可能性が高い遺構から出土するため、何らかの祭杷にも使用された可能性

もある。

下駄

連歯下駄および差i岩下駄(の差歯部)が出土した。指先などの位置が摩滅し、凹みを呈するものが

ある。

椀皿類

椀@盟はロクロの爪痕が遺るベタ高台のものが多数を占める。荒型(第77図3)が出土しているこ

とから、漆器類が本遺跡にて生産されていたと考えられる。遺構内では井戸跡および不整形土坑@河

川跡から主に出土するが、遺構外からの出土も多く詳細は不明である。第90図3• 4はSL 4河川跡

上部および近接地で出土したため近世の所産と思われるが、椀蓋の製品(3 )と未製品(4 )である。

高台の形態により 4分類した。

A 輪高台を持つもの

B 底部にロク口の爪跡が残るベタ高台を持つもの

C 高台を持たないもの

D その他、詳細が不明なもの

曲物@曲物底

井戸跡および不整形土坑@河川跡から主に出土するが、井戸開削時に水溜(井戸枠)として埋設さ

れたもの、および井戸祭杷に伴って納置@埠納された曲物@柄杓なども多い。容器としての底板形状

でのみ 2分類した。

A 底板側面に木釘で側板固定した孔を持つもの

3 底板に加工痕跡を持たないもの

模

木製の模が出土している。第86図2は模がかけられた状態の加工材で、これらは主に井戸枠を組む

ために使用したと考えられる。単体の模は河川跡、から主に出土し、両者は何らかの有機的関連を持つ

のかもしれない。

形代@斎串

井戸跡および不整形土坑@河川跡から矢形@刀形@万子形などの形代および斎串が出土した。前述

した水辺祭杷に伴う祭杷具として使用されたものである。

⑥その他
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フイゴの:J)]口

S E 2 123井戸跡から出土した(第1031又J7)0 S E 2 1 2 3井戸跡はSL 2 100河川跡を掘り

込んで開削した井戸である。この SL 2 100 河川跡も水辺祭杷に伴う遺構としてとらえられる。鉄

鑓の出土ともあわせ、

(第105図)

10'"'-'18世紀に係る銭貨が出土した。詳細は第104図下表の通りである。 SX 4 3 2 9不整形土坑

(第105図3)は、水辺祭杷と関連して埋納された可能性がある。

の きる。

よび遺構外から多数の植物種子類、が出土した。このうち

から出土したモモ@スモモ@クルミ (オニグノレミ)については、水辺での

@河川跡

に用いられたと考えら

れる。 によると、焼いたモモ核の割れ方で吉凶を占い、 に容れる

はよく知られており、モモ以外の核も同様の意味で使用される例が多いとのことであった。つまり割

れたものおよび炭化したものについては、

便所跡である SK3038

泣fi/lff子号 モモ スモ E クノvミ トチ その 1山
SD 701 。(2) 。(1) JjJnt!o] 
SD 70m 1(0) 
SE 1 1(0) 

:3(1) 1(0) 。(1) 5(20) 
0(1) 1(2) 

SE 2051 li(:l)，lotO(l) 2(2) 。(2)
SE 2112 3(1) 
SE 212:3 :3(2) 0(7) 1(5) 
SE :3003 4(A) 1(0) 。(:3)
SE :3047 。ご2(0) 。(1) 。(1)
SE 4001 00) 
SE 4002 1(0) 2(9) 
SE 400:3 7(11 ) 。(1) 1(2) 
SE 4005 2(0) 。(1) 。(l) 1(1) 
SE 40GS 3(1) lC:3) O(l()) 1 (←1) 
SE 4009 1(()) 。(7) 2(2) 
SE 4092 6(9) 。(2)
SE 4111 。(1)
SEノ1119 4(3) 。(2) 。(3)
SE 4251 よ~~()(1) 1(6) 
SE 5187 1(3) 。(3)
SE 5291 。(5)
SE 530() 。(2)
SL 3 1(2)，炭1(0)
SL .1 H()) 
SL 1176 。(1) 。(13) 6(20) IまJ4説1(0)
SL 2100 。(1) 2(lO) 
SL 3002 5(0) 3(7) li(23) 
SL 3032 17((1)。炭5(1) 1(()) 1(1) 
S10 30日4A lCO) 。(1) J;}，弓ミ1(0)
SL 30:34B 。(1)
SX 3083 2(5) 
SX ，1200 1(0) 
SX 4428 11(6) 
SX 5050 5(0) 1(0) 。(2) 2(0) 
電}Q(i3 1(0) 。(2)
SX 5318 。(4)
SK 611 ウリ科!:W!i'il(O)
SI三2151 J，)ミ ;十 に日

S1¥: 3001 。(6) 。(1)
Sh 3019 。(2)

の占いに使用された可能性が極め

については第 7章に詳述する。

1
 

3
L
W
 

。

ill悩 m~~' モモ スモモ クノLミ | ト チ そC!) (lli 
日K 〆1004 2(0) 
SKど1007 2(0) 。(1)
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SI¥: 11150 。(l) [)(2) 炭化NH三0C:3)
81¥: 1;3:37 1(0) 
SKlコ109 。(1)
Sl¥:P 16.1 。(1)
8E.P 504 J (0) 
SKP 513 1 (()) 
SKP 586 。(1)
SKP 712 り(1)
SI¥:P 71:1 1 (0) 
SKP 741 炭fじ手E寸三0(:3)
S1¥:P 80.1 1((J) 

SKP 905 16ミfじ干'TI_:JこO(])
SKP 920 。(1)
Sl¥:P 9ノ11 。(3)
SI¥:P 992 1(1) 
8KP 1111 1 (0) 
SEP 1152 1(0) 
SKP 11:'5，1 1 (0) 
SKP 2015 。(2) ~HO) 。(1)
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。(7)
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SEP 3020 1(u) 
SKP 4098 1 (0) 
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1(0) 
1(0) 
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SKP ，1:327 2(0) 
SKP 4，)68 2(:J) ，り)

1(0) 
1(0) 1(0) 

SI¥:P 5198 1(0) 

1 (2)は完形がい点、割れたものが2点出土したことを表す。炭は被熱したものを表す。

土層註記は第57図 4m 

第3図 Sし1176断面図 (MF62付近)

-20 



検出遺構…覧表井戸跡

i立憐 No f別立INo クリッド 長約Ii 車111 4均 ィ~m載物 lil'[ 物 t!: J立物 :J1:I'il!ll llHIJU比 {杭オミi 11年 JVj

SE 1 ll2 107 95 

|川許木腕i川l刀t正下I形1京本町状木製品l朗木製自品然
il!iJ仮ー!後 [11役初旬i

8E 2 加IH lOCl 142 135 80 
。在撃 [1"1立初期

8E 893 口戸 lVlH 84 lU5 102 69 l'IMzl WHk木型S<"，IJIIT.H，間子 F 日[11仮.{I祭 !JIIlrfJJJりl

8E 200l :) 86 l18 100 ，[0 答:I}¥木製品，1J口一仁村 E {住者 r[1111:f月JIJJ

8E 2051 6 IvIP I)![ I 208 192 

陶主須白f世!列1向器2磁車古4お日器}器カ日 わア1泊涜Eイり豆必出1コけ芽2保5羽剥系jZ口i !中1iu 1i 1 

泌日時文治||:引法ヤカ，!イコ1フらlナ 1i:17ji{然六J，木iiij，物Ei!!子氏， オミ:~'!.'.~'， 1111 T ti CIIII i燦 [llllrflJ!UJ III 

8E 2112 れ;IP 12m 167 92 川、討11 1111物.IJlfT!'十，T'Uf- C {滞 !Jll陛下刀則

S日 212:3 MN (j:j 1 145 HO l1S かわらけl

車加目m立j台山日物f訴ijlr~状--木3守状i製k品本*山製加品1] 加材木M製日品
わ iltりHZ-'Ii梁 [1] ur初期

SE 300:1 8 MK 62 I 112 110 69 iJ!iH反→{凝 111[11初期

8E ::1004 MM  (j.j 1138 125 87 il!lJ仮→傑 ιIIJII:初期j

SE 3006 自 ML 62 105 93 65 治H犬木製品，1J[[工村 F iWll&一樹皮 [1111叩JIりl

S日 :3007 10 ME 106 102 34 
ミ材奇1犬木製品 '，，'，.JIIIT 

F 似111反，隊 11] JltrcJJJりl

SE 3015 10 Mしゃl 116 102 26 ミ雪 1)¥木製品)J11工付 ド iJ!iH反サ奇襲 仁ItJ立f:JjJりl

8E :3047 10 MG 56 l02 94 62 ;主日IljiJll制UJ犬木e材製品，浮木1犬木製品，木 F iHlJf足'1.綾 [1] 1立初!りl

8E 307~1 10 MN G1 113 110 61 加仁村?自然木 C [1:11企初WI

SE 4001 11 L'1' 50 120 115 92 縄文一UHi 縄文 1:.**1 ， J~，ì1'I I1 I 工怖村守，状w木~~:1製\品三'lk ;t;:;lj~ ，\~'， 1111 F 日111仮汁性信 Ljllli初期

8E 4002 II L'1' 50 85 7~) 59 かわらけ 縄14文，J~:土洲器か らけ ミ付書状，i'I木;11.;製本品，在 ぞfレオこ:Ii，'太iU'J以 IIIIT il!ll仮 [1]1:iJ:何JWI

8E 400:3 12 lVlB 52 171 15() 75 2かわT~( 器らけ系中Jlill:ITI認 社か1-13わらけG，芳成I.U止 1本1111jj3tjj木，答製i犬JK木UJ製日]品:材，村5，m1犬;子木製品 iWI阪一機 [llllttJJ!U1 

8E 4005 13 iVIB 46 121 114 124 かわらIJ，7]子 縄7，J文~， i州二かわらけ 製IIIl品，仮，木「ナfJiへ1.1J箸口工1犬村木?製1:，1品然，水沼，木様状子木 戸U 。[IH反一ぺ業 [1]1空↑iJ)りl

8E 4008 12 L8 5:3 166 162 カイコらけ かi州1jコらけ日，正IIí:l.H ，J~; 木H!ri製，主J主日箸村状，臼木然製水品，在
:、|犬
F illリ仮 11]liJ:fljWJ 

8E 4009 16 L8 52 182 174 83 カ寸コらけ かわらけ3
型材著村肝状i白犬13木木伏然製製木木』品--青 木製ι品'，.1加1丁コ

F iWJ仮 斗11丑りJWJ

8E 4092 14 LR 48 97 88 8!j 沼恵器系[IJ[II陶器 かわらけ1.1三111法l F さ-語4、1ij1C11阪M(物!十 J!UJ 

8E 4111 14 LH 47 126 117 97 ;ffil恵 6~系中世陶器 1111物治i:1犬木製品.JJIJ~仁村，自然木 F il!lJ阪→際 中出初']J羽

8E 4119 15 L8 45 1G8 141 146 須かわJぷ2ら3け系，6中民主世i 洲か2わら
け:3，1~1 倣 U~; 災IJII工11';材，箸，状自然木木製，品fm子認 r口官n

F iJIIJ板 中世初JUj

8E 4251 16 L8 52 (109) (lOG) 6G 箸:Ik木製品.1J[I工村，自然木 F 側仮業 仁IJI対初JWJ

||叫材柑山郎4然官4木M出J撃柿品!木淀山川知IT会
15 L'1' 45 190 176 151 須恵器系中間陶器 F iI!リ仮 [1:1阪初WJ

8E 50551¥ 16 LF ，13 158 l~10 110 な1恕号系[1:1世陶器 F 子j，葉→iJIIH反 [1:1位り]!UJ

8E 5058 17 LE 42 102 98 58 降IJ¥木製品，)JII工M，[1攻、木 F ij]lJ.j反 CIJI:IJ:初期

8E 5186 17 i'vIB 33 1り5 90 ;民恵器系[1:1世陶器 かわらI'n 加工H， U 7.~\水J震予 F fJIIJ阪繋 仁IJI立りJ1UJ

8E 5187 MB 3:3 l20 104 71 漬恋*rr系[IJI仕IISU*i; l三極点1子:8木製~，;'"IUI物，1m 仁村，臼然木'1C iWJ仮一際 中iりnWJ

8E 5188 18 MB 32 122 119 97 ;10¥法、器系11:1J1111勾器 かわらけ U~、iJ+11 '~::I犬木製品。力IJ 仁村， [1 然木 ド iJIIJ仮，1深 1:J:IJltりJWJ

SE 5291 18 LP 28 200 170 112 加工材 D ii!lItE(~' 1.段 中山初WJ

8E 5300 19 LN 128 l15 11:3 箸状木製品川l工材。 I~I氷水J丞 j七 C ii!リ仮イ業 11:11丘初期

一一一」
土坑
j立111;I N口 j市区INo クリヴ i、 長'Iilll )a'lilli i;t~ さ ill 物 イ<mHI没1立物 li立物↑'1:物 日1I 考 11寺 WJ

8K 611 20 602 450 |山濃;系[IJI立陶器 1美
加工1'0]， I~I 月、木 [1:1近|立iiぇH初JVJ頭~ 

8K 1129 IIHlzl1 [¥;)1" 83 1:3，j 94 仁1:1近出後Ilt期

8K 1147 問、JIヌ11 五HvI 8:1 62 [1:11近H後日!期初頭~ 

8K 15十l 21 五II 8:3 10，j 90 27 11=18K1162 IIIJ近川Ilt初~頭

81¥ 2013 21 LL ti2 171 l40 i:6 11"lltt7JJVJ 

81¥ 206，[ 21 MP 6:3 10-1 70 50 |当然木 仁|ヨ|立川!りj

8K 2065 21 ivIP 6~3 61 51 2(j かわらけl JmTH rlllせ初WJ

81¥ 2151 27 トνIQ (j2 222 1Gcl 18 ;¥'I一ιli;!~i f[， lh HI日知 iかわらけl 持'I)~ 十;: ;2~ /ij~l ， fITI ~二 IIJIII初!りl

8I( 3Q(J1 ヨ MM  6.j ~HG 242 :3:3 かわらけ !こiliP.H Illl，ej削た木別品、]JII[1'1， U:<);~1' jJyHI水内 [I:1IH初JJVJ

81¥ :1009 21 江IF 5(i 87 79 36 苓状木製flJI 仁わ111初日。l

SK ~101j 21 主[し (i.1 120 :31 活:1え木製品 11]1仕初JlIJ

81¥ 3019 27 ML G3 LD-j 100 [-1 箸1犬木ill1品，1JI1::[I'Jj [111立初Jjり]

8I( 3ml iVIE ~6 1:31 119 入B12 1111山川り]

8K 30:38 22 MF 5-1 67 fiG 38 1ω か;1)ら1')1 木:11，木製品、りIITj;J stlijiil'A; 11] 1止j;JJ!UJ

SI¥ 3081 21 MG (j4 63 lO 
4!|1:I1|E立初初日!開りl

8E ~1004 I~fほ111 L8 16 lG4 140 AB22 1ιぉ系[111立陶器 1)11.:.[1イ，[1然水

21 



第 4章調査の記録

22 



柱穴

j立 fl~ NIl J，[ilzlおi グリゾド 付

手
り'" 時期i iliti1i No. jtfilzlNo f十よ三和j鋭利i さ 0' II'i jljJ 

おI¥P5 日o ivlP 89 1 L!Jiを ~jlj:iJJ SKP 2:1fi :32 ⑧ 19 54 L[if辻 ~jlj:fJJ

日KP (j 3 合 2，1 I I[J後~jlj: i l] SKP 237 :32 @附 54日B2311:ii;i: rlJ1WIJ跡、 L[I後~jlj:初

S[(P 7 :10 ivlQ 88 II ;13 r[l(長 ~jlj:'fJJ 8KP 240 pft[21l 86 21 :lO I[Jfを ~j[(fJJ

SKP lO 30 :vlll 的 2:3 I 22 18 rjJ[lffJjWj SI¥P 241 前区11 :-'lT 86 :J8 :30 fi71 SB24!ftTIj:r.tHt'初挑 rt J 1走 ~jlí初

SKP 11 3D 1 99 1 21 I 21 18 中IlI:fiJJOJ SKP 215 討JI万l I1IT 臼i 19 :32 ~81 SおZ:lJ!:11立fi，悠物WA; l[jJ後~mJJ
8KP 1:3 :30 1 lVl [ 98 九日 61 r[JIlI:rl])りj 日KP 216 I:Hロ11 災 86 4，1 :32 :111 SB2311:11な悦也物尚、 rl:ll長~近初
SKP 14 30 M 1 9臼 22 自 L[11ll初期 SKP 218 A 86 28 2:1 17 ql後~近りj
SKP 29 :lO !¥l() 91 ⑧ 26 2(i 28 I[J I走 ~jIJ:fJJ SKP :J2 トJA 85 ⑧ 11 30 

638 9 ιιi日~近在近近付M初j SKP ;j() ・13 18 ciJ 1走 ~jfí 初 SKP 256 1:IJIXI1 日2 28 
SKP 37 日。 長IP 10 22 "1(長 ~jlíìjJ 抑制11 芯 85

ハ・ 11 SB24!1:IUHU:l!物跡
SKP :38 1 30 主'11' lG :38 1"11長~川IJIlsl¥1' 2ω32 ト 85 2，) 

SKP 3fl 30 :VIP 90 ，10 121 SB25!1:11，'!:十iill物効; 1[ 1後~jlj:行j SKP 2fi2 1 1 1¥l'l、出 48 1 Sß2:J !I:1L~Lflill物跡、 r[11長~jlj:fl]

SK[J 40 :10 :VIP 90 '1 32 1 26 28 I SB25品物跡 r[J後 ~jlj:'fjJ SKP 約出 22 日B2:j品I:;i:fi:'l:l!物獄、 L[J後~jlj:拘j

SKP 11 1 30 ivl1' 90 .1 98 ぉ i L[11走~jlj:fJJ 日KP 270 I 1.1 1[]1f，:~近 fjJ

8KP 12 :lO :vIO 90 ⑧ :19 (231 81 8B25JI[jl立tH:l!物跡 1[11長~近打jSKP 2H l:itl;i11 MT 81 |⑧ム10I :J，I 521 SB2:JlI:Il立Iti:l!物跡、 I[:JI走 ~jlj:打j

日KP ，1:: :10 1¥10 89 ⑧ (25) (211 121 8B25品ILi'!:ti:i上初j跡 I[I(長~近行lSKP 280 1:11[;¥11 ぷIT 81 3U 1 :lli 1 321 Sß23Jj:jl~JíJt物1fl; L[ if長~jlj: fJJ

SEP 44 同H斗11 1¥10 89ζ 25 I 8B25品ILiJHll!j切跡 rlJIを ~jlJ:ffJ SKP 281 :12 長lT 8，1 ⑧ 20 20 I[if長~jlj:fJJ

日1¥1' ，I(j 日。 IlIQ 90 I⑧ 

川~川川
10 SB26品TI¥!Ji:m句跡 Llif走~近iJJ SKP :118 2品 17 11:1 (去 ~jlj:fJJ

SEP 47 :l() iIlP 90 28 Ir['1長~jlj: flJ SKP 3，10 同tlzll ML 85 
2-1 

:lO :r31 SB18jl:ll ¥JJHt物跡 '[]1を~近fJJ
SKP ，18 :10 I11P 9(J ⑧ ，'32 SB26lf:li:iLft建物8)j: I[ if長~jIj: VJ S1¥P :14l 附1':(11 22 221 Ss 18jl:l1立iHiNVJ跡 仁[1後~jlj: fJj

S1<1' 50 
330 0 
M1' 90 11 21 S1326!目立rHt物g，!j; '[11え~近初 S1(P :35"1 日2 ⑧ i日

日HOO 
81 S1318!伝，i:[l建物湖、 1[11走~近何j

S!(P ~ 1 iVI0 89 塁審 1'1 8B26j長!立Itill物路、 l[]1全~近りjSKP :35G :32 I110 89 ⑧ :jO 12 1[11走 ~j@J

日](P 52 1:1tl6[1 ilI0 89 11 :3u :3:11 S1325jlilli'!:lI:ts物泊、 L[J I長~jlj: fJJ SKP :359 間110;(11 MIIl 81 26 20 211 S1318mlil:ltill物跡、 ，[，後 ~jfíìjJ

日1¥P 53A 間関l :VIQ 90 81 
628 日
16 1 SB25jl:il立Itili物jij I[if長 ~jIÍfJJ Sl¥P :161 :32 IIIIII 85 ③ 。 1[1 1を ~ilJ:ìJJ

SK1' 54 :Jl i\ [l~ 911 29 自 11 1 1ま::~ilj: ìJJ S1¥1コ日68 11ft図l h仏185 ，']1 日。 281 SB18知立tH主物8'A; I[J後~近打j
日EP 55 ;Jl MP 90 1 4:3 210611 S5BB2255ぬj別i立院iU包.t物跡、 1[11長~近村j :32 l仏/1 81 選TI 31 トjS1318jl:Ji立十E建物跡、 判長~近初
SKP 56 附1';:11 MP 90 30 

328 3 
物跡 仁[ifを~近りj 32 MM 8，1 29 I[if走 ~jlíìjJ

SKP 59 :11 iVK2 90 59 仁[]1走~jIj: VJ 8KP 388 32 ivIM 81 31 27 211 S1318j届Ji:lU上物羽、 中後~jlj:f}j

MR 90 ⑧ (:141 (271 301 S132Gjl:iliiJi:ill1持跡 l[1後 ~jlj:打j SK1' :)9] ::12 !11M 82 :30 28 20 中i設~近行j
8](P 66 IW図i MQ 90 50 28 九11S1325ぬLliJlill物跡 Ilif去互rJJ SK1' :397 32 Lh仏 :n 25 20 

!i ||1l ijをを~~ J近Ij:t初1j1 SlくP67 五IQ 90 10 30 II[JÎを ~jlj:ìJJ 日l¥Pω" :12 :17 I 2~ 22 
日Klコ70 問[主11 i¥IP 89 ，10 :3'1 221 SB251f:llJi:fiJli17;JiA; 1 1[11辻~jlj: t日 SKP ，106 

昨悶 似t8m m J 1 

22 20 211 SB18j切立Iti]物刻、 I[if長~j@J

1:lt思l iVIR 90 ↓l 32 L[if走~jlj:fJJ SKP 422 1:ltl~ll 20 2:3 I1 1後~jlí りj

81 MQ 89 1 28 22 

1(i 住作倒主r防 ←毒長止同E 川切

SKP m :12 1 MN 1fl 28 C[:l1走~泣初
SKP 80 I:HI'Z11 MQ 89 211 S13251切立 SKP ，129 liltl;;;111 MO 28 20 291 Ssl7拘Ui:十E建物跡 1[]1を~近初
SKP 91 1:111刃l i1IM 87 10 401 SB22llll立 8l¥P 430 

F討3|宝
:H 
229 6 

ー1218B17j屈な十i:i上物跡 1中[if段を
SKP 93 31 MN 87 11 25 121 IC[11走~jfíf!J S1¥1' :H 日21SB17j認すtHil物跡

コ9991 
31 l¥1l'vf 87 ⑧ 39 26 

いい川!悦を去~吋~近
SK1'叩i器削位 26 20 1，11 S13lfi'17府立住建物同; '[:1 1走~jlJ:fJJ

1:111~ll 111M 87 1 oO 28 10 S1322]招¥):tt1]物跡、 81~p 138 1 1:ltl~l1 1 i¥IN 82 24 20 291 S1316'17探!立十E佳1'/JI)j; 11:1 1長 ~j!iM

8Kp 1∞ Illjl~ll !11M 87 22 
2iO 2 
12 SB22JI:llrLfi必建物跡、 8KP 117 1 l:itlZll 1 i¥IN 81 ゐJcl 山10 53 1 Sßl6~ÆULftill物跡 L[:I後~j!iがj

SKP 101 Ml¥1 87 ⑧ 35 181 81322]総立IHdl物跡 判長~近打j8EP ↓18 お MN 81 1 35 :30 c12 仁[11辻~近初
8KP 102A 肝t~1 Ml¥l 8(J ⑧ 56 14 33 1 S1322!I:li立十1:佳物跡 Ijif走~泣初 8KP ↓19 :33 i¥IN 81 16 12 20 [[JIを~近りj
8KP 104 31 1 MN 87 1 (i 66 仁1'1走~近初 SKP 151 間図l MN 82 44 81316品il立tHs物跡 [IJI走~近りj
SKP 112 31 IvlR 89 ⑧ 31 25 161 S1326]届立11:tj)!I1J跡 中i是~jlím 8KP 457 1:l iI~ll MN 81 26 22 :381 S13 l(i'17~:TI立院建物跡 111 1長 ~jlí初

8KP 114 31 i¥IR 89 ⑧ 28 23 10 [['(迂~近初 SKP 460 11J;j図l 主IIN 81 :30 30 :11 S1316'17持u立I:i:ill物跡、 [IJI没~近付j
SKP 115 31 MQ 89 ⑧ 27 25 111 S1326!1:11立主i建物跡 L[J後~jlj:m SKP c)65 I:I[図i MN 81 22 18 

251 S1316限立f柱flEi建tillE吻物物問跡跡、 j|~Ij1IIi後後を~~近近近初初初jSKP lHi Illtlm MR 89 1 30 31J 281 S1325!I:lirLIIJsfVJ跡、 中iを~近初 81<P clG7 111I図11 I1IN 81 16 21181317#:11立
S]<P 124 31 11'11' 88 24 24 20 [判長~近fJJ

SSKKPl' 4」678011F肝i国11'"¥1l1 
:lIN 81 21 22 191 S1316!f:l;立

8KP 1:37 附図l MM 87 3J 21 ，)<11 S13221!目立ti今建物問、 r[J I長 ~jlj:M 10 
22J 1 
:J51 SBl6JItll立fI建物跡 仁lifを~jIJ:VJ

81';1' 1:38 1:lt~1 I11N 87 82 11 181 S1322!1:IlrLI1i主物跡、 '[11長 ~jlíむ] SKP 附l羽i 31 171 81316'17]届立Itill初~~; I[JIを~近初
SKP 139 1:lllzlll I1IM 86 GO ←16 60 1 S1322J時立Itill物助、 中i走~近初 SK1' .)76 日日 i¥l() 81 日ー月i m ム181S13IG・17!五住建物跡 LjII走 ~jlj:ìJJ

8KP 140 1:J;j図11 I¥IIII 86 20 22 I SB22知UHIJj) l~J粉、 [[J1長~m)j 8EP m I:H1l11 I11() 80 :32 30 与I1S13li!原rLltiJ!物跡 I[ 刊誌~jlj:M

18 SKP 1，11 31 MN 87 
電③器 (2259) (22) 仁[:11式~近fJJ 8KP ，180 1:111;~ll MN 80 :JO 1 S1317JJ:lI_i!~住建物跡 仁[，後初

Sl¥P 1c18 1 31 MO 87 24 12 1: 1'後~jli初 日l¥P -196 肝J図1 iI!]() 81 52 c18 ，101 SBj(i・l7!1:ll立ti:ill物問、 1:[:11長~j@J

8KP 151 日j 1 I¥IP 88 1 32 2(j '11後~近初 1 SKP 199 引JI~11 I110 81 oU 391 SB16'17限立11建物跡 1[]1走 ~jlíiJJ
SKP 156 ill 1 l¥10 87 ⑧ ~i9 32 28 1[:11走~返り] SKP 501 IllIsll MO 80 26 16 271 SBl7長11立ltilltVJ跡 Lj if長 ~jlj: tlJ
SEP 161 31 :-'IN 86 ⑧ (261 (2clJ 中1i.t~近初 SKP 502 附|刻l MO 80 ;)，1 30 291 SBl7JItTIすtI:建物R，j; 1[1 後~jlít}l

SKP 16c1 :n IlIN 86 31 28 281 SB22]I:llli:lt建物問、 111後~近fjJ SK1' 50，) 附図l 日J clO 291 SBl7!目立tiJ!l:れ側、 [[11を~近i}J
SKP 1G5 :31 1 I1[N 86 21 17 26 1[11長~泣初 SKP 507 111I図l 16 :34 101 SBI7!目立住建物問、 L[11迂~近初
SKIコ16fi :ll MN 86 20 H 26 '[1Î長~jlj: ilJ SKP 510 IIHlilll I1[O 82 :30 28 :361 SB17訪日i'rlj:jH市'lli品 1i 1l1l iiを走SKP 168 附凶l I¥IN 86 28 28 :30 SB21Y:1I立柱建物~:~; [[JI長~近村jSKP 513 1 33 318 

6 
")"11 S1317刊B}LI1:'，ば抑制

SKP 173 1:11[~11 MN 85 36 :ょ! SB21・22]認立Itill物問、 仁[1後~近tlJ SKP 523 1 附Izll 271 SB17ml立付建物跡; I[討を ~jfíVJ

SKP li5 1lllfI~ll MN 85 31 26 17 SB21!日立Ii建物跡 'Iifを~jlJ:M SKP 52日 31 !llR R9 重量 的 ~2 12(人131 1 

中

11 
ji長詮
~ 
近近
l
初

]J 

SKP 179 :31 I¥[CJ 85 20 1[11支 ~jlí fJj Sl(P 531 ，);1 i¥10 ⑧ ユl
SKP 181 31 l伊 86 ⑧，15 :3:3 仁[11走~近打jSKP 532 I:ft図l i'v!CJ 82 20 Hi 291 SBHiYtil立住建物跡 1[1 後 ~jlJ:fJJ

SKP 185 1 JiI凶l !lIO 85 36 30 331 S1322jltll立佐建物跡 I[]後~近何jSKP 536 1:111~[1 m 85 20 61 SBl8Y:llliJl:ill物跡 1[11支~jliJJJ
SKP 188 再11苛l MO 85 28 15 1 SB22]I:ll立1m物跡 l[JI走~近初 w 計 l¥IL 85 22 22 Hi 1 S1318]官立十1m物別; 「

I1h1ii支初
j

期

IJ:IJJ 
日KP 190 111I凶i :'IICJ 8cl 31 :10 291 SB22品立ftill物跡 1[11長~近m 日KIコ I1IK 79 器量 65 19 28 
SK1' 193 31 l'dCJ 8c1 壁書 出 28 12 I[]Î長~i!ÎfJJ SKP 570 (ilOI 1 :VIP 90 29 26 8 中後~近IIJ
SKP 199 31 :lG 1 SB20Jf:l1立住建物別、 I[ifえ~近w8K1' I:H~[1 M1' 90 31 91 SB2G]J:ll立 Ittl!物 ~'ß; I['Î長~jlí fJJ
SKP 200 持I図l MQ 83 1 1 26 22 181 SB20Jl:jjiL住建物跡 中後~近初 SKP 578 33 i¥ICi 91 震事 」日 22 301 8B26招立位建物~~; '[]1走~近初
SKP 205 32 i¥lQ 82 111 25 20 20 '1'後~近何jSK1' 579 33 i¥'IQ 91 10 36 I[ 1| 1i iiを長

~ 近

jli
行

71j

j 

SKP 210 11(;1図l l¥IQ 83 28 26 1618B19 
4! 
| 
11 ii是ま 】近
E
担初
1 fmiJ図

l司

l

l 
330 
6 
226 
8 
25 

8KP 211 附['S[1 五l() 8~ 28 

2i2O 

6 
0 
121 SB 仁 Hi 1 S 仁[1後~近fJJ

8KP 212 附図l i\ [l~ 82 71 Sl:lHIJt:n立住物跡 中後~近rJJ SKP 586 30 l¥l() 90 31i (27) 12 1:[:11支~近fJJ
SK1' 21-1 Ill tI~[1 MQ 81 1-1 15 1 8B20J目立ttill物跡 中i長~近初 SKp 587 [:111支l IVIQ 90 46 30 331 8B2GJ詰立[till物跡 r['1長~jfí初
8Kp 218 [:11区[1 :v1Q 83 12 36 1518B20ll:l1立fl建物別; 中i辻~近何jSKP 591 lilllZll MN 85 H 28 301 SB22lt:l1立段位物問、 I[if長 ~jlí初
SKP 220 11[j図l l¥lR 83 』

316
1 38 1218B20持1l1LN建物跡 [[:lIを~近初 8KP 596 :1:J iVIP 88 ⑧ (26) (2-1) 1 SB25J組立IIJ主物助、 [[J1長 ~jlí初

8K1' 223 附1Z[1 ivlQ 82 22 291 SB20J認li:tl:ill物関; [[:1後~近初 旦
600 

33 l¥10 89 n 31 仁村長~近村j

32 MR 88 1⑧ (26) (25) 12 [[]1長~近初 33 h仏187 。 36 I:[]後 ~jlí押]
附図l :.[T 86 238 

6 
24 511 SB23品1111:rl:建物跡 I[]後 ~I互初 日K[J 606 33 i'vlT 85 ⑧ (301 (25) 40 1[1Î長 ~jfí初

8Kp 23M 1I1I凶i :vrr 86 30 631 SB23J題立11:主t物跡、 L[I(支 ~jfí初 SKP 607 33 ivlP 82 11 (27) (17) 30 仁川長~近初
SKP 235 32 i¥IT 85 I⑧ 29 25 101 8B231日立住建物別、 [[]役~近fJJ 8KP 621 llit区11 MO 86 28 22 1918B211f:ll立IIJ1!物問、 中i長~近初

-23-



第 4章調査の記録

i立!品目。 グ i 村j長対11 深 (，“ り n ~f Jりi j出札 日I:~ I) クリ J) i村長 深さ りv lI:i 101 

SKP fi2:J 三lCJ 桁 おお立Ilill物防 <1 1徐 ~jljJ)J i日I¥P C)iカ !dT 85 日2 ;]2 Ij l後 ~jljJJJ

SKP 6:Jl ぷ!(j 8fi ⑧ 21 

l16 a 
LjJ 1を ~jli りj 181¥[' 971 

勺;;日u 
52 日i

:l() 
11 1 1長 ~jliìJJ

日!¥P (j行1181 ii(tlxl illO Wi 
う

日1321必よIUJHiJJ&JI Ij1 絞~iliìlJ おKlコ 972 11 Ij J(走 ~jli fJJ

Sl¥P :]:1 MP fJ8 Ljqを 引くP 97:1 .1 29 28 20 rll[を~jli 打j

日KP 65ii iVlO 90 ⑧ (27) (22) rlif長 ~jlÍ りj ! I SKP 98:j ド片山]

;ト入

?? 18 I ii SB24jiaL:[打)J)物跡

Ljl[iを り初初W初
Sl¥P 

f間附ヨ 也山VTj8 H77L1 1 … ・・Ili 凶
12 おお25lW，[J i iE1句gA;

iをを 引

辺トは引ト川く〈住常"ω的制。っ0 

;{(j ③九i 日1)I iiり {乙~)I

日iくjコ fifi2 :j(j I :)1) i九日B251対立れ19物WA、 81 (，I:j) 1 16 LjJli5:~)1 

SKP ijli.1 28 ! を全~近近付付jj (日6) 81 21) I 41 qift: ~J! 

日1¥1コ 2(j 1 81325111i:，i:tiill物跡 ;~ j (j 81 :j[) I :j4 

お n21 1 (:]]) 18 qrj長 ~jlif)J [:(11611 ト 21 日132:jj係けHfi可;志

ii71i :j4 I ~lp 89 I⑧ !2 20 SI32GI1A¥lJiill物跡 III[走 八 85 ⑧|日() 813Z:1j1i1U!JH主物@JIι rlif長 ~jli りj

別犯
お1¥1' G77 附 21) 2f) 日 i 日 B2' 1l1i1\ii:ltilii均~A; 1 ' 1 1 後~jli fJJ お[¥1' 100~ 九時 86 .1 37 '!if走 ~jli fJJ

8KP ii80 1:(tl6Il 1 il1C~ 88 与i 28 201 SI32iJj1al ¥!Jiill物対 l'lif全何j日[¥1' 1()()fi I:(tl並行
Nト

日 ß2:11liILi:lí:íÏ物~'IÎ; 'Iif走 ~j!ÍfJJ

日KP (i8(i 1 31 I i¥IH 89 Hl 2fi 1 'Iif並何jお1¥1' 1011 !:(tlxl! 1fi SB2:11桜 )i:ltilii句 ~rjî; rlif長引lJ

・

SKP G89 昨Ilzll1 MS 8~ 2fi 1 S I3 2ilftILil:ltili!i~跡 '111長~近初 SKP 1021 ('101 江'IP 90 II 中ll1l級後能~厄泡近初初初Sf¥P 70:1 1 11(11;;;11 I IvlP 8臼 :10 191 SB2iJl1illlけ物的i '1 1後~jli りj Sl¥P 1022 (:10) 1 MP 号。 18 

SKP 711 1 11(11~11 I I¥lT 8司
220 3 
:j(i 1 SB2111!l1¥Ltl:ill物跡 '1 1後 ~jfifJJ

日日
% I I¥1.j 8:J 12 18 

SKP 712 ')1 1 I¥IT 85 26 LjJ f!;: ~jlif月 :Jfi 1 I¥lL 86 織12甘 rli(長江

SKP 7l:lA ilrT 85 雪量 .'i3 01h9 j '1 1 1全~J斤りj 日KP 10:19 i¥IL 85 塁塁 51 27 221 SI318l1ill立物問、 1111長~近郊

SI¥P 7l3s 'Jl ¥IT 11 1 1長 ~jli fJJ 日KP 10，10 1:( tI~ll I ML 85 I 18 1 26 171 SB18jl:il立IUf物問、 I11後日

おKP 728 (日f)) MO 89 22 19 [1:1 1走 ~jlifJJ 引くiコ lO42 1 :16 IvIL 8~ ⑧ 27 2;) 11 111 1全 ~jlifJJ

SKP 7:15 li(1I却 i¥I'1' 85 21 20 271 SB211日立Itill物跡 11 1/を ~jliìJJ 日li:P 10幻 1111JJ区 I¥IL 8:i 22 l8 17 日日18l1il1iiJU主将j跡
待i長近 月SKP 7:19 ('301 iI[P 90 21 21 '11 1走 ~jli ìJJ SKP 1044 I¥lL 85 つつ】 271 S1318#ll1立川ill初旬、

SKP H1 :11 i¥[R 88 ⑧ 17 10 36 日目。jlillii:れj封切跡 '1 ' 1長 ~jliìjJ

KP 時間
I¥IL 81 I ，10 1 26 1 21 日13181irI1出Ull物尚;

[i i ii(女去をl っつ】J 立巧J SKP 718 3，1 i¥[P 88 10 2-1 lj:1 1を ~jliìl] 日1¥1コ l¥IL 81 SB1SiIrI1立ti:ill刷協

SKP 7-19 I:(tl-;;]1 :¥10 88 
1lG 8 324 1 

291 8B2fijlili 佳仰叫 1中中h後後段~近近疋付初Hj I SKP iVIL Bl 18 l:j 1 81318i1riL.'n-Ull物湖、

SKP 750A 31 i¥IQ 88 20 I 8B2り日IlJLII:llPJjJj' SKP :lll¥'1 85 い10 1 SB18ilri1 ¥lJi:住物的、 'IIÍを~iIi VJ

SKP 751 
:J.l 

:VIQ 88 23 20 11 SKP m1 8;:; 31 :181813181昭iLilili物問、 '1 ' 1を ~jlifJJ

SKP 75，1 ill'1' 8，1 52 10 '"後~近付jSIi:P l¥ll¥1 84 28 28 21i 1 SBI8i1ril:iLf:i建物的! '~初

SKP 755 
:):1 

(98) 58 20 '1 1後 ~jlif)J 8KP 1066 料tlZll h仏184 28 22 251 S13l811ri1立u建物IT1J;
行yjjj ] 日KP 75日 :38 

360 J 
22日B25!frjiiLjiJll物跡 !引を~近付j8KP 1075 1:(tl':(Il i¥IN 81 36 271 SI3l8J!rllJ'tJi:建物W1J;

SKP 757 3-1 lI[P 89 133 111 S13251開立ttill物助; '111支~近付] 8KP 108l :J6 i¥IN 82 ('l2i (2:1) 36 

8KP 760 :3.1 1m 1 (11) I 221 IrllIトiliM 附以111 l¥IN 82 18 32 5fi 1 8B17!11J1立佐建物問、
:‘行f]j 

SJi:P 765 II(t図l 2，1 1 22 1 21i 1 1'11後~近1月 F
附支

2G 361 SB17Jiai了r.ltill物1M;

8KP 11(;t図l IIIQ 82 け寸l了建物跡 中後~近行j8KP 1086 MN 82 H :)0 10 I SB1G品立ttill物問、 中i長 ~jli 何j

Sl¥P 76R 11付|ヨl l¥IQ 82 38 1 30 1 211 SB20if:TI i!:l U主物~A; 1 'IJ 後~iIif!J SKP 1087 1:(tl6111 MN 81 2-1 21 :171 8B 1GlItllii: I 1 建物跡; iI l | 1l 後後 初fJJ 
SKP 771 1:(flZll 1四 82 Hi 1 12 1 161 SB2:1m1立Itill物跡、 1:11後~近fJJ SKP 1091 1:(11-;;111 MO 82 26 込! 161 SI3l6i目立住建物跡

SKP 773 1附図l MQ 8:3 30 24 111 SB19ぬ1:iLltill物跡、 仁 1 1後~jli初 8KP 109:1 :lG 

い1115235訓

('12i 中iを~jli初

Ss KK Pp 77 77 89 川什:(tj図zll i 
MQ 83 26 21J ー101 SI320Jlrl1立住建物跡 1!Jiを~近初 日KP 1095 11(1図! !llO 82 32 331 SBl7llrii立Ilill物問、 rlif長~jli初

i¥[[1 83 30 26 2~ 1 SB20111!lll:liJi!物尚、 IIJ[を ~jli初 SKP 10% 1:(11:;;11 IlI0 82 1 28 211 SBl6術立rl:1必物問、 '11後~近初

il1P 83 31 21 

131 SB2叫叫が柱住性出位建建建宝主F物物物物f跡跡跡跡f事 司中Llq俊協後長走初

S1¥P 110，] 11(j民11 MO 81 32 901 S1316・17jlrlliLil建物跡 LjJ後 ~jli初

SKP 786 II(t図i 1¥lP 89 32 :32 281 S132611W立 jli初 SKP 1106 36 I¥'10 81 1 (2日) 16 中 i式~jlitJJ

SIi:P 796 34 i¥!(-) 89 2(i 101 SB26品11立 近初 SI¥P lllO 附図l ]¥，[0 81 28 18 21 1 SB1G'l7#ril立ti:i's物問、 仁IJ1を~近付j

SKP 798 I:(t図l MP 90 1 26 21 181 SB26持11立 ilitJJ SK[J 1123 II(t凶l NA 81 -111 SB2:3!f:1LrLll建物的、 IjJi辻 ~jli lJJ

8KP 8o:J 附1:;;11 II[P 88 38 1 :lfi 331 81325術立 近拘] SKP 1125 :36 MT 85 28 1 28 -10 Irjl[長~jli fJJ

SKP 80-1 II MO 88 38 10 Ilq長~近rfJ SKP 1127 MT 84 23 1 21 24 rjq長~近村j

SKP 808 的|翠l MQ 88 -Hi :32 36 1 SI325il11iO!:建物跡 '11後~jli 何j 8KP u:J1 附区11 l'v[)J 3G :12 1 :30 181 SB22jl:~立 tì建物的、 cjJ 1是 ~jlifJJ

SKP 809 11(1限l MQ 88 32 28 271 SB25!lr1立れill物跡、 中i長~近有] SKlコ m8 JlH区11 i¥1l¥1 85 :悩 126 211 SI318IfiL¥UU主物跡 'IJ1走~近M

SKP 812 :34 lVl(~ 88 10 16 中{支~近tJJ SKP 113~1 36 MT 85 30 21 10 '1 1後 ~jli tJJ

SI¥P 815 間1'¥11 il1Q 89 151 SB251ltTIiL 11Ji!物跡、 cll後~近り] SI¥P 1110 32 I11T 85 著書 1:沼 10 'II(長~jlim

SKP 82，1 34 MNω 28 r:1 1 1を~jliOJ SI¥P 11-11 :36 1 il1'1' 85 10 26 36 つ

SI¥P 828 附図l 1¥[P 91 26 20 311 SB25品目立rI建物跡 [IJ 後 ~jli初 8KP 11-12 3G 1 1¥[T 85 50 43 521 SB23桁!，j'Lltill物跡

SKP 834 品1N 86 20 18 28 ゆiを~jE[ ìJ] SIi.P 1l，lil I:Hlzl1 :V11¥1 8:3 22 16 311 SB18加古It建物湖、 】 何初j 
SKP 8:16 1¥'[0 89 :10 2Ci 211 Sい什叫王とt刊件旬帥。長 ii1111iiを長つ“近 戸 3η6 7 ilIL 86 ⑧ 31 25 

S](P 839 附隠11 ilm 86 1 30 2-1 27 :1[0 82 .1 22 16 22 '11 (を ~jlÎ 初

SKP 819 附図i MP 83 20 18 1818B191li1立住建物ryi:s rj1Iを~近付jSKP 1152 引;tl司l l¥!O 日l 32 24 1 SB17IJI!lJiJtifi持問、
1[ 1| 3i iiをを~~ 1近E付111j 

SI¥P 851 ド(IIZl1 iIl(~ 82 ルi 281 8B19!1111立件建物跡 中i長~近判jSl¥P 1156 :3li MP WI 傘 40 22 

SKP 855 I:Hsll MQ 82 38 32 511 SB20J!r1l iiJtill物~1J; i 中 i長~J立がj
8KP器地; MP 83 1 (-1:1) 22 'IIi走-jfi初j

SKP 856 MQ 82 .1 26 23 26 'Iif長~近付jSl¥P MO 82 28 28 G:J 1 SBI7Iiri1}!:柱建物郎、 Ilif走~近!日

SKP 859 1:(;1図l l¥IQ 82 30 271 SB19・20Jlrl1立|上ill物跡、 'Iif長~i!ífl] Sl¥P 1159 :16 五10 82 1-15) (Z61 16 I SB1611rii立役佳作~R* 巾 i長~jli初

SKP 860 間関l II[Q 83 21 20 22 1 SB201lTl1立1'1建物跡 'IJí走 ~ili川 日I¥P 1161 附[宝11 MO 8り 20 1-1 321 SBl7!I:i1立n建物跡 [判長~jlifJJ

SKP 862 IIHI翠l l¥IQ 83 32 30 17 1 SB2011lIi立Ilill物助、 '11後~近初 l¥!N 82 20 中後~.ilifJJ

Sl¥P 8(i~1 II(t図l I¥IQ 8:1 21 22 
324 4 
SB20協力Itill'l!Jj&'h; 中{泣~近tn SKP 1163 37 1 l¥IN 82 塁審 (13) (10) 1 18 中[毛~ilî 初j

Sl¥P 867 A 35 II!P 88 21 S132Sj号立Itill物跡、 rll後~近t7l 8KP 1165 
FlJ3医3il 
:¥IN 81 50 30 2-11 S13lfJol71W1立住tt物問、 i i il ll ij辻を~ 近近1付1jj 

SKP 867B 35 1伊 88 51i ←15 341 S825品i1立悦建物向、 IIJIを~近初 8EP 1167 :v[N 81 28 28 60 1 81317 jMi:)!: tlJß物R~;

SKP 871 35 MQ 87 ③ 3:3 29 18 1:jJf泣 ~jli初 SKP 1171 :37 i¥IP 8日 [IJ I長~jlim

8KP 87:3.'¥ fi(恨11 MQ 87 2.1 20 351 88251@立住宅u物跡 [1:1後~近打jSKP 1172 :17 i¥'IL 85 10 50188181極j'Lflill物問、 [fJiを~近初

SKP 887 附悶l MH 82 32 28 191 S819・201lrl1立11ill物跡 'IJI長~近初 SKP 1175 :37 MP 82 電量 1'1:1 1長 ~iliìJJ
8KP 90:3 1:(1図i 四郎| 24 21 .1818凹51窃i内E建物iA; [判長~近初] SKP 117613 11(11支11 IvlP 82 76 1 50 1 391 SmUJI:l1立fjJf1iJj机1111176'IJ1走~近行j

SEP 905 l¥IR 88 :16 3日 181 S1325i1r1iidi:tt物跡 IIJ Iを ~jliìJJ SKP 1177 :lG NA 乱l (481 (13) 581 S13231t:il立け必物的、 '1判長~iliflJ

SKP 906 [I(t区Il l¥IH 88 il4 22(3 i 34 1 SB251
1ifLl'L tlill物湖、 "J1長~j!Í ì)l SKP 1178 :37 MO 82 31 中i是~近初

SKP 908 35 illH 89 38 20 'IJ 1泣 ~j!Í/:1J SKP 1182 11('11泊i il18 85 22 20 ilG 1 SB2:1jJ:引かIttl!物跡 中iを~jlî:初

217 1 
12 1I1|1Iijを会~什i主立判!?]j 山13 

II(t凶l Ml¥j 84 :32 20 :321 SB18限立住建物跡 '11 1長~jlim

321 SB2引Itll 刀肘j、 :37 N'¥ 86 :3:i 1 3.'1 ，).1 'I i(せ~jFï:初

SKP 920 h必 84 53 ，161 IIIJ1受~近村j日KP 151.1 附区11 NA 86 21 21 81323指!立Itill物跡 4411 後{た ~νj近
SKP 926 MS 85 10 

326 9 
701 SB23別立十i建物問、 1'11後~i!í何 SKP 1516 NA 86 

538 G 
SB23jlrli立fi:ill物跡;

SKP 930 :15 lvIS 85 32 ~I I~後~ilifJJ Sl¥P 1518 11(11認l NI3 85 32 SB231悩JLftíf物~n; [IJ1長~近何j

SKP 941 35 MS 86 電量 (26) (23) 羽ロ| 出後~近初 SKP 1521 
[抑留l

NB 85 33 29 !IJ後~近初

SKP 951 昨'tl-gll il1T 83 
350 1 228 6 

わ口Z，itllIl¥IH'LI川，'11、 'IJ後~jlf 初 SKP 1522 NB 85 ー10 :38 31 SB231秘了1住建物旬、 '11後 ~i)Î ねj

SKP 957 35 i¥IT 84 |⑧ rlif泣~近初 SKP 152:1 37 NB 85 重量 28 24 56 [IJ1詮~近何j

SKP 961 Cl5 illT 8，1 31 2，1 'IJI泣~近tJJ SKP 1527 liHI翠l NB 85 22 18 20 1 SB23ÞljJ.jHl‘íf物~A; !IJ後~近flJ

SKP 96，1 1 1¥1'1' 8，1 :38 (28) 58 'IJ 後~jlifJJ SKP 1529 37 ト11¥ 8fi 52 11 58 '11 (走~近付j

SI(P 965 II(t凶l MT 84 :30 28 211 SB2-111111立十iJs物問、 [11 1走 ~jli 何] 8KP 1530 :n NA 85 ←12 25 50 '111を~近初

24 



占 HilJ，INo. クリノ i: 付 相11深さ !弘行 11キ)t}J 泣1号 ~(J I!長悶 I :7 '); i 付長拍川紬j 事 δ i勺f. 

11せ5りリi! 
日 1<:1コ 1~:ぉ !¥I[I;(!I 江1CJ 8ei 22 21) Sお21・22]1:1:;/J U封切 !<!q長~jli 打j 引くP 1028 1 II 1 :vll3 1日 :]9 I :11 I 11 

おKP 15:]8 1¥10 8fi 2fi 21j 日己2辺鴨川吋郎A、長~近初
目コ 品

rllWJJ1Wj 

S1(1' 15:11 ~Iげ
218 j 
18 rj1俊~J!ÍÌI1 人l 的i引 25I 22 I 21 

i 出ぽ
1初間同M開'JJi州期期期閉UJ 

SIくド 2002 1:1日浅i U1 自品 18 rjJjl1り1!Vj 日KP l!j.12 i 11 1 :1'1;¥ 19 1 1 28 1 2:， 1 1 

81¥1' 20()九 初:出 し 87 1I tirllfP1!りl
SKP i(的外八 19 101 21 託2桁 リ

日1¥1' 200(i LM 81j I ⑧ 22 19 i品
りりjj!i UU l j 
SKP .llj.l(j 1 11 1 i1IA 19 1 1 :38 

1i[1ll立1i1 f ι日KP 即20()fL¥ :.18 LM 8G 814 j 
i九 11) 8KP 40:i2 1 11 1 L8 50 ⑧ 

:18 I!j 'Irl1f}JjlUj 

l附出山ト抗両日!iB主1-打日SKP 2009B :38 L災 87 (九日) (出) 自 小1IffJ1 !Uj LS ;j[) I I .15 rlrl日rJJ!Uj 

日iくP 2012 :38 L災自? 19 21j 'IJ山り1!vj LS ;jO [IJIIt初!UI

日!くl' 2[)，)2 :l8 ¥[(j (j.1 11 :l~ :31j 

お日SS日副Efj]I5知掃陥目i立7剖件作1目位也主当知ケ弘幼跡跡 い|4l問同I-j位世H初削t同削期則削

LH 1討 101 :3(i 1 12 rl1llfflJ1U1 

日KP 2059 I:HIXll :¥1災 61 ~O :18 1I 日KP .1057 1 11 しH .19 I I :12 I 28 I 11 
E!1i1!1日2l初初日期明

SKP 2060 初 )，[(J (j.1 I i甘 80 

計KP 4 泊 4札川11 | ILメAι4仰9ヲ l1 ・・・・・心・l1-訂9叫 1-22幻沿1 21i 

SKP 201i:， l:mXIl .'1.10 [j'1 日1) J2 :J:J [1111t洲町

日I{P 20GG 同[1:;(11 ¥IP (j.1 12 2'1 SKP 1062 1 11 1 L1' 19 101 22 1 20 1 8 LI'Iせり1mj

日KP 2067 1:IHXIl II :J8 19 I S Bl5ji:l: i'! 11 i.si均的、 '1'1
11河川 日KP .IIJlj:1 1 11 1 LF 19 101 :lO 1 2'1 1 10 JIJllf行1Wj

SKP 201i8 :38 (j2 勺.，つ.， 10 rlJllfinWI SKP IO(i.l 1 11 1 LO .19 101 29 1 26 1 18 LIJW:fJJ均i

SKP 2070 間関l I¥IP li，1 ~12 28 iヲI SB Uijl:J:¥/: tIJli1脳 SKP IOG8 1 12 1 L:¥ 1 1 :14 1 21 1 18 

8KP 2071 1:111;，¥11 I¥IP (j，1 31 :J(] 18B1H日i 川 i泌物~jí; IrlljlW1WI 

附凶陀作 必]刊日日Klコ 2072 38 I¥Ili (ì~ ，58 10 SBI5jl:l:iiJtiI'&Jg[j; l'lrjc十初期 18 
1J1 i 

8l¥P 207.1 :38 li日 :38 'Irj立川!Vj ん14

SKP 2075 :38 1.10) (日2) 28 日日[511:]:ウrl:ili物跡 'IJjlliJjWI 12 1 LM 19 曜静子 一 I3li 

8l¥P 2082 :38 I¥IP (i.l 12 IIj rjJI立川Jul SKP 判71 LM 49 ⑧ :38 

日KP 2083 間以 I¥IP 65 ~2 16 501 SBl il紹 ;rlttl!物W~; 'l'llf何JWI SKP -107G 12 LL 50 ③ (25) (22) 10 

SKP 208'1 38 :VIP Ijl ι11 201 SBl日Ji:I!立住建物j跡 rlJjI上iJJIりj SKP 1082 LN 18 75 59 20 

おKP 2085 日目 }[O (j.1 111.11 101 SJ3 11 Jl:j:立 llill物~~: 'IJllf打1101 SKP 1085 42 1 LP 18 

l副
:32 10 

日M初j
SIi.P 2086 38 }[O (j:l 19 ID 201 SBI1J1:111けE建物跡 中日f何JJり! 日KF 1倒7 12 I LQ 48 10 25 3D 

SKP 2087 :38 IllO 61 (151 つμりμ 
l中IJ世世初何1期WI i!2 2 

LQ 48 20 (17) j(j 'IJ世tJJIりj

SKP 2090 (;均) I¥IP 61 I (551 (29) 21日B]，'il回，'rl-J:Wq切1，，1; LCl 48 :11 (20) 'IJjg打JHI!

I:HI'611 :VIH G~ 1，1 1 42 371 SBI5jl:iLiL 11W物~iÎ; rl'[立何JWI SKP 1098 
日日 18 

6 'IJIIトfiJH!1

IIHI支11 1¥[0 6-1 50 :3G 81 SBl llf:i! ，'/JIW物~fJ けrJlt初!り! SKP 109円 18 31 2，1 り初ljj! q別i 
SKP 2096 1111凶l ilIP (j，1 :lO 26 151 SB1.IJI:l!i!Jlill物跡 仁IrJ1t打11りj SKP .1100 18 32 2:1 6 

SKP 2101 :38 MP 6-1 25 20 26 'IJ世打JIりl 附 LP 4(i (~ 'l]jll初期!

SKF 2102 38 iVl0 6.1 (3日) (:30) 14 仁IrJ仕切HlI LN 4i 
456 1 
39 301 S1310JmLiWJli物湖、 rlrJ1HJJ初

38 五Jp GI 25 :38 中i仕切!りi SKP 1120 12 LT 27 10 rlljlffJJWJ 

I¥f;t隠れ i¥IO li:3 5G 31 271 S131111:1! ，'[Ji:W物跡 中山tJlWJ SKP ~126 .12 :V113 46 語審 問 39 101 S13Gjl:i:iLltill物跡
1! 1|11 世日!リりii 

SKP 2105A :38 MQ G5 :J:l lG [111立有'Ji91 SKP 4128 ]¥1山]l :vm lG 24 22 G I SB6品ii立rl建物初、

SKP 21058 38 江叫 G5 1:321 [1111ト初!91 SKF 41:32 illB 1 @ cjJ[I[初!リi

SKP 2109 :38 MF li5 59 501S1315j日lLltill物跡、 中山川lt!1 日I¥P ，11:13 ~IB -15 1 ( 3'1 Ei li ll |l 昨E初1]均期i 

338 8 
MQ 64 (10) (22) 18 JI"l1tfiJJlJJ 日](1' 4137 111I凶l 1¥1B 45 31 31 191 S8Gj何ウ Itiî引I~~、

出日ザ
20 46 仁IJIltVJ均i SKP 4141 111限 M13 45 41i .12 251 S136#:I:立住建物問、 中11抑制

S](F 2m :39 26 25 22 (l"jIJ:初iVJ S](P 41，12 ιt:J MB 45 46 31 161 S136抑立tuf物跡 ヰl陛初iVl

SKP 2114 (39) 2.1 2:1 29 IltrlJiVJ SKp 4).14 43 l¥IB ~5 26 21 2，1 
中i11l世H初切j 

SKP 2115 :19 14 :18 10 IlttJJlUJ SKP 4145 43 長[A 45 ⑧ (56) (3D) 30 

SI(P 2118 :39 :33 32 E初JVJ SKP 41-17 13 MA .1 2:3 19 ←18 r:111立初JWJ

SKP 2119 39 23 19 30 ltiJ1!VI SI(P 11.1百 -13 iVIA 15 ⑧ 32 29 1.11 SB6P:lirLti建物跡 r:IJIIt初JWI

SKP 2120 38 IIIC~ 64 (36) l() HりJltJJ SKP -1153:¥ 1:3 MA 1，1 89 74 34 LIJ世りJWJ

81¥1' 2121 39 II[R 66 72 ←1:1 26 出fJJ均j SKP 1153B 13 iv!A 14 (3.0 (29) 32 r:IJ世 tJJJ~1

SKP 2121 :39 MH 65 ⑧(41) (35) 32 1 S815]I:li立tiill物湖、 iドIIt初!VJ SKP 4153C 13 M.:¥ 11 :32 rjJjI日I1WI

SKP 2126 :39 i¥IS 66 日日 16 16 rjJlltt耳!羽 SKF 1155 

附J1図33rl1 M 

6(i 51 66 中JltfJJJUJ

SKP 2128 39 h伊 65 72 4G I rlrjltmWI SKP .1160 ー11 ↓l 26 151 SBG]I:li j!JH主物跡、 中世初期

SKP 2132 附凶l ivIO 61 22 221 S81.1持li立打建物問、 r:llj1則WI SKP -1l62 4.1 ⑧ 19 ー11 28 r:llllt初JWJ

SKP 21:33 39 MO G-I I :1:1 27 231 SB1111:I!iLllill物問、 r:IJ位打'1WJ 日1¥1' 1166 13 :'1m 4"1 ⑧ 16 10 101 SBliJi:i!立flill物対 rlJjll担J1UJ

SKP 2131 :39 ¥IN 6-1 ⑧ ωりリξ 23 18 r:lrjfト初期 SKP 4167 .1:3 IIlB 41 01 (25) (21) 10 r:111世初WJ

SKP 2135 39 lIlN 61 ⑧ :31 つμつω 26 rjJIU:ilJJUJ SI¥F 1172 13 :vm 41 29 8 [IJ jltf71均i

SKIコ2l:l6 39 lIID GI ③ 13 I il8 :32 SBl IJ~!立 Itill物&fJ; 'IJI立初期j SKp m日 MA 43 ⑧I (82) (76) 5，11 SB5]1:1UHI:ill物跡 |中断!VJ

SKP 213日 39 1Il0 ⑧ 当n戸i 
321 1 
26 [IJI日VJlりj SKP m5 14 LT .11 01 73 63 (iO 1 SB5]届立住建物的、 仁IJ肢初期

SKP 2m :39 

F 
27 18 rl11lttJJ1UI SKP 1178 LS 41 ⑧I (5:lJ (39) 11 1 SB5j1niILfE1f1YJ叫 'IJ!llfJJWI 

SEP 21.10 39 ilIN G4 (22) (19) I 6 CIJIIt初!uJ SKP 4179 ゐ1.1 LT ←14 重量 84 7:l 60 口DtJ1Ii1ULlt山間問、 r:llllt初期

SKP 21.12 問tlZll I¥IP 05 01 10 101 rliJlt付1!りi SKp mo 44 LS 4:3 SB5]t:liîI: tH封切~ßi LlllltfiJWI 

川出日記川
SSR日凶8 

39 ilI() 03 (i2 1 SBl.'i焔立ItW物跡 CIJIUJIJWJ SEP 4182 14 LT 1:3 CIJ!ll初!gj

39 MQ fi:J 59 12 '11m和11りj SI¥F 4184 H LT ，1:1 ，J() SB5jl:TI1υI込十物刻、 '1IIIt初WI

2150 39 ~IQ 63 13 日6 26 LIJIItり11りj S1¥P 4185 14 LT 13 50 'IJllf初期

1I1I図i ìlI(~ 63 4，1 1.1 131 SI3 I~1属社E建物問、 rll11明WI SI¥P 41郎日 ↓i ilIA .1:3 82 70 221 SB5jl:il立住ill物~'Iìi 中111初!り!

附関l MP 63 ，12 :38 2.11 SBI5jl:削佳作 SKP 1187 44 11'18 43 .18 (411 38 [ドIltfiJ!Vl

:3010 附図l l'vlF 56 26 24 101 S1313制i'Lti:ill物跡 仁1"111:1日ltl SI¥P 4188 、1.1 MB ，12 23 21 22 '1111t初期!

3011 附図l ivIF 56 50 46 2.11 SB13断LiiJtill物跡 [IJ!U:f11WI SKP 1191A 1.1 MA ，12 重量 60 58 :301 S135Jf:fi立|宝建物問、 rlJl1t初期i

3020 40 i¥IK 62 38 26 16 1 rlJjlHJJWI S1¥P 119113 1，1 MA .12 60 58 ユl '111仕初!りi

40 i¥IK 61 ，1.1 10 'Irj立fJjl日! SI¥P 1195 MA 42 29 24 14 中|立fJJiVI

3022 1:11凶l MF 56 :3，1 28 :31 SB1:W:liiLtie建物問、 '1111ト刈IGj SI¥P .1190 !vlA 12 29 2;) :32 
i中l'世111:初M期対j

3030 州立11 20 18 1 SBI3P:li立十i建物跡 中|立川!りi SI¥P .1198 15 1 LT 42 ⑧ 51 38 10 

SI¥P 3040 11f;tlzll :vlIi 54 20 1 16 251 SB1lP:IU'Lfl建物跡 世打j!ql MA ，11 23 22 2:1 1~1W 初!出

S1¥P 30トi 1
'
11図i !vIE 61 S1312mi立IHI!'fl司跡 仁IJjIl何1191 Sl¥P 1203 15 LT 4:3 30 2.1 」 中|立初期

SKP :10.15 I'f;j図l 'vlIi 54 1(i 1，1 181 SBI2J1ill立作建物跡 rl'IIl:i:JJ持! 日KP 1205 45 i¥-IA 41 2[i 24 18 中IItM!YI

SI¥P五)51 IINI~1l I¥IE 54 30 10 1 SBl Hf:iLil.ll建物跡 仁I'W:fJJJ91 SKP 420G LT 41 111 72 14 [1"世初期

SIi:P :1055 Illmll ilIE 55 IG 91 SB1 2jJ:lLi'rftill物N~; [11出初期i SKIコ←1208 52 LT 41 :10 30 14 rlJlltVlWI 
S1¥1' :305(j Illtlzll 1vIF 38 36 201 SBlljJ:]11lJI:tll物跡 'IJllttrJWI SKP 4210 4 LT 42 38 32 32 rllllt初期

州立11 MIi 55 31 26 261 SB12J1:TI 1LI1包物~~; rl'l世間均j SI¥P 4211 45 LTι12 30 27 ι1.1 仁川11初期

40 MG 51 21 22 6 '11 IlffJJ1~1 SKP 4212 ←14 しT 43 1i5 1i2 .10 1 SB訂版立 ~till~i対i~; 中|日付]jUj

Illt凶i I¥IF 61 ilO 30 211 SBlljJ:INJi建物跡 rlJjII:初期 SKP 4213 “15 LS 12 30 27 2，11 SB5jJ:li}iJtm物跡、 r:I'1世初JVJ

間凶l fvIF 5-1 18 11 271 SBl!jI:]i¥i:悦建物湖、 r:I'1世tJJiUJ SKP 4214 I¥H1211 LS -12 38 3li 2:11 S目指立fl:ill物跡、 r:11批判JWI

附図] i¥IF 5-1 lB 14 121 SBlljf:liiI:ttill物跡 r:11Wトm即j SI¥P 4224 15 LO cl5 36 14 r:IJil!:初期1

SKP -1020 11 MD 48 27 24 16 rl'出初期 SI¥P 1227 15 LN 40 雪量 (20) 16 SBI0術立十1:建物跡 仁1111t初!日j

25 



第4章

j立11& No j，P[Z[Nu. クリッド 村長前Iir.，io/lli 深さ 保j 考 lI!i WJ J1刊誌記q Ni凶討u. グ'}ノト 村長MIju1'r!1 i止さ &iii Y-; 時刻
SKP 4228 L災 45 12 40 20 SB10)I:ll立ti:ill物跡 'I1[lI:IJ1!VJ SKP :I:l{:j 18 LK '15 18 18 [11位打1WI
SKP '1229 23 Livl '16 90 83 40 1 S 13911:1:;'L It土物跡 rl1lll:fJj)ljJ SKP 1479 同Hzll LO 48 ](j 11:1 8 rl1lif初JVI
S!¥P 42:31 LL 4G :37 10 r~ll立初期 SKP 448:1 48 LP '18 29 I 25 :30 [111M初期
SKP 42:32 45 LrvI '17 .11 :J7 :321 SBlO府立十till物助、 11111_r初期 日KP 4485 48 LO 49 IC; 1，) rll[1_r担1WI
SKP 4233 Lili 47 :17 ，10 20ISBlOt¥TI立柱建物助、 LIJlI_rfljWI SKP .1486 削減l LO .18 fノ 9 LI!lllfjJ)t)J 
日KP 423'1 LM :17 13 11 361 SBlO術立tl:ill物問、 rll[lffIJ)tJJ SKP ，1487 1

'
1I凶i LM H 40 111 S剖jl:lliLtHJ.l物&~; rll世初期

Sl¥P 42:38 LI¥ 46 ⑧ 21 20 61 SAll長J，i)I'RA; r[i[1l初期 SKP +189 LO 18 1 1'1 91 Ss7品jl立:IJtt物納; r[1[lI:iJJJt)1 
Sl¥P 4239 L.J 16 ⑧ 24 21 101 SA1t.足塀跡 r[l[1_r何tjJ SKP 4.190 LN '15 24 24 81 SB71昭j!JU上物跡i rllllt倒的
SKP '12，1 16 L，] 47 ⑧ 21 17 401 SAltt!塀助、 rllll_r初期 おKP 5035 [:IHzll :vIA :l(i 50 .12 [i 1 (SB5) Jl:jl立 lìJli物~:À rll[~ 行Jlりi
S!¥P 1212 4(j L.J :!7 40 35 1 SAllfZ>>足跡 c!1[ifiJJ)t)1 SKP 50日7 ~IA 35 18 18 1 (SB5))f:TI立打ill物?み [11 [せ初期j
SKP !124:J 4[i LI 17 ⑧ 21i 20 81 SAl.I&JJj的、 '11世初期 SKP 506fi L/vl :J5 e[ 52 47 1.1 'IJ世相ljJ
SKP .1246 16 L1 45 .J.l :J7 .141 SB8~li立tì建物跡 c!J!lt初期 SKP 5067 LL 36ζf ι1111_r打1JUJ
SKP 4217 16 LI 41 26 22 SB8お!立tl建物跡 I'!'III初期 SKP .'i074 Lr 35 I! rllll_rfJjWJ 

16 I LS 62 (40) c[JllI:i1J!t)1 SKP 5081 19 九日 毒事 (G~j) ((32) I 仁jJllI:iJJlりj
1111図! 長IA 14 62 50 SB6)iILli:tlJj]物跡 r!lll_riJJ)り! SKP 509，3 、19 LT :14 1(.1.11 27 16 1[111_r初期j

SKP 4256 1:II[zll iVl13 11 1.1 11 231 SBo)l:ii立建物跡 LII[せ初!りj SKP 5107 19 LH 27 77 日日 :10 Ijljlト初11りj
i3KP 4257 (42) :VlB 45 D0 :J8 221 SB6~íl 立It ill物跡 11111_r初期 SI<P 5122 19 

LLIRF ι 
や)，1
3日日! 
181 (S136))I:ll立lli主rJJ~~; IIIW初期j

8KP 4259 附図i ~I13 II 28 28 818副知i立Il悠物跡 I~'i世相J!VJ SKP 51:38 (19) 16 日 !ド[U初!りi
SKP 4264 .16 MA cl6 

日222 238 2 
8 IllWiJJWI SKP o139 19 LEιi3 :12 28 26 [11位打JWJ

SKP 4271 52 LT 42 28 [IJiIl初期 SKP 5111 附iヌ[1 LF 42 18 151 (SB6)jff]li'r:tii]!1すj跡
日KP 1272 4G LT '12 ，10 :l6 201 SB5品1:立IHJ.l物初、 中|せ初期j SKP 5142 19 LF cl:J 25 121 (S86)J切立tiJ.J.l物助、
SI(P :1278 46 LS ，19 10 28 r11[1ト初1UJ SKP 51-13 [:H図l LF 43 40 ~J9 H 1 (SB6!l目立tHJ.l物iA;
SKP 4279 16 LS 49 6.1 39 日 11111l初JUI S[(P 5152 1:lt[zll LE 、13 26 18 ?の日6点il立十E建物問、 片

主[111 [zl 1 LH 16 28 20 8 IIJIIl初期 SKP 5153 ('10) LE 43 21 lIi 9 111[11:りJ)ljJ
.16 LT 47 32 27 8 IIJII則的j SKP 5lG3 同llzll しT 31 30 20 rlll日初!りj

SKP ，1297 46 ilIF 1.1 10 211 j出均のみ III[立初期j SKP 5164 引jl苛l ivlA 36 2.1 21 21 (SB5!l組立十till物跡、 1[1世fJj)yJ
SKP .l:l10 14 ;vlA cl3 (26) (22) 20 1II!lI.初Iljj SKP 5171 cl9 LE .1'1 18 16 6 '11[11.初期i
S]¥.P 4日11 16 MA ，1:3 

350 2 226 5 
中!日初1JUI SI(1' 5m 1

'
1似 !vfA .36 18 12 1 (S85)抑i了)1'1:建物跡、 L[IIIlU1!t1J 

SKP 4312 46 /vlC .12 16 
日11!1り!jj 
SKP 5176 1'付[Z[1 LT 号i 36 36 14 [ SB3!積立十Ht物跡、 111世初JWI

S](P 1323 16 LS 40 ⑧ 50 45 20 日Ii:P 5185 I:H国i MA :m 20 16 171 SB3J隠す1m物初、 III!V.初Iljj
SK1' 432cl 46 IJS 16 ⑧ :39 3，1 16 '111立洲町 SKP 5197 

包似医医

LT 3:3 16 30 171 SB3婦立悦均跡 cjl[1I:初WJ
SKP :1327 ニJ6 LT 41j ⑧ 56 50 30 'IJlifrJJJUJ SKP ，'i201 LT 3:3 2G 20 i 7 1 SB:1JI:iL;LtHß物i~; c[I[Il初期
SI(P 43:32 16 LP 47 36 25 3G I[J[止りJWI SI¥P 5205 MA ，'13 26 2.1 29 rll[IlfJJJUJ 
SKP .1:136 47 L/vI 47 46 .12 :121 SBlOJ属立十i建物跡、 '1111lWlりi SKP 5206 :VIA 3:1 22 14 1'11 SB:JJ詰li:t[Js物跡 1:[:1陛初期
SKP 1342 附図l LI¥l 46 38 3.1 211 SB9!I:li立11包物問、 II!J世初期 SI(P 5208 I'H図l IvJA 33 :)6 20 181 SB3!紹立ti建物~~; IIJ[lJ初期
SKP 43461¥ [:11区11 LS 46 38 2'1 [II[社初期 SKP 5219 1'(;1図l MA 32 29 22 171 SB4!樹立11:建物跡 [11[1ト初期l
SKP 43.17 '17 LN 47 49 38 8 rl]1IトflJWJ SKP 5220 附[-;:::11 IvlA ，J] 30 2!1 211 SB4!恥UU主物跡 中III則的
Sj(P 4348 17 LN 47 40 38 321 SBI0).目立It建物跡 Ljl世fJJWJ

SKP 5223 ハけI.1対I図E9i l 
LT 日2 01 26 22 211883品目立Ii:i封切跡 rll[1l初期

SKP ，1349 47 L~I 17 8 rl 1 111初期 SEP 5225 ¥IA 32 10 :3.1 151 SB3術立Ilill!問問、 [11限付J!UI
SKP -1351 L~j 16 27 301 SB91切立tiφ建物跡、 rll世初期j SEP 5227 /v1D :Jl 20 20 日S84招立住1]物i跡、 中山初期
SKP 4352 .J7 LN 4ri 38 36 181 SB10品jl立1:1:建物問、 1[1[1l初期 SKP 5228 附図l JI.lA 31 30 20 201 SB4!出立付建物問、 仁1"世fJj1ifJ
SKP 435:3 47 LM 4'1 23 21 :32 中1"初期j SKP 52:35 19 LR 28 23 21 1，1 中!日初期j
SKP 4355A LivI 46 37 

224 4 
SB91~jLiLflill物跡 Ljl世tJJWJ S](P 52:38 49 LT 32 2G 22 26 中[Il初期

SKP ，135513 47 LM 46 22 18 [111!l:初期 SKP 52ι12 I:H凶l LT 32 28 20 81 SB31思立住包物跡 I1I 1立初 I~J
SKP 4359 -17 LO 45 ③ 19 13 28 rlJIIlfJJWJ 日j(P 5249 50 LR 26 58 43 26 rTIIlf;JJ1UJ 
SKP 4360 [:11凶l LJ 45 36 32 351 SB81府立悦建物跡 !わIII行J1¥I1 SKP 5250 (501 LR 26 27 22 [11世初期
SKP '1361 [lltl'6l1 LI :15 10 3.1 431 SB8lf:TIウ十i:建物問、 仁IJlif初期j SKP 5252 50 LR 26 52 30 2，11 SBIP:Il立Itill物跡 [IJI日初1WJ
S1¥P 4362 PH区11 LI 45 36 28 10 '11世初期 SEP 守入 50 LR 26 28 25 16 

陛[Il 

初mMM同nM JM Jl I 

8KP 4363 LK ，15 ⑧ 22 21 81 SAl仮塀跡 けIj日初期 おKP 5259B 50 LR 26 (22) (181 
S1¥1' '1364 LE 15 e[ 23 21 20 [SA1 仮j鮮~A; 中IllfJJWJ SEP :i260 50 LH 26 33 (:12I 18 

11世11 2 LK 46 ⑧ 25 1，1 21i 1 SAlt&塀跡、 [IJ世初期j SKP 521i1 511 LH 26 (lm 6 
1367 I¥H関l LI 4.1 ;30 20 20 I SB81fi:.iLIHJ.l物跡 'IJI1t初i切 SI¥P 5262 150) LR 26 31 (271 16 
4:J68 17 :¥IA 十i 62 ←lil 321 SB5Jf:]1立住建物跡、 [11世fJjJt/1 SI¥P 5263A 511 LH 27 (55) (34) ユ! rll世知WJ

SKP 4369 仏17 LS .16 2:3 20 1:[:11仕打'J!日! 日l¥P 5263B 50 1 LR 27 18 17 2'11 SB1)I:ll立11達物跡 rllll!初期
SKP ←1370 LK 16 :30 29 26 1 SB91f:llJLti:ill物跡 中[lf打1WJ SEP 5267 Ilft[司l Ll~ 27 58 l] :1218BlJ!ITl立十i建物跡 中山JJj~J
SKP 4371 も17 LK 4.] ⑧ 20 u :38 IIJ股初WI SKP 527:3 50 LQ 25 刊7 48 40 仁11位同WJ
SKP .1374 47 LK 47 ⑧ 27 22 281 SB91組立住建物跡 I[:J世初旬j 8KP 528:3 50 I LP 25 ③ 13 

226 5 
111世初期

SKlコ 4376 17 LL .17 41 21 501 SB9J目立t:i建物跡 L[:Jlif初期 SKPιl 50 LP 25 ⑧ .]1 39 11'位打j)tjl
SIi:F' ，1377 17 LL 46 :ll 29 221 S89知i立付建物跡、 [IJllI:flJiUJ Sl¥P ，5285 50 LP 26 ⑧ I~J III初期
SKF' .]378 45 MA 12 27 22 20 [IJ[ifIJJWJ SKP 5296 IW[沼l LO 26 1 c! 11

' 
[lliJJWI 

SKP 4379 15 1¥1:'¥ 42 30 28 :16 [IJ 位打1J~J SIi:P 5302 50 LトJ3.1 43 J.l 111111何11りi

5S日羽

4 ilIA ←12 38 35 161 SB51目立住建物跡 '11 lifìJJ!~J SKP 5329 間関l LC~ 25 38 20 151 S8211:]1立 ti:ill物~A; 111世出羽
H LL .Jli 45 39 211 S剖j屈立11ill物問、 Ijlj1tfiJ!VI SKP 5:1:32 附図l LQ 28 28 幻 SB21@立住建物跡 rl'll!打j!UJ
17 LK ⑧ 25 281 SAll反j好跡 rllliflJJiifJ 18KP Illt[ヨi L(~ 2fi :301881侃立伎建物跡 仁IJ[11則的
.18 L~l 16 61 39 必 SB10J1:11立十iJll物問、 中[1川1¥IJ 1 Sl¥P 53:3.1 50 LQ 26 1 c.' 11:18) 32 281 SB2J思立ttill初問、 1:[:1 [立初日UI

SKP 4389 Illil2[1 LJ .15 16 14 301 SBB限立:tiJJ.l物跡 II:JII!初期 SKP 5:339 I:H区11 LR 2G 2.] 201 SBll思立11ill物的、 [11世初期
SI¥.P .13fll 48 LI 45 26 25 11 I[J[if初期 SKP 5:14l 間図l LP 25 20 18 131 SB2JI:ll立住建物刻、 1:[:1世初期
SKP 4393 .18 LI¥ .16 2'1 21 201 SB911tl!立住建物問、 111世初期 SKP 5312 50 LP ζ'1 48 :39 44 Illtllfリ時i
SKP 4397 IIH図l LN .13 22 22 131 SBmil立住建物旬、 IIJ[せ初期! SKP 5:343 50 LP 26 12 31 

230 2 
II'II!初期

SJ¥P .1399 附図l LNι11 24 22 191 SB711:ii立n勾物跡 '1l[1l初!羽 SKP 53，19 附図l LQ 25 2li SBl長11立住建物跡 [IJ位打1iUJ
SKP 1，103 ドi似11 LN ↓i 28 242 151 SB7jlm立柱建物跡 CIJlllfJJ!UI Sl¥P 5~51 LQ 26 ⑧ 50 36 2'118B21留立快速物跡 rl'llltJJ!VJ 
SKP .]406 11甘図i LO 4:3 26 18 111 S871届立ti:iill物納; i[1[立初!llj SKP 5352 50 LP 26 L' 舟 28 111[t!:初期
SKP 4417 18 LT ，]，1 ，11 23 12 

初初日期明 p附It図図l l 
34 :12 20 I SB211:1i立tt建物跡 'IJIIl初期!

日KP 4，12日 /:11凶l LO .14 30 2，1 長 S87隠i立tl:i:ll物的; 日。 16 27 [ SBll~l立~\'.建物問、， 11352:10 仁111ft初期j
SKP 4427 48 LH 57 :19 ι121 SB8J目立。建物跡 IIJ[1l初期

※挿図No.( )は平面図のみの掲載を表す。SKP 4429 附[~I[ LL :1 30 24 101 SB9l1:l1立柱建物&A; [/1 [立初期j
SKP .1440 48 LT 4:1 50 39 50 rlJ/1l初!出 材購は柱材の遺存するもの、。はjJIT!り方が目信忍できなかった
SKP 4441 52 LT 42 '12 30 53 rlllt!:初期 ものを表す。
SKP 4442 48 LP 44 27 25 16 [IJ[1l初期
SKP 4443 48 LP 4.1 重量 51 33 [，1 中/E初!出

坐 旦447~ [ 旦何4也回8 
MC .1.1 36 28 2.1 SBGJI:li}UI泌物跡 rll[1l初期j
/v1l3 .15 ，14 24 日SB6Jll¥:iLft建物跡 rlllE初期
1 LK 45 ⑧ 20 Ll!_ 10 SAlt反j罪跡 中IltMWJ

-26 



SE 1 

ム B 

⑧ 

A 

.J:... 

。

SJil 
I 10YH!I. '3嶋鴫色 ll-'J 
.肱性aし偽伊織.恕する 。
‘・阜すると臼('Jo'110層向
。長のす..医ニt
: 10YてR'''~ Iる..い"褐色
tlt>. 結後UL ~lU_'・1
o..w，・'"分糸線総S略・t>曾
~ . n然水""1'1帽"'̂
. ，的!刷 1 ， 旗色 Lt 
.1Iil・~'"やや偶 .. j~プラ
〆樽湯河町で"制使伏線化拘Jilifl
1:6 t.o'つての持d勝か守〉

• lOHH I 縄灰色 "・・"
1脅げめ"r，.1• ~鹿""どほ11.

￥陣
。10¥'1絢〆311111色紗貧1:
II令制鮎候';し険分館伏
"，・dt{!ttk.(自然火とゆ'j、・Jir{，入れO，'IU〆UV.C!l.l'')
"続総で'"暢a曹人'.・J.ωe
か'!)
: 1(1ぬIU/I ・色 I.l9$!; 
絡付やや，. (IO，¥，丸$/1 l'J1 
，~色) b'土院i::プ。，タttl.!dl.
入(11・l:IGYR$/3JO褐色
，.禽かゆ》 ・(J<現.-主tZ;." 

tq~蝋吻泡作~'J*at:. rJ: 
iえ人11&1. 'ftJ'怜7-."ホ.. 
a】1ll1:

SE2 

JL 

.JL 

2m 

第4図検出遺構 (1 )井戸跡

-Z7-



司141量調亜の配線

@ SE回3

日

S民総g
I lOVおし" にぷい"褐~ t.. a. 勿強敏性中旬定後j..of.>'(>~\"~分象
制限紙でlt附的"'.小.."入
2 10ftミ2/1 瓜~ t.tり弱 嶋貫i喫F俊足か? );ψのE史跡，込みあり -
.+.f，i=<鈎:J'">/:机穆&般かれた"0でt包含
J l!. o¥'RV I ;町灰色絶賓企 “GY4， I崎明， Iープ'"色念)4:.t;剣士
混入陶磁狩令書状判k;tlR.lfIl.

SP.笈~I
I IOYH.L t."1 18.色之 、可.01局 総，，~ ...炭化....鍵a¥・餅使企未成化
均 "・ö..t2ð'6止t，~;:~t:
1. &V4/t IJH!十 l.食句樋 r.;省i );中"週LA'il食分糸開問"・.'.11使銭2

同"b...・， oV4ノ3灰色i l三りや.01・a健制政敏・ ・鉄分集flU.I:.~責特すると
(Il)vr稔/!鳳泌t!:tJt:.a色・下院及l}司織に惨貧土成人 ・.."に大・8咽
~η ・砂.+.(l田YI〆1・ω'"色tJ，‘修分的にMJtL(lOYR5/ ':Jwa 
制属医U:)~'J!'" 11惜よ ~Y4/1 灰色町 線人， (l臨γ‘/1・蹴灰色主》 砂貫主 側四時t伶'i4/1el包且下a・舵凶
%混入

⑮ SE2001 

A 日

。 2m 

第 5図検出遺構 (2)井戸跡

-28-



SE2051 

tず

♀ー凪凪抽

南砂。

④ 

.l2.. 

酪

2m 

st:集長t
I tOYR3-J 然燭色 "句鎗除~.ゆ 1X1lI:. . 後会i!長紛状
~. . u._u出T.

~ lOYR3/: tl眼健色 l.りや予知輸省:~ψあり 縁。め梅
多い・餓"後・I~Sltt:. G.!J!lV:'HA' 1I胡，...・に"'.、'd~
&) .~‘鋪 jが縦長< /uヲ"1t(j:混入《原.，附命。もl(H
N..J1l ・""，・'"鳴い ・ ヨ""哩酌ζ"が参〈鉄分tt~t i!-lP:で
ある
1 IOYR3ノ1 織悔色陥貧_'T L a。駒俊.，込A・・3島・ ・須
è.~裏側旬J，;IIÜ ' :f，.~iJ.多且似上 ー 1.f=Ø'll: I 寄贈士と同CJ かV
常的同ι，.子供に婦か。ているか&."鍛J(Oll，fl:司r-Jtr，..

第6図検出遺構 (3)弁戸跡

-29ー



SE2112 

:111まの記録lII~草

A 

⑧ 
A 

...!L _!，_刷刷m

az
・
命
一

J
ν

，.

h

司む・
・・

η

M可

-a

・司
E
-
a
・
4

・e

L
&

・、μ
・・
-
a
Mゆ

-

e
z

a

 

色
喝

e昌明
A
-
E
P
-

忠
則

me帆

'い

a

.
‘・1
引

e

，
，‘，
b

N

 

m'関前
a.，
唱
・
川
判

明、Y
，.Y
A
-
笥

V
A
Y
-

H

“Lr--wa
v'uu
-eMNS一

g
-
:
，、
i

首

相

.. 

，a
 

"":I1T.1 

2 

面."悔や・tl;t 

fhv剛 f.I .e;_t_ L. 
η.崎似""， l. n.u‘a何e:t.L 1 町・・噌"、~.I C:II f、如、風J I &l1li L . ." ・~...~ - ~篭・rf..... ・0

・.' . 弔電‘刊(~;t.'， 1・貨で-・.'<““，.芝、.色
ymゐ1..・P.1，..価
.'，‘・・ l.f‘・・-“....ut

SE2123 0¥ 

② 
ムー

i首位Li出官広:富札

2m 

検出遺織 (4)井戸跡

訓}

第7m



⑮ 

ム113~命

砂

。
」ーー

SB:羽田

SE3003 
I {JO'Oを3'1 I‘憾色，、(10)' 
問 S 鳳e L ;J，1) 9~後処
住φ 理主!~ {n. ~"'.Ii・?H {こ (!. 
:inY4/1 .. 'J-プ続a!)IIlA 
I)(，IIJI長?録文，日A'優鋼、 ・唆t紅
、lω..'I*!.1“。..¥tI袋入自然4ト
I.'，rtl人・側htd隆敏分鳥観伏・.a

日

~ IOY~ .I#司E・e: 1牽"弱
館"。ゃ9・A隊"“f;d拘 司包*'守r::.'1!I:IhK .. 人
J IOYI'ω" 甥繕色 ，..働
納柊"令書量 ~，えみIloßゃ~ffぇa
n:j;.&Jtt (H!sl叫割;:UIJ'陶P
'E誕鵬
， tOYK:~， l ""側f!> ，震@やや
積崎健，，~犠倹i!:I阻砂川・少，. ­
検分柱状務lW.屋《本拠/r61;もtUt)
t(lrや司'"鰍鎗( (IOYR.1，-'! 
悦調"e)*~可r6 • 81小健司:>Pll砂調
へ! 'i， S'、4'tOC色 ιf1) ~時給段
0・U~後"下~~C，蓄食J: CIOYR 
! i/I .lRe全，.，栂4民俗~l;"

• ) lY.J/1 夜色"句切焔槍
船 敏拘性作鴨署障が{鍵備上位&同h
喰ト剣}網状;二掴幡ほど̂ '・<1>1'
・・t‘'白川雄o'!)必吋肥紬臥 e
f静*鴨I'jllζ.tI:.;;製晶I.i

⑧ SE3ω6 

ム 52刷 .0 JL 
主主 T、l _"_A云三
一芸ヨ ーて '.r~ 
~砂 ーーーー一

2"， 

第8図検出遺構 (5)弁戸跡

-3'-



第L章必舟の記録

@ 

。

SE3ω4 

B 

c> 

"'¥ 

2m 

l:iK:i)l)l 
， ，削R‘4 僧色i_ LJ.I)'!l M健it紙会J¥ti.1I& '1 
1 10、，'nsノ'"'鳩包 tまり@やijl ¥¥tJや争裁 Nl t!l~ 
か 7 ・ ト岱に‘伐の.~H.il・h特(4:*，'j\傘
3 IOYiωノ1lJl憾色ム "j'i<(')φ8 Iljrt<;>や伺銚分徹
.'友会J舗の‘。AtI品混入
I ，削除‘ I:'JI1t1色 l-"J句<t納.1 シ" tt・(;t.;製
品 。 ，.蛾 ・ 1降伏~終品 .i.tt;)苓，_.
J ld't'tH I 娘憎包 Llη'. 院賞 t ν "，，.Ct. I ，，~ 
仙 4側 ・帯状..払込・I'Iltna.aへ
1) lf)YR3， '1 ~!喝色 tまり中 .，1電1 シ‘H.T.(々，J
品・4側 .~l~時制・樽;t;:， ':f.'縄人
。"y“‘ノa，. 4ドい健制・I!l ltりφや議 秒前ν.ト...
鎗lI'uU 旬。問機判 ・ 人唱傷跡地み情a!:1l~V唱のn:""~伊e
tの』か。‘ ・<16VHル! 副院制liff!~)とけ町 R'〆2 '11" 
fを，，，がレ・.'"、
11 r，y‘ 。灰色t L1 例制持、侵q・ lIt't 't6 と 1 色~Is:fl・
水M.. ，，~隠の a肘・?
9 14'f4 wi色+ L1η漏結処，.，幻"，.紗賞ν'1-~ ~週
刊OYR4 I 補色 t :; "<11 、がHUでd時人 ・t'tU>f<n¥• 
処包十1:.院化ぜると鳩色に~ft46

l:"lEl((lt 
I I柑V嗣/全 編崎将， lt句a鮎和初除後‘ ・処分，.
liCk・lt"ι...んべA、，取。
2 lOYI-tも i抱'K色 Llりお防峰， '"とみ~材"へ・
続fl.唱"と Ct;.Y8_ ':1 a自縄f!lIニ産色司rる
1 It)VR:i 羽附唱1!l Lll)。や耐拡性や......健・1'"
..:，1仰はLft"
10 tliH I侠色 l__:ll)e!・6外純 ・8・ωι限砂't6A
候'JV、・Ijn領<<l<<，'p，上。駅肩書り鰍"'It，官。.世ifi，，";'+'.Jr
，. 

第9図検出遺構 (6)井戸跡

-32-



SK3001・SE3∞4掬蛋状況

『 制



、

、

SB掛?， ，町，..〆1J115入
信長主り払路
構・妙_，L(IO¥'R 
L〆6 鍋色"桝曹伐
に入. 下作L・，.. 
1.(*"品刷L

igF12143都
‘"15 (2. 5Yt/l 
倫相色弘主》向，

Z4品給品主J
a♂liAE弗主
釦 a同・叫・a
-"削礎資"1~'守 h

， ，る¥'I/llt灰色

~n習と手事占縄
S伝紛1l
I IOYR!〆，，眼健
全旦ι..舗総往
<ji 成禄..1究分'"
g長老~Il.，oy制〆1HW， 
量品aa--il事
pahM蝋
色 L'Oω"包
盈ι餐億.a.')Ii.多

~ -iOYR2 2 !J民帰

議長五位。it
色)ifI人

測量の記長量

A 

SE3∞7 

SE鈎15

JL 

@ 

A 

第4:J:t

、

SE3047 

B 

SE3079 

一ι附 h

弛
細
川
引

佐

司

ゐ

鴎

嗣一冊一回

O
n
t
 

・
-
潤
入

-
L
ん十
一明

色雌
m
H

m
d附

t
-
-
i
 

.

.
 五へ
勧
納
同・aa
a

'
N峨
・
康

問

“

大

河

川
端

M

網"

第10図積出遺構(7)井戸跡

一制 一

告n

1L0 
。
'= 
SE30.7の土層註犯は第11図



⑧ SE柑01

窃)

.lL 5!蜘 JL

@ SE4002 

ム客動i

。

車H園町土咽位記
，陥川

I ijY3 I .~ (J--/!JI~ t-
2りψ 1¥除強健倹健 (' 
γ宅 I:t・，ープ'"色)111""，111 
K 
2 iOYfU. '7 I 'A色j- l 
..や守週時 ‘，¥1111 筒物的'.
CUH'“・....'少3・eし.れず
5d) • ~，I，l:'1>白.""，&・'"
e 
3 SGY・〆1・.'Jープ'"色
1. l三例。や普通 1/.1を。や惨
11"";分情"'dム8・マ唱rゐK
むのか?・4製品や自然ふが"
."匂 b....~t!l L . 鉱物rtl.:tド
4網.'J.o.'atibj1till...t ~胡水
...町

l-Z-I:削3
I I!lYIU. 1 .補色 ". " 
奇襲 鮎段通量'"微風と畿~iiiîr.ょ
様令長・2央分糸般仏(l， I'I:.iII
沈ft，
三 1川氏3.l .~臨調S色 L事り* I品縫穣段級.... 分lt<1!l
t実・τ 的~ I灰色 Lま'J剥
m筒ト旬片"・2健、

S包a筑瑠
1 1.、m>!ノ1 属板色 !，.iIJ 
..総tLゆ(1.5YR.$ノ8
6二"い繍色、結1l;t.t

'
(i判。、

浜岡のプ0.'伏開喝続人・
関係，_怜bL< j.j_.::t伏路銘織
，、 ・ 鉄分*・d~ ' .伏本製品.・(-'V.WI
2 1怖成2/2 _眠燭色i.L 1 
"ゆJl;M。唱，，"縦a・a・1時， ... にa品と~勧品..働J 嶋
貫主 げ.fiYkl>/3 1; Qぃ'.
f:) 6>1・3ω.プo ~ tfJ:ψ厳混
入

3・(WVK2 ‘罵褐色ァH
J1 (ItlYR‘ノ， 16a)が."‘
で.怪人 ".。‘l'偽懐中 .
"・a崎・4{f'P~隠分総...入
<<.，'方向l;ltia.L'・""入a b (~1. $./0 :2e> u (; 
tliY4 '1 時....色)h'o剣‘
で混入 ..り司，..強飢桧諸
処震よ・徴"混入 *中'I!if
'"伏oζ幡随"色.."入
4 7. ~iV4/1 噌傭灰色鯵
賀子 S略a・‘，，，・u..人

2m 

第11凶俄術品!1ft<8) ?tr紡

35 



暗

闘

民

抹

(
罰

}

町
田
園
南
諸
制
帽

さ呈

図
門
戸
山
跡

足

c 

-
g

鉱・・
a，.
"

a
堕

-
z
-
e
h
p
-
-
-

• 

3
四
寸
叫
“
お
許
制
品

%~hy--持
-
r
h
N
4
3
5
4
1駒

iz--6・
援
-
提
妥
当
程
五
時
短
吋

-aE

・e
・-‘
ム官会・
・

・4

・・・・・
u
ψ
s
a
-
-
-。g
a
-
-

‘“
ω、F

，.，.，伊・』
p

・d
・

4明
aT--uE為

.

.

.
 脳↑

2
5
C
句

A
e
-
r
a
4

一.‘dg余
g
.
，$
6
e

・4e
-
z
.

、.E伊豆
-w

A

w

a

 

J2-s.，一ea-
吾
、
，
命
、
川

崎
客
室
主
一
-
草
川

hu--
司

ep・t
・-U
司

川

1
4
き
・
沿
い
M

'

・s
-

H

H

JtquJ.
習
は
叫
川

s
g
yヤ
A
M
E
-
u
H

a
E
n
¥主
主

制

川

山

2

・L電2

・4-Z
川
川
川

fr142b釜
ι河
口

日

園

川

川

s
z
'
e
-
d
A制
定

小

川

川

川

-一--、
z
a
拘

山

川

Edm
l
 
z
 

4 

曲

8
芯
叫

~\ 

イ
宅
白
骨
〈
当
￥

nk'pet

・
w
邑智弘

・
〈
噌

4

・“mg
'
-
e
d
-
-
z
"
'
X
L
P
Z
'

，a
高

-
a
e，4

，aれ
'
z
h
7
・
‘
噌
ゐ
・

-
a
g
-
g
-
4
惨
事

Z4司
d

a
ヨ
愛

-
'
g
p
A
e
'

副
切
取
り
喝
内
心

a
嘱

出

"

、一句
読
古
H

W

H

U

吻
L

，ME

・e・

----a・4
・28

-
-
g
d
hμ

・・6
4
4
g
A
Z
k
g
e鉱
答

争

ふ

pvzu
J
M創
d
E
a
z
"
'
Z
L
Z
m
制

ぶ

aduvι-Ee
hv偉
ぶ

--u『
・
幅

&
e
a
-
2-u'a'AU魁

Ege--事
鑑

-a

・・智弘・
A'gad

す，‘a
R
a
g
s
-
R
-
F
a
d
e

包

gg
‘首

Z単

喝涜
e
q
R
都

'
F



⑮ SE4005 

n 

_s_町曲m 1 11 

'" 1 -.nいし 1 場" で内λMl l・'111tt.:・.・民;1‘・"
I IIlYI“.1 1W，J，;eιZ勾.11.'111. 1: "‘~. ' lI:λ&1民. .ae.tt!df 
A 
J J(I\'H~ 1耐火色 Vll)。吻 W四I "，.，ト"'0，:小川白色付滋，、

i IIIYR"~ t MJ現e:ι，.t・.NsI ψ..・'‘・健礼的"・a・Ill'llt.1d混
入・後分象1'"
も ，船長色桃E

・ω\'R~d，・E 鮎冒 t ....." ¥11"・・
1 ICtYR"‘ 縄色 、賞主 ...・鴨・眠・・-・拘吟$電........r.、

参参戸曾E湖沼吟a鞠出f拭i!l

A 品

日

。 2m 

h a 

第13fi1l~出遭1 (10) ~芦餓

一訂ー



司1I宋純資由紀録

⑧ SE4092 

..1l. 1~滋滋綴宙~l .JL 

~S2.制胃、 .JL 

SE4111 

B 

ム 川畑 自

。

抑制
1 16Y2，1 ‘色 主匂令φ知飴後4>，だ1.(包・to.t案件F情熱鰻伏I!!混入mまa記入;.，:1..'"Ni.ti:1須J'
11間同〆2寝泊繕色}グロ ψタ伏1Oい筑国制官・ょt抑留.t1I0YRる./2il<d胴船剛k保ト$u'"..婦二t
u制解除状の*'"始。もドぬf}> ~ _tl1ot~町ht. I~. tl 

~ !oYR2 I A1t!l L"。‘"0.1蝕ψ ロ s、 ~/I 暖色)lf，;-笈:...:1....， J~\IOlo‘雄八
a IOYR:!ぺ.色} し象。縄開腹句、小明敏均片袋人・・U.¥ll人

SLUll 
3 品，'3/1.r-'Jーグ規色 L I:I)'I"φ領仏総'Þ~'<<I w.1t.t何日，.， I医~) 112 .... 智治..-/v 噌1'tt~~'('æ
成lIi・録。，)Rt制伏.. 信五出仰や刷・~ötぴ 2 ・，<のu盆iに'lO\' IH. T I l'Jla)が/.・'j(で符筑回総
l規入
2 2， S'aノ1 瓜‘色しS のf1~fi J.6"rt .奇B1. (:日r~ I灰色土Ii.U-:!11・・10.，，.'"稽:I!.̂'吹
1"'-、，.綱少.だが'1'*'ド健に喰4
， IOYHJ.;，'1 .!I色 しg ・，~令制 嶋住。...ll 向領待問場長約鍵fH: ・ "ニろP 二~.<~合"で・.. 俊仲舗泌
""む と，..‘6 . 嵐・t4'"~むと坂pに‘色ぶ鋭~l夢.池t (L ・ゅむi>l)l.t;~J

• I帥刷 2算定-lJta L企り像処憎積以分a齢制限t.tiJ:'峨かるの縫&.l?
， ，・，y，〆l拠褐色 1. lf #) 'f'。錫飴終~~・ k吋.ft.A:・漉^ . ，庭向tfll
6 1'I"*.tf!総.t

2m 

鉱14国検出遺機 (11)非声E!

一拍一

、



A 

A 

A 6M))In JL 

SE4322 

SIiIllt 
1 10't"K3〆8・'>l!. 
色..仰4・‘"1 ゐ

弱 IJI小睦p・ー快
4事多縁ltlf

~ lOYfU/2 盟網島
包 &企恥T f，lJfl 
0 喫'1.'ヤT.
3 IGY(.ωノ3 織湖
毎 L本句iIi偽情
槍

S区。:122
3 例Y収訓司 '" 
憎{! t j ~I\島
飢ヤl'" I 
F 帥YR2/1・‘
民 L;t"t!l峨
般6唱

、

第15図 検出遺情 (12)井戸跡

39-



事4積潟li骨ii!U

④ ， 

"'~ ~~')~ 

。
土壇註院のー部同第羽田

SE40ω 

2m 

?沼13総/11告も t11rtdtrzdrz;側協へn
z可制2え喰!?"は弘司ふ崎健闘附....(I0YR-l-

i'43W漁協?閥均抗戦犯fM緑色
白 ，6¥1]土・候不手16、ょ，品i<:ftA良樹ー品川酎
Clt 

第16国後出遺構(IJ)弁戸節

一叫ー

、

、

. 



SE5ぬS

SE5186 

今議
宗寺多

SE5187 

。

B 

野町£岨a
J 10'、民‘/， に広い質調.
色
t l"YR、rl .憎僚も
1: 'J'l・ W.険鎗 {肉倹.~
φ~ぬ呪》幽..t.Iutず.
~ (2._ .;y羽 』 煎拠也、
応変色・ト(tg.:...;:o噛み
でる ーaft':鑓，ーゐ巴.

羽r5186
J 10'、民‘/3 に"'い貨褐
色 l<り!l
! IQY恥3〆...・c;砂
'‘-賢建1-'淘ヨに"・

~ 10をR2〆2 ・綱同色 l 
..強砂禽どがDI・H
t.m.，...縦1-(;(1・)(1、
， I由民‘・"，，!!砂.
{噂t;lII;m.!i<ド‘優位徐が
~い》， "・..・化..~・. ..念6
J!Iω 
S品l8i
1 1叫?削/3 にJtい'1'‘
色 IIり.鮎+・小鉄
分u・"にrt:R
: lOY民お/' .縄副長 t 
..・鴎憶や炭~2'、6
..が5....1"(~日、'"閣も
砲貧民"り1.後分ω..ぉ，j:
管
i h lOY悶バ醐色

"句.底割安倹像揖E
E良分惨司IUtt:.総鑓.t:の
.ヲ~ '.砂ttlJl.~ ー，た札 s
YR4/:l鳴を!_t) #)1:1がdl
A 
‘b IOYIU〆3 fl'Ui・色
Lま。..勧後強縮....
R食分秒・・t.:i:t8 結土')j
う.砂"..むヲ1:.(j，日
終唱/'健色土、の兎..，.人

， 1肝附 2線1111;) ι
盆何.. "銀l-So't・a
..分勝t会φ'(i ~. 'II .砂
tU陰<0¥2、S嗣)16、浪
人， JOV1U.'3・e憎e， ι，.，.;， -飢z-るIfot'Ta‘ (10'(R3/3 ・鱒I!¥'
鴛《・......1.)が，.，.守
a人 ι・句剛氏0・5、
'"・".・鉄分f例文総"比
眼的I!".にものt・1
l 2. 5'1'-4/2場検償金
l.り~~絹約信中 b
wム・a奥多》眠状
8 5YlI〆I Jt'Jープ黒色1.'吟ややI!I .菌性・
紗ttt.政微温検分鶴"'.
司T'J吋・._...... 

2m 

第171ill1 検出遺構 (14)井戸跡

-41-



翁r4 :e: 謂量的記録

SE5188 世剖.. 

I Z. d'..../t・".・r.
~ L.tl)iJI M健予・ l'
。鋪倹微.'鰻>1"1 
伏余儀t~ ，AI・R土，.誕 ' 
@冒.砂旬l'宅入， I!)YRlL I 鳳縄色 色

l.の..v砂，，電.r... 
8隠グ.， ，伏."".
iJl Â ・ 9実<)・6"句'~1惨
&・

3 IOYR‘ノ3 ζ.. い禽
縄色 も事勾申 告.

ト鴨川賢，，'1.(4・"'̂'l'JOlAの鍵1"1g.，， 
tえ3島盛浪人
8・，.、帥〆2 敬白色
も重り中砂胃;1:.

"'.‘.，1乗勾眠状e・IO'J'旧/4 1;:.1ドい
貧縄色 L事勿<t 妙
貫主ーS健比終的多量
費負分，.!t食
5・2.SY7，'2 ¥正鵠邑向
宅金1 ι法旬ゆ鍵.'
・・E5~ 1i)'t'Rも/4 I~ ~lぃ
官時~乙.η中総

貿 l俊・E・R多.， ，.肺&/4 tl-.Yi色る.
匂.i ‘..りc:trtIt ，.，，， 
後_，鰻援分自むit
j ltIy民ゐ，...褐色土
"りS略結縄全 閣‘

a句~.・"・. ;tr~ ，941j制限 白ー，71""包含する ;;、内一ι三 可
8 IOV托3ノ，.港住 し手ゆ鈴鮎"ょ，予のi1..t(t;OIHiとい〈・うかtnjt.. ， 
Fもさ代る 111怜e包含する
9 if.‘'...咽<t侠によヲて台、<"ヮ引、る ・k曽の下!.:/)4I1Wdり禽駒山、
て，t，tl珊胤唱同

④ SE5291 

一ι ゑー

_A_ 51醐 m ..lL 

。 2m 

第18図検出遺傭 (15)井戸跡

-.，~-

、

、



⑧ SE5300 

..A. 

ム ;1畑 町 JL

S日争、0
1 1刊YRt.I .~ t t砂
d属候性ω総合.fi!'勾，.
・..• :tml1lt. --':~噂相二候分
義限会食に!<
2 !. 5YC.〆，.，t.e使，..
1.'1，)・....1i.~-:..&t・11↑ト
ψシ分少・-σ 日5..I 
快色， SUUilA 
a l(1Vfl4 I 絹灰色讐制
"l ・1.SY.1 I~λ色偽鈴舗
"少. 

5P~!l 1 
1 iOY旧〆i純度隼 ...やや崎健住銀鍵磁t、3嶋隠伏少.(D .，;rftil5-ω-...民A) .終分議tJ
状比旬.，多ν'!~UII'!
2 而fiu'jlijl;i:'詮 't，'s I)'Ø-。強臨飢修領分f~広禽状等. (紗fRl:lt.)・4小ilflll妙多.浪人州開u
・~?
s ω)'1~3/1 IU}包しまりd臨時提t'"!健f刷、JG...・[1".ふ.."'.・耐樹.61
t llJ¥'削 t府側包 caり市必夜勤電電t速か吋，_ψ畳 ・険分沈町全体包，i(1. 5V刷/‘縄問<tVする ・
刷羽属を張。
る日YR3/:!IIt銅色し&旬。。縄偽rH・"'l'曹a・畿分10.・4・1>.
s・6昨抽/ヨ噴喝e.vIWと;J・"の雌し命/::.
• 1阿 B:l/J MIil!雇しSり。。偏刷包横山・...
i 2:出 )'2.~2 ，¥星a.1:'iり鱒 眺句通紗賓'IA-夕、じ・角，*.，.，.. ft.l.た'"・ト砂省"回Vd.'1 IIW灰
色、プロー.，ぇ脅話・a入 " 

。 2m 

第19図検出透明障 (16)井戸跡

調査区全最 {よ方向が北東}

一拍



第4章調査の記録

3わ
SK611 

B 

いい
h
ド
ふ
巾
ム

L
I
d
 

a--
一

r一
Y
一

i
i
i
 

巾
h
H中
弘

H
や
弘

H

I
-
-

I

C

i

 

h
リ
h
リ
ハ
リ

念
品
永
ふ
ま
Am

!
」
!
し
l
し

出|二

第16図土層註記

.;1Hナ，j'，llW，Bij:IJ、(I:f."[比絞1'1'-1'&，:) ・!!1:."i7ロック (][)YRil/4 IこぶL、:立出
・Illifl!llJjJWにオミ分fW{IH1均(張状)がかたまってig人・ Ff，I:I土黒ずんで(lOYR:J〆/1

.;1J，う}紛状;キ;・ Hlr'iとIr;日;上のりミ前向包 i二IJ{司ifl!ill-.f，'[in人・ (2. 5Y/l//2 [I['jJ)ziW色}が i二{なiE人・ (!CI'yアWl/2

2m 

第20函検出遺構 (17)土坑

44 



SK1544 

B 

A 53.600m J2 

三三ご?て二主主

SK2064 

B 

ム 52.900m B 

_A_ 52.700m _s_ 

810544 
1 10YR4/1 褐灰色 しまり強粘性や
や弱 H間i沙質土(10YR4/2 灰黄色)
が20%混入・未分解木恨に鉄分が沈務・炭
i1.5~ lOmmが北西 fWJ に比較的多い・ tfjl:~
中fll:の南東側に中小のI擦を少量混入
8K2013 
1 lOYR3/1 黒褐色 *~î性やや強炭微
震・民間に1古1I支や校を9i!zき詰めている
2 7. 5Y3/1 オリーブ色粘性強粘質
土下位はグライ化し (5G4/1 陪オリー
フ灰色)を景する

三~

8K2065 
1 lOYR2/2 黒褐色炭i~2~5111111少

i{球沈着・確認而で平た

っている(黒伐を伴う・

SK3014 

A 

A 53. 200m 

B 

5 

SK3031 

B 

ロ
-ccト
。
目
的

鉄分糸恨状怪・
.;J、r者全体的少量1m

B 

引く:)014
1 10YR3/2 
ゾノレト・

2 10Yli.4/1 
Itfノ¥

81(:3081 
1 7.5YR3/3 IIff; f~J 粘i二 悩物片71，1合む

j'，lii1二L

炭小中位 。 2m 

第21図検出遺構 (18)土坑

45-



調査由紀締司言4車

， 

SK303B 

B 

a・~' ，..

， 日

B 

A 

⑮ 

A 

ム'"''''川

J・

寄託ま瓜a
I I!.lYR2レ， 1保健色 し手作鎗絡性'" '"後』伽-- 微分・~lぇ . u・匝総W-.alaJO~ (砂貫主3
2 IUYR2/1 吸(!_lt.t怜'"・8性il.， '/t‘trin-If(.袋入.A:S";lIflit.f蜘."入 ‘・0・c.土・... 少・h十
:1 lOYR4ノ2筏.P'! Lt旬。や鎗続使ψや磁波倹.... 央分・M'"徹......少'"'れt， 7.日$.;-1.t '-?Jl院色 ι三ゆ鎚 ‘"国ゃ。修.a便縦攻i，・t，.民""、、/，・a・'1--/fIi色It u.. r，Y3/1 At褐色)~'jlずる ' .'"大aゆ"
(.1ド:11霊松重た鱒‘tlllliど験全ttt.)・'"分解""吻総人

1m 。

r-
叩

.d
 
・…

・3

。.，V6.

U
N

・aV4
d
咽

X
M
W
A
m
v
a

A
g
z
 

aw，:
 

C 

ぬ削

Y
Oげ

!sl“円山 内.<{~控ぞ... A塩 川 ・

~& 命 議語、警:' (;"叫

よDgjf

03 
検出遺書量 (19)土筑

.~あ ・

第幻図

邸
内向
舎

C 
議議

S静e
mr
A佃 .割8 σU e 1111"::申 @蜘ゆh ・

~ ." 

。でc
 

m

制む
H

種子軍軍観.留のー倒

lt!i符曹を強調した曹き万、 上I~写笑的年寄き万

B
7川崎
M
川

島

v

h
，
ご

a-'
N
わ乙

-46-

00 



@ SIく4024 SIく4023 SK4007B 

骨
A
一

B B A 

B A 

_A_ 52.700m B B 52.600m 

三三宝ミ孟P一一一三重三ケ~-==土
A にりにハハ… 1 B 

L一一二~三竺

8K4007B 
1 lOYR3/3 11音侶色
シル卜 炭1:1:1少地大中

8K4023 
1 10YR4/1 褐灰色
しまり強粘性中炭微

量・鉄分糸恨状

@ 
SK4106 

SK4125A 

8E:4024 
1 10YR3/1 黒褐色
しまり強引i性[1:1鉄分
紛i犬・床面陸上土は (7.
5Y2/2 号褐色)のオ
リーブ黒色で自主化すると

(10YR3/1 黒褐色)
となる

B A 

8E:4106 
1 10YR2/1 黒色

A 52.400m _lL 

B A 
52.600111 

~ 
SIくP4229

SK4131 

8 A 8 A 
8K4l31 

1 lOYR3/2 黒褐色 しまり弱 1'，'ittrl:l 鉄分筋状・ j;;J出仁・極im
人

8KP4229 
1 10YR3/2 黒同色地LLIブロック
2 10YR3/2 黒沼色地山フロック
やや多い)

:3 10YR4/2 灰前褐色 (l出Lilブロック
4 10YRI!/2 J天 ti~t褐色地111 フロソク

。

第23図検出遺構 (20)土坑

-47 



;o4:e! 調査時記録

SK4337 

4 
4 

④ 

八 Jl. 

、

斗

ム"胸、

。 2m 

第24図検出i量傭 (21)土筑

河川跡周囲白木製
.同

~..， 、

、

、

-48-



~ SK5036 

ム⑮ i

...A.山，.. .!L 

重量主主ー

事;:o‘

④ SK5099 

~ 0 2L 

ム "酬h 旦
三三塁』一一___j，三三

lC)b，~‘.‘'を 盆・，ot.‘"‘. ..・・ .~t O'.!l1:るa同~ .語、'‘~ t;_ ~ ，田舎 qma J JI.:'l令)Þ.aA. ' ~"1 ‘伺 ・ðIt， t:_ル1'1Iti明党.1.~い@

④ SK51特

ムO~

.iL縫醐!n ..l!ー
~ ~宝豆主

初、R~ '1 ~ê L三叱，- ~~問中 t輔t..眠L・て"0主管われ， .l.婦~廻b喝A・ 0 2m 
一~，

第251iil1倹出遺傭 (22)本坑

91&酋織鶴岡董校況

ー柑ー



第4章

ぜ
SX4428 
1 (10YR4/1 福灰色)対(10YR3/1 黒褐色で
霜降り状)が95対5で混入鉄分糸板状混入
2 10YR2/1 黒色
3 (lOYH3/1 黒沼色)対(10YRl. 7/1 黒色土
でブロヴク状)が95;):;J5で混入 鉄分糸恨状

SX4428 

3シ

I~ 
日
一
山
斗
(

)

C

ロ凶

時間色)に変化する

。%混入・Ll然水「炭化もしくは照変し)1ft入

第27閣の土層註記
SX308:3 
1 10YHl. 7/1 
2 10YH3/2 
3 10YH3/1 
4 10YH2/1 

flf!iオリー
オリー

lOYH3/1 
出)えま

検出遺構 (23)不整形土坑

-50 

第26図



SK2151 

SIく3019

A 

SK4007A 

A 

A 52.500m 

8I<::3019 
1 

5 

8X4329 

土 52日Om

を呈寸る

SX3083 

可3。

ーにとマ

しまり強粘性強鉄分糸恨状微
?) ・焼石と小石

。

られている

日

B 

第27図 検出遺講 (24)不整形土坑@土坑 土層註記の一部は第26図

-51 

B 



第4章 調査の記録
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第3図の土層註記
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しまる
14 (5G6/1 緑灰色粘土~砂)と
(10YR3/4 B幸福色砂)と互層 材
や植物恨多量混入・ 7J<成層
15 5YR3/6 陪赤掲邑粘土緑灰色
o、石を部分的に含む・71<成!習
16 10YR3/2 黒褐色砂植物片多
量混入
17 5YR3/6 暗赤褐色シル卜? 泥
炭・下位に大中陳多量・料や~主なと
植物片多く含む
18 析移層

。
B 

。

5~'l.400m 

第57臨検出遺構 (54)湾川跡

81 

10m 

約|生弱 Ú~(分糸恨状・砂質土(10Y
(10YR3/2 黒掲色)が lご{立3~G

シルト質で(lOYH3/2

と(10YR4/1 褐灰色土) 粘質土・1/:1央
しずjミ II~ミがかる

断面図 2m 
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SX 1128 出羽 日fJき LT 13 

|均
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SX 1122 ロケロ lfi LF 箆 1111 

8 日X501)3 須町a 5翌 Ilflきゅう 日1¥1'5蝋 存政 機 In]安 1ぇI，i]安
SX 5GG:i 通恋日; ロク口 l守l面黒色物あ1) 1)1 日Ii:l相01 かわら(t 間 手!日

10 SX 506:1 ;ii窓f;i [引き締め j~台fSX初出)，日lfíümにむfi] SE III日 かわら!? 国 A て

iiO 日X50市i¥ 器 |造、 ロクロ 'J SE 1119 かわるIr A 子担
り“ SX 5318 漬 金笠原 IInきらiめ SX日13 かわりIt I!!l A 手
LH 36 1二 日夕日 3 SLぬ かわら:十 !iil B 手ね

SX ，5313 日む 日人 1111きゅう
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16 hlE 51 沼恵器 査斐頴 1111き締め 19 SL :10:128 ムU川 つ 1m C ロク口 底部I~I~~品切り
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!日 沼恵器 道設 I![Iき締め 21 SE 1的2 かわらけ 国l C ロクロ

19 ~IA .1，1 ;jj恋器 定愛読 i明き;古め IllUu黒色付着狗あり 22 SE 4ω3 かわらIt j目 C 日夕日 ケi面7ールN者
20 LQ 32 渓忠器 査護領 1111き清め SX 1128 かわらけ 間 C 口クロ

61 Ll1 :l~ 沼恵器 2ゴ五桁 1111さ締め SE ，101l2 かわら 1lI1 C ロクロ 邸jjゑ切り

LS li iハF忠m*山; 2一色E泣市山lili 111]き締め SE III侃 かわら 盟 C ログ口

L~1 :n 現窓器 I!陪読め 26 SE 1003 かわらけ tl!! C ロクロ 底部回転糸切り

LR 13 現恵器 表領 IIflき読め 2i SE 1005 かわらけ !I!I ロク E 底部回転糸QJij

日 演 道笠詰 1111きめう
28 SE 1005 かわら EIl C ロクロ 底部1~1 i'ム糸切り
29 SE 4∞3 かわらIt 盟 「 口クロ 底部回転糸切り

ilIN 63 活恵Nli 表琵涼 1111き読め 30 SE 4008 かわらIt 1111 C ロクロ !江部凶転糸切i)
LS 26 現恋日: 章受頴 日[1きわ7め 31 SE 4ω9 かわらけ 1111 C ロクロ |底部回転品切り

ω12 ;n怠 査議 [引き締め SE 1ω5 かわらけ IlI1 C ロクロ |底部副転品切り

9 LP 12 ;j'j窓器 表護請 可]きう
SE .IO();i かわらI1 自! ロクロ F余切印1)刷川附

10 illC ，17 m.m器 国 。flき治め
11 LP 43 遺志*~ 章受百! 11[1きめ DI39 かわもIt IllI E 予知3
12 LQお 演窓器 室主総 !引き締め L!¥印 |かわらけ i旺 C ロク口 内外語!草苦しい

13 LK .18 i明芯ーEEii 妥涜 [引き締め ο L封切 かわら Illl C 口クロ 政i括主ド来切り
11 ~IB .1:1 ;Ii怠器 盗矧 1I11き認め 内面i黒色 かわらIt !lII ロケロ 底面liil転糸切り
LK 85 ;Ji，aJii 道 11[1き治め 川 LilI日 かわらけ IllI C ログロ 内件記!字減苦Lい

16 lIIC 15 須恵器 官ゴiζエじ1ベ汚11 I!I]き締め ~IC 46 かわらけ C ロクロ 何百回転糸切り

17 MC 19 道恵器 市2会呪式 IIIJき締め UI 51 かわらIt 1111 C 口クロ 底面1"1転糸切り
SX 5063 I~際 情 日7涌 l1i長、1 日 LK 50 かわらIt 1lI1 C ロクロ 漏出~Ï;*;UJI)

3 SX 50558 白磁 続 IV羽 11夜、12.i腿 り LP 60 かわらIt 1m C ロク E !l~rrii [iíl~え糸I1JI)

。 LP 50 怖 IvlTI 
11後-1 福建台 111 illC 18 か11::'11 IllI C 口クロ 底面l己|転糸切り
ILI¥15・Ibi 11 LM ，5;J かわ・3け 1111 C 口クロ 底話回転糸切り
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IO ilIN 62 自注 防 V領 1 Z rt，協注!俗書き出線文 18 LO かわら11 j部 C ロ70 底ilii回転糸切り
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~IC 48 。磁 椀 V漂 l:rI1，1司法?街書き曲線丈 20 LO 53 fjlわらけ llil f 口7口 底弱凶伝来I!Ji)
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I1 sx制|捌 1主 nil 22 ~IP 65 かわらけ !盟 C |ロクロ
MC 38 日 日号j 司 1世記!福建 2:1 ~IìlI i8 その!出沼駁誇 !?ロ

16 LilI:19 自殺 院 V!] 1: (部、)[j1お淫 LO 12 その他尚昆器 件記!iillぁi)

~IC ，15 ~I践 地

E

総設

A

ハハハT 

ゲ

γ 

1: 前~rJJ ，協連 LN :J5 その(位向侶器 'lrifulillき目あり
18 LP 28 日詑 間 1:ぬ!国ill LO 15 

そそのの他他陶陶磁磁器
器

lif:iliiililiあり
HI I11illlil 日低l 1拒 1ト協連 LO 7fuliiril:1あ1)

日応〔 屯
ん

V穎 1:中j話連，t詩書き出将文 氏)
SL 1 現窓器系[1'1~陶器 査護衛 i引き締め

j~台il[(水口付近・ RPI92 ・ ~1

日 指 令、 1 1日記!海建
K凶)

m台(訳本1]I"t近・HPHJZ・日)

u 
り SX 4128 |白磁 ITIl I 21Ii-I~，福建， 1 と I~Jï (7 

ワ
M 日L1 長官;誌や11m陶器 道受領 IIIJき読め

O1i15，LP811 
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ノr M日付

?五 リ
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討し : 系[Il[日間 li[l~ 読め
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日KP をlii! 間 l'1'fflll? lO51)-li引)

SK 611 沼忠告;系rj1!li均妥 11[1きも

SL :1 現主系中世間記

l1llきききき咽主事這め合1 

jょ 陶ゴ宍 ニ

5 日KP611 LT ili その!自立三
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紗砂 ||ii側(11)主碇SE 20，il 系ljl社陶器 3 符 百羽

日E2Uil ヨi主器系fI11!知器 臼クロ 11と読書 誌は LP 1" 犯
リ SKP 現窓器系 i引き締め f三品j 10 ~!G 81 その他向笠お 白 叩訂

11) 日L21仰 浜器系rji[日向器凶 絞丈 11 その他向校 向江
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? ;jiA器系[11皆同怒 !日市
1I 1 SI¥[' 丹ド主Aム主主m cl5~、
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ドヰ対↓

SL :11的2 立i怠系rj1j制iロ ロケ口 SE 1005 本製品
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木簡ぷ妥

。 SL 3ω2 なPl~{ril 系中!li~JHii 日古め SKP II部6B才、能三1!口1日
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おし泊112 沼恵:日中世潟詑 11[1きめ iλ SE 11版 木製品
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リ 日L80ぽ ;ji窓や11位制i 日 ワ SE I削一前 *i~1t~!~ {ス/キ

10 SL :1002 治問"系1111社初出
i日lFji3き締締めめ

り SX 5063 才、剖三日口日 来製品紙片か

II SL :IO(J2 須恵*ii系Ijljli淘器 SX 5318 木製品 下 指対校跡あり

69 01¥ 2151 須恵器系中世間器 日[1き;市め SL :1002 木製品 持Ilillfl IB ロケ口 Jtf: r~j ロクロ!日夜あり

7 SK 2151 近注総系11
'
段器 蛮妥額 11[1き小う SX 5:118 木製品 指11[1万i 18 ロクロ [11医底部ロクロ混乱り1)
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SL官032 現，U~器系Ljljfr抱*i 道主IJi め 。。 SE 2120 木製品 l盟 B 
内外1m黒底部;口ク口爪痕

日 SL :1032 m車器系IIl[li陶器蛮設立! 叩き読め
口クロ

おり!ケヤ干

SL 30:12 ;聴器系[11位淘器 i送 i引き締め SX 5U63 木製品 1iI1 B 訂7ロ 腹部ロ?口!fI，!良あり

SE 100:1 現恵器事中世羽詰 笠額 11[1きfおう 10 SE 100，j 本むil III! 自 自ク口 底部ロクロ!日íl~j)l)，ケヤキ

8 SE 1003 妥類 11[1き掠め
11 日L3似j 木製品 i盟 E ロクロ

内YllI!i黒底部口ク口!日授

SE 1ω3 公瓶 11[1き話1め ぁ1)，うヤキ

10 SE 1ω3 現恵器系11'
断J器 5一山子7訓百 11[1きかIう

日K3ωi 木製品 1iI1 B 
内外語黒点，liI部;ロクロ!日疫

11 日EI制1):1 須恵器系中世的器信 ロクロ
ロケロ

ぁ1)，ケヤ干

12 SE 1003 近志1::系中出品]諮問I ロクロ
ワー SE :10.17 ;1、製品 1111 B 

内外ffilM!，iA人底部Eクロ爪ikl

!日 SE 1ω3 須恵系gllll均 11当耳斎 ぉ1:1;症状文 l~foi(SE問
ロクロ

ぁ1)，ケヤキ

I~ SJi I(JOI ;目恵器系中世縮まj壷~~治 1111き諦め
SL初02 寸句、4“引I~{~口U 1111 B 

内外出口クロff¥iIT

SI( 10ω 現恵器系rlJitt陶器四耳蛮 係自波lk文
ロクロ

あi)，ケヤキ

16 SE 1092 m恵器系r[J11t陶器蛮妥頴 i唱さ弱め 台市Em9・均土)
SL 1176 木製品 1111 B 

内外語 I，IÄ必 i 夜話{ロク口 mlf~

70 SE 1111 漬恵器系[11m陶器 道姿穎 II[Jき読め
口クロ

あり1ケヤキ

り SE 1119 きl忠器系中世陶器室受領 IIfIき治め
SKP m2 木製品 盟 B 

底部口ク口爪あり渡部字

SE 4119 道恵器系[11m陶器 妥摂 1111き締め
ロクロ

jL? ，ケヤキ

SE 1119 j見恵器系 rlJl~pliJ器 妥認 司]き読め 6 SE初日B 木製品 JI[ B ロケロ 底部ロク口爪IAおり?ケヤキ

ヨ SE 4119 沼恵器系中世掲器お 口クロ SE 300~ 木製品 1111 C ロク口 内外而黒ケヤキ

SX ~2均 羽目;制]陸陶器室笠頴 1111き縞占う 日 SE jOO~ 木製品 lill C ロクロ rJl'lf而黒点?ケヤキ

SX ~200 演説;系中世陶器蛮妥結 叩き縞~Ò SD 701 木製品 illl D 口ク口 r!l弱朱i手、外面黒J中

8 I SKP 1231 須恵*~系 111\蜘器表受認 11[1きf制 10 SE 2 木製品 指 ロク口 内外商黒i瓦ケヤキ
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内外語黒底部自クロ爪痕
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13 SKP 5163 遺志器系[t世向器室遊詩 i市計れう SX 5318 木製品 山;司法 B 
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!日 SE 5187 現怒器系[[11明器 lil; ロク口 SX 5318 木製品 i庁数?そ

SE 5186 沼恵器系r[J[Il向器愛護源 [唱さ締め SE 2051 木製』 日

SE 5188 活恵66系I!Jllil~開設 1111き締め
It合ISI¥5188・RPl.SK5188・ SE 3川 木製品 B 

RP幻、21、25) 日 SKP 185 木製品 B 

SX 5318 沼恵器系rjrj日開i詳 ロクロ lIi木口縁部，表実測 SL 1 木製品 台邸 組み合わせ京日:

SX 5318 治恵器系rjl住民j器 護 [引き締め 81 SX 1128 寸*~ミ口1!1 折数 両面刃物痕

SX 531日 ;fUII*~系中世間， 査護市i 11[1き 4ワ4 SE 1ω8 木製品 桁教 片面刃物筏スギ

D sx 5~n8 現恵器系t[lm陶器蛮妥頴 l明き締め t定Itハンケ SB 2123 木製ι 阪t'1子 スキ

火~1í 5236 支器系[11位陶器 盗護緩 l引き締め 4
り
e SE 101市 木製品 仮r1子 スギ

P 

X1li 506J 瓦器系中段陶器 壷 口ク口 3 SX 5318 木製品 促1'1子

SK 611 滋μ美濃 陶器1111 kι宅[In SKP 28 木製品 箆IX木製品

9 臼 SD iOID お美濃 陶*~ml 大玄E 日 SX 5063 木製品 tH 黒色1持物あ1)
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['z] ~ ;11 1'1)1ト 湾問 i 分 iJI，Jf3 ノ ι知j行v i泣!日 ぷりぬ)リ11、 明日1]1) 話語 11立! ほお {告与
81 日L2luO I~; 製品 91 11 LT fi.1 品 町村、*裂品 s[，ifI!Iij" 
2 SL 1176 1* メ以~rl日][1 際 ~IH 60 木製品 抜本裂品
3D 701 木約 16 1¥1/¥ 本製品 1吉村、~;裂品
SL lli6 本製品 li MA fi5 1、に1[1口Jfl 阪抜本製品 ;まjl品1)

日 SL 2100 本制ぎ之i口m 根 18 L~l *製品
6 SL 2100 本主 仮抜本製品 92 LH 59 木製品

松iヌIj造本材裂品SX 5050 本市t.札i口iiij 2 :VIA 本裂品
SX 506:1 本裂品 本札 穿孔あ1) zq j 木製品 農兵Wi?
SX 5051 I~ 製幻 本位 穿孔あ1) 乱1 本製品!1 木製品

10 SE仏581)，;~!~J l~lU;製品 ~IC 18 木製品 模配本製品
11 SL 1 一小一制江口口11 日間 呉か ;} 本型品 IJ子民

81 SE 11日本制手とf灯m 仮付 hlF 65 本製品 仮tJ~~:2~iJi;
2 I SKP 361 本製品 夜 ハリギ1) 司 ~IE i小知~1{~-fl 待状本製品
SE 1 木製品 前 L'¥ :15 木製品 座主型? 穿孔11)
5E 3003 木製品 ilj鐙ItL

心去り 硝111日 SE出似 lω SKP m8 建築材
!lt?1i1付1 
大面取り

スギ SKP 407.1 法築材 大樹l[(1) 心去1)，年総59
扇 スキ SKP 1175 建築材 tt:H 大雨l[xり 心去I)，i[:議l泊

SE ;100:) 木製; 民 5KP 2136 建築付 れH Jiiili取り 心去りj硝71
SE 4092 本製品 !][![[i 日 SKP .1179 ti付 大iiul!ZIJ 心去I)，if:議135

2 SE 30日 11品 加工t1 lfJl SKP 5071 作築1ノ1 H材 抗 心去会19
SE 43幻木自~Rrlコ 加工t1 把千? 2 SKP 4070 建築材 !)[JIH 情造fr 心去1).'j:議175
SE 4(沿3 本製品 際lI~*製品 ス干 リ 建築H I][J工科 脚 心持ち，'F翁17

日 SE 1ω。 木製品 !]il工付 102 欠番 682 刻片Ii*~ 制器
6 SX 5063 木製品 尼子 3E 2051 朝日十行総 部!i-
SE 3001 |木製品 前科 スギ けつ SL 3032 事1):右~* 剥!i
SE 1仰5|木製品 加工付 日KP1:J27 調IHi器 刻)1
SE 3017 木制三氏U口口 阪伏木製品 3 SliP 4327 出!片石器 部片

10 SL 3002 木~nlIJ 自在 ~lE 50 )'11)1石器 剥片

SKP 5067 1* そ武村n口u 諸処
jlilH石器 的経11 

MA 15 事I)"，-fi(，:: 百数
86 SE 3015 本市~IT~ 相llH 9 E 剥)lfjr，ii 五倍
2 3E 3006 1* 理~!~品 加工tT H1人1) 10 [:11片石器 6推
3 日L3002 木製品 加工付 11 ~IB 38 jlfJl:-rj器 箆状(jit~ トランシェ係6器?
SE 4111 木乙H口!日 加工H L~l 31 剥J:1~6mi 1]11器
SE 2 木製品 7HJ日 13 MP 82 剥J~己器 iillii 
日L3切2 本製品 lJ子Jf; ME 51 訓片石器 IJヌi旦飢i

" SEm9 本製品 銭形 ilj片石器 削器
SX 5063 木製品 士小告立1!日JIJ 16 (:j裂l iWUi製品

日 SL i 木製品 本針 SX 4329 :fi ~161 行製品
日 SL 1 木製品 糾; 18 MG 50 製品 石製品
SX 5050 本~Qリ幻f日! 矢形 ス干 19 MD 15 仁レ卸えiロ[]ロ 百裂品

日 SX m8 1* 製品 7]1[; 10:1 LQ 28 採石器 砥6
Q 3D 701 木製品 加工付 SX 5318 際石器 乱¥lj

88 MD仰木製品 一 d η ~lD 62 篠山ii 砥石
LP 85 木製品 下 MD 61 器 砥石

3 木製品 下駄 日 SE u19 熊石器 砥石
LP 85 木告手lミjロ口臼 F~li L T 42 採石器 ;日

日 ~lD 18 1* 部品 下Vi SE 2123 その他 7イ:明日

MO 65 木製品 下駄 日 SKP66.1 際6器 礎石
89 LE 32 木ミiロ口口 下駄 。 MI85 採石器 51111 政面保付着

~1E 51 liI 製品 足 101 SE ，1ω5 製品 TJ子
lIF 48 木製品 街 イス/干 SK 5036 町位指立IJ町口 乃子
MD 90 木製品 街 {スノキ υ 。 SKP .1153 鉄製品 情

日 LS 11 木民1日1口1 SX 5063 鉄製11 7]子
MA 木製品 情IIl1i:fi ID ロクロ 内外語黒J会 日 SL llifi 全広λ土器1良'J口口11 設j~

F吟

LL 32 木制手[口] 包 足品! 石製品 ó~ 
MA 81 木製品 足的 石製品 鋭

LPω 木製品 機1m顎 B ロク口 内外国黒法底部ロクロrr¥iNあ1)
10 木製iji 協i目頴 A ロクロ 内福知名、外i出黒

11 MD 本製品 1111 B 口7口
[ljJI弱点応部自クロ爪浪あ
1)，ケヤキ

12 WI日本制Z毛口口口 IIIl A ロクロ 内i面朱波、外i羽黒I:I:，7ナ民
日。 MG 11; 市ロ11ロ 仙川 A ロクロ i怖jjla平、 71[1雨黒ブナ属

しJ41 木製品 ロ?口 内外IT目黒ブナ属

!ilG 89 木製品 言主 ロク口 内外[語払ト1:治11，フナ属
木製品 !蓋 ロクロ [IJ71街累→上ナ属

木製品 ロケロ 内外語黒はご?墨書?フナ寝

欠番 i1 木製品 l柏 ト;雨万物震

木製品 重1 黒色付着物品1)
日i !ilF 19 1'1; 口1コ口 出物依 B 

NK 81 木製品 車1

iVlL 62 1* f立E日mロ If制使 B 
~IN 64 11¥ 製ロ [11[171底 B

日 LD 36 木製品 [111物底 B 

MD 18 1* [ill物底 E I'J71而黒点
!ilG 50 木製品 [1胸底 B 

8 LQ 13 木製品 木製品

Ml88 本~1S 木製品

10 MF 19 本出Jι1口r口! 持j!;木製品 [たりあり

11 !iIA 65 本製品 聞は製品 手孔あ1)

12 LL 31 木製品 !@~木製品
13 LK 32 11; 1玄5、11口日口 !日jg木製品 手孔あ1)
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第 5章 自然科学的分析

第 l節 秋田県観音寺廃寺跡出土木製品の樹種調査結果

側吉田生物研究所汐見

岡田文男

1. ~.式料

試料は観音寺廃寺跡から出土した建築材1点、容器24点、 装飾具4点、 不明

品8点の合計41点である。

2.観察方法

剃刀で木口(横断面)、柾白(放射並行面)、板目(接線断面)の各切片を採取し、プレパラートを作

成した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

3 .結果

樹種同定結果(針葉樹1種、広葉樹4種)の表を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1 )スギ科スギ属スギ (Cryptomeriajaponica D.Don) (遺物No.8，___， 12，14， 15，20，23，41) 

木口では仮道管を持ち、早材から娩材への移行はやや急で、あった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に

並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型でl分野に1，___，3個ある。板目では放射組

織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四園、九州の主と

して太平洋側に分布する。

2 )ブナ科ブナ購 (Fagus sp.) (遺物No.17，18，28，33'___'35，38，39)

散孔材である。木口ではやや小さい道管(，___，110μln)がほぼ平等に散在する。年輪の内側から外

側に向かつて大きさおよび数の減少が見られる配列をする。放射組織には単列のもの、 2，___，3列のも

の、非常に列数の広いものがある O 柾自では道管は単穿孔と階段穿孔を持ち、内部には充填物(チロー

ス)が見られる。放射組織は大体平伏細胞からなり向性である。道管放射組織間監孔には大型のレン

ズ状の壁孔が存在する。板目では放射紹織は単列、 2，___， 3列、広放射組織の3種類がある。広放射組

織は肉眼でも 1，___， 3 rnrnの高さを持った褐色の紡錘形の斑点としてはっきりと見られる。ブナ属はブナ、

イヌブナがあり、北海道(南部)、本州、四国、九州に分布する。

3 )ニレ科ケヤキ属ケヤキ (Zelkovaserrata Makino) 

(遺物No.2，___，7， 13，21，22，24'___' 27 ，29，32，36，37 ，40) 

環孔材である。木口ではおおむね円形で単独の大道管(，___，270μm)がl列で孔国部を形成している O

干し圏外では急に大きさを減じ、多角形の小道管が多数集まって円形、接線状あるいは斜線状の集団管

孔を形成している。軸方向柔細胞は孔関部では道管を鞘状に取り回み、さらに接線方向に連続してい

る(イニシアル柔組織)。放射組織は1，___，数列で多数のすじとして見られる。柾目では大道管は単穿孔

と側壁に交互壁孔を有する。小選管はさらに螺旋肥厚も持つO 放射組織は平伏細胞と上下縁辺の方形

細胞からなり異性である。方形細胞はしばしば大型のものがある O 板日では放射組織は少数の1，___，3列

のものと大部分を占める6，___，7細胞子Ijのほぼ大きさの一様な紡錘形放射組織がある。紡錘形放射組織の
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ヒ下の端の細胞は、他の部分に比べ大型である。ケヤキは本州、 九州に

4 )マンサク科イスノキ属イスノキ CDistyliumracemosum Sieb. et Zucc.) 

(遺物No.1，l9，30，31)

る。

散孔材である。木口では道管 C'""-'50μm)がおおむね単独で、大きさ数とも年輪全体を通じて変化

なく平等に分布する。軸方向柔細胞は黒く接線万向に並び、ほぼ一定の間隔で規則的に配列している。

放射組織は1'""-'2列のものが多数走っているのが見られる。

柾日では道管は階段穿孔と内部に充填物(チロース)がある。軸方向には黒いすじの柔細胞ストラ

ンドが多数走っており、一部は提灯状の細胞になっている。放射組織は平伏と直立細胞からなり

である。板目では放射組織は1'""-'2細胞列、高さ'""-'lmmで多数分布している。イスノキは本州

四)、四回、九州、琉球に分市する。

5 )ウコギ科ハリギリ属ハリギリ CKalopanaxseptemlobus koidz.) C遺物No.16)

環孔材である。木口ではほぼ単独の大道管 C'""-'350μ が孔園部を形成している。子し圏外では小

波状、帯状に複合して分布している。柾目では道管は単穿孔を有し、内部には充填物

(チロース)がつまっている。放射組織は平状細胞からなる向性と平伏、践立細胞からなる異性とが

ある。板自では放射組織は1'""-'5細胞子lj、高さ'""-'1.6mmからなる。ハリギリは北海道、本州、四国、九

州、!に分布する。

島地謙@伊藤隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」 雄山関出版 (1988) 

島地謙@伊藤隆夫 「図説木材組織J 地球社 (1982) 

島地謙@須藤彰司@原田浩 「木材の組織」 森北出版株式会社 (1982) 

伊藤隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載備~倣」 京都大学木質科学研究所 (1995~ ) 

北村四郎@村田源 「原色日本植物図鑑木本編備@僚」 保育社 (1979) 

Nikon 

五!]]CROFLEEX UFX -DX Type 115 

134-
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ー/¥
イ和十
V

No 仮番 品名 樹種

7 1錆 マンサク科-イスノキ属イスノキ

2 8 漆り椀 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

3 16 漆塗り血 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

4 18 漆塗り直[ ニレ科-ケヤキ)高ケヤキ

b 20 漆り皿 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

6 21 漆り血 ニレ科ーケヤキ属ケヤキ

7 22 り椀 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

8 25 箆状木製品 スギ科ス 、属スギ

9 28 蓋(底板)状木製品 スギ科ス 、属スギ

10 29 漆り板 スギ科ス 、属スギ

11 37 棒状木製品 スギ科ス ‘属スギ

12 38 棒状木製品 スギ科ス スギ

13 45 漆塗り血 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

14 47 部材 スギ科スギ属スギ

15 48 つまみ付木製品 スギ科スギ属スギ

16 52 凹みのある材 ウコギ科ハリギリ属ハリギリ

17 漆塗り椀 ブナ科ブナ属

18 61 漆り椀 ブナ科ブナ属

19 60 1鮪 マンサク科イスノキ属イスノキ

20 62 柄杓 スギ科スギ属スギ

21 63 漆塗り椀 ニレネヰケヤキ属ケヤキ

22 70 漆器 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

23 72 しゃもじ形木製品 スギ科ス 、属スギ

24 73 円盤状木製品 ニレ科ケヤキ ケヤキ

25 74 漆器 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

26 78 漆器皿 ニレ科，ケヤキ属ケヤキ

27 79 血 ニレ科，ケヤキ属ケヤキ

28 漆塗り木製品 ブナ宇トブナ属

29 3 漆塗り毘 ニレネヰケヤキ属ケヤキ

30 4 櫛 マンサク科イスノキ属イスノキ

31 6 結I マンサク科イスノキ属イスノキ

32 9 漆塗り椀 ニレ科ケヤキ ケヤキ

33 19 漆塗り盟 ブナ科，ブナ属

34 30 漆塗り椀 ブナ宇トブナ属

35 41 漆器椀 ブナ科-ブナ属

36 69 漆器高台付皿 ニレ科-ケヤキ属ケヤキ

37 75 漆器皿 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

38 76 漆 り木製品 ブナ科-ブナ属

39 77 漆器 ブナ科ブナ属

40 底部穿孔木製容器 ニレ科ケヤキ属ケヤキ

41 祭紀具 スギ科スギ鶴スギ

円

ο
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第 2節 観音寺廃寺跡の自然科学分析

パリノ e サーヴェイ株式会社

はじめに

は、横手盆地西部の山裾に立地する、古代から中世の遺跡である。 により

も含まれて土坑、溝、 、水場などが検出されている。土坑の中には、トイレの可能性がある

いる。また、各遺構からは、該期の遺物が検出されている。

今回の自然科学分析調査は、各遺構の年代に関する資料を得るために、遺構から検出された王に

構構築材と考えられる炭化材および、木材について、放射性炭素年代測定を行う。また、遺構構築材や

木製品の用材を検討するために、樹種同定を行う。さらに、遺構の埋積時期を検討するために、

覆土中に認められたテフラに由来するブロック状堆積物のテフラ分析を行うとともに、 トイレ遺構と

考えられる土坑の用途を検証するために、寄生虫卵分析および種実分析を行う。

1 .試料

( 1 )放射性炭素年代測定

試料は、各遺構から検出された炭化材、および木材試料の試料番号1~29 (AMS-1 ~29) の計29点

である。試料の詳細は、年代測定および樹種間定の結果とともに、表 1に示す。なお、年代測定 (A

MS法)に用いる試料と樹種間定のみに用いる試料は、いずれも試料番号 1から通し番号が付されて

いたため、年代測定試料については iAMSJ、樹種間定試料については iWJをそれぞれ試料番号の

前にハイフォンで付す。

( 2 )テフラ分析

テフラ分析を行う試料は、 SE3(試料番号 1)、 SDl176の7 9層(試料番号 2~ 4)、SKP442

7の試料番号 5 、 SK5063の試料番号 6 の合計 6 点である。この中で、試料番号 1~4 はにぷい黄褐色

シルト質砂、試料番号5は暗灰黄色砂混じり粘土、試料番号 6は黒褐色砂混じりシルトで、いずれも

テフラに由来するブロック状堆積物と考えられている。

( 3 )寄生虫卵分析@種実同定

試料は、 SK3038の4層(試料番号 1)、 SK4131の6層(試料番号 2)、 SK4024(試料番号 3)の

3点、である。この中で、試料番号1は黒褐色シルト、試料番号2、3は黒褐色砂混じりシルトで、試

料番号1、3には植物遺体が比較的多く含まれ、試料番号2には炭化物が含まれる。

( 4 )樹種同定

試料は、年代測定 (AMS法)に用いた試料から分離した29点と、樹種間定用の試料10点である o

AMS試料のうち、 AMS-L，3" 6" 8~10、 11"-'21、 23は炭化材であった。また、 AMS-11には生木と

炭化材の両方が認められた。

2 .分析方法

( 1 )放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定は、(株)地球科学研究所を通じて、アメリカ合衆国ベータ社 (BETA ANALY 

TIC INC.)が加速器質量分析法 (AMS法)によって行う。半減期はLIBBYの5568年を使用し、

年代値は1950年を基点として何年前 (y.B.P.)かを算出する。今回は試料炭素の13C/12Cの原子比を

136 



第 2節 観苦寺廃寺跡の自然科学分析

し、標準にPDBを用いてδ13Cを算出する。さらに、 δ13C値から同位体効果に

よる年代補正を行う。また、誤差は、標準偏差(1σ)に相当する年代である。

( 2 )テフラ分析

試料約20gを蒸発血に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄

みを流し去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察

する。テフラの本質物質であるスコリア@火山ガラス@軽石を対象として観察し、その特徴や含有量

の多少を定性的に調べる。火山ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類

する。各型の形態は、バブノレ型は薄手平板状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるY字状の高まりを

持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非

に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。火山ガラスの屈折率測定には、

度変化型屈折率測定装置“MAIOγ， (古津， 1995)を用いて、 30片程度を目標として計測する。

( 3 )寄生虫卵分析

試料15ccを量りとり、重さを測定して分析用試料とする。これについて、水酸化カリウムによる泥

化、簡別、重液(臭化亜鉛:比重2.2)による有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去の順

に物理@化学的処理を施し、濃集する。残溢をグリセリンで封入してプレパラートを作製し、光学顕

微鏡下でプレパラート全面を操作し、出現する全ての種類について同定@計数する。なお、分析過程

の各所で、重量や容積の測定を適宜行い、堆積物1ccあたりの検出個数を求められるようにする。

( 4 )種実問定

試料が全体的に少なかったため、分析には各試料とも100g秤量する。数%の水酸化ナトリウム水

、溶液に入れて一昼夜放置し、試料の泥化を行う。これを0.5rnrnの簡を通して水洗し、それぞれ残澄を

集める。残讃を双眼実体顕微鏡で観察し、種実遺体を抽出@同定する。これらは、種類ごとに瓶に入

れて、ホウ酸とホウ砂を混合した水溶液中に保存する。

( 5 )樹種同定

剃刀の刃を用いて木口(横断面) .柾日(放射断面) .板目(接線断面)の 3断面の徒手切片を作

製し、ガム@クロラール(抱水クロラール、アラビアゴム粉末、グリセリン、蒸留水の混合液)で封

入しプレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察@同定する。

炭化材は、 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴

を観察し、種類を同定する。

3.結果

( 1 )放射性炭素年代測定

結果を、表 lに示す。得られた放射性炭素年代億は、 A.D.1950からの年数でみれば、 4点の試料

を除いてほとんどが 8'"'-' 12位紀の年代を示し、中でも10'"'-'12世紀の年代を示す試料が多い。一方、 A

MS-1、AMS-2およびAlVIS-4は17-世紀半ば、 AMS-24は16世紀半ばの年代を示す。また、同一遺構の

試料でテフラ分析も行っているAMS-23の年代値は、 10世紀半ばを示す。
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表 l 放射性炭素年代iJlll定および樹種田定結果

試料番号
SKP37 (並出士び

状態 用途 出種 :q三代値 δ13C 補正年代1直
A恥1S-1 炭化材

スクギリ
290::1::50 -25.4 280土50

AMS-2 SK61l (~i立物]主体多数) !木 290::1::30 24.2 300土30

AMS-3 SN284 (SKP37の;lfzひヒ) 炭化材
ヒノキ科

900土30 25.4 890土30
カエデi員

AMS-Lj SKP1175 (臼みホゾ) 生オミ ヤナギ属 330ごと30 27.4 290ゴニ30

SKP4179 (八角) "tオミ スキ; 910こと30 -23.3 940ゴニ30

SE1 
主炭|三化木材

不明 730::!こ30 17.4 
土こ3300 

AMS-7 SE2 スギ 890土30 25.0 

AMS-8 SE2051 炭化材 ブナ}扇 910土30 23.3 
土土33 0 0 

AMS-9 SE2112 炭化材 ヒノキ科 960ごと30 24.3 

AMS-10 SE3003 炭化材 ブナ!高 990土30 26.4 970士30

AMS-ll SE3004 
生木 ヤマクワ

960こと30 26.1 940こと30
炭化材 クリ

AMS-12 SE3047 炭化村
不ク明リ

970土30 25.4 960ごと30

AAA恥日
SE4002 炭化材 出 24.6 840土:30

SE4003 
炭炭化化材材

ヒノキ科 1000::1::30 I -25.5 990土30

SE4008 スギ 840::1::30 I -23.7 860土30

AMS-16 SE41 11 炭化材 スギ 990土30 970ゴニ30

AMS-17 SE4119 炭化材 ブナ属 930土30 900土30

AMS-18 SE4428 炭化材 スキ: 920土30 -23.7 940土30

AMS-19 SE5186 炭化材 スギ 1120土30 -23.8 1140こと30

AMS-20 SE5187 炭化材。 トチノキ 950土30 24.4 960ゴニ30

AMS-21 SE5188 炭化材 ヒノキ宇| 880土30 25.6 870土30

AMS-22 SE4428 (水i号) 生木 スギ 870土30 23.8 890土30

AMS-23 SK5063 (落ち]斗み) 炭化材 [不明 1010土30 28.4 950土30

AIVIS-24 SKP361 (凹み礎板) 子|三木 ケヤキ 400こと30 25.2 400土30

AMS-25 SE4005 (井二円枠18) 生木 I }I:戸 1:!~ スギ 800土30 -23.0 830土30

AMS-26 SE5055 生木 木1:tlし四 スギ 1170土30

AMS-27 SKP4364 生木 スキ: 910土30 -26.4 I 890::1::30 
AMS-28 SKP3038 (トイレ) 生木 スキ: 790土30 23.3 820土30

AMS-29 SX3001 (板組み水l易7) 木 外iJtlJ木枠上部 スギ 940土30 22.2 990土30

W-1 SKP4179 生木 スギ

W-2 SK4428 (水場) 主主木 スギ

W-3 SKP4175 生木 スギ

W-Lj SK4131 生木 木製品 スギ

W-5 SE2051 主主木 曲物 スギ

W-6 SX3001 (板組み水場7) 生木 外側木枠上部 スギ

W-7 SE2051 生木 井戸枠 スギ

W-8 SK3038 生木 スギ

W-g SE4005 生木 井戸枠 スギ

W-10 SKP38 |生木 クリ

(1)年代値は、 1950:):1三を基点とした値。

( 2 )誤差:標準偏差 (ONE SIGMA)に相当する年代。

( 3 )δ 13C: 試~q炭素の 13C/12C開資比を質量分析器で測定し、標準にPDBを用いて算出した値。

( 1) )補正年代値は、同位体効果の補正を行った値。

( 5 )放射性炭素の半減期は、 LIBBYの5688年を使用。

表 2 テフラ分析結果

試番料号 遺構名 隠名
スコ 1)ア 火山ガラス

豆主
主主主民主 色調・形態

l SE3 +時ト十十時十ト十十
c)'pm， C)'bw>> br'pm，旬、'bw

日二
7層 c)'pm，c)・bw>>br'pm， br'bw 

SDl176 8 J言 十十十 c)'pm，c)・bw>>br'pm， br'bw 

9層 十ト+-1 c)'pm，c) ・bw>>br'pm， br'bw 

b SKP4427 十 c)'pm， C). bw 

6 SK5063 H 十十 c)'pm， c) ・bw>>br'pm， bl噌・bw

凡例 一:含まれない. 十:微量. ート十:少量. 十十十:中量. ートート十→:多量.

W:白色. g.良好 sg:やや良好. sb:やや不良 b'不良.最大粒径はIlIIl1

cl:無色透明. br:褐色. bw:パフル型 pm:軽石型.

( 2 )テフラ分析

各試料の観察結果を、表 2，こ示す。

軽石
エ主ヨiま 色調・発泡度 最大粒径
十十十十 W'sb~b 1.5 
十十十→ W・ sb~b 1.5 
ト十十ト W'sb~b 1.3 
十4ト W'sb~b 1.3 

|十 W'sb~b 0.8 
十十十十 W'sb~b 1.5 

Cocle No 

Beta -138814 

Beta 1~i8815 

Beta -138816 

B巴ta-138817 

Beta -138818 

凶凶幻1 9 0 l 2 

Beta -138824 

Beta -138825 

Beta -138826 

EE B8 巴日eet七t同aa、1111 3期引87 9 ) 

Beta -138831 

B巴ta-138832 

Beta -138833 

Beta -138834 

Beta -138835 

Beta -138838 

Beta -138839 

Beta -138840 

出来する
テフラ

To“a 

To-a. B-Tm 

To-a. B-Tm 

To-a， B-Tm 

To-a 

To-a， B但Tm

の試料に火山ガラスと軽石が含まれ、スコリアは認められなし '0 火山ガラスは、試料番号 1~

4、6に多量の火山ガラスが含まれる。これらの試料に含まれる火山ガラスは、全て同様の特徴を示

す。火山ガラスは、無色透明の軽石型が最も多く、無色透明のバブル型が次に多い。また、同じ形態

で褐色を呈するものも まれている。試料番号5には、 火山ガラスが含まれている。これ
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試料番号5

10 

まれている火111ガラ以外の
試料醤号 1

10 ヒパブに無色透明スと

ものは認めらあるが、

4~6 に2、l、れない。

しついて火山ガラス
1. 520 1. 510 1. 520 1. 500 

試料番号6

10 

1. 510 1. 500 

試料番号2たところ、ほとんどが1.503-1. 507の

2、

一、3?ιuu 

られる (1認1)。

6には1.512-1.519のや

折率をもつもの

しているが、範囲

4、

1. 520 1. 510 1. 500 1. 520 し510

44 
口
す

∞

番

・p
h
υ
J
1
恥

l

i

t
作

。
各
一
一
目

5については、検出される

火山ガラスの数が少ないため、

用のプレパラート内に認められた 3

6に多

個のみ測定した。

軽石は、試料番号 1~ 3、

1. 520 

火山ガラス屈折率の頻度分布
各グラフの横軸は屈折率、縦軸は測定個数を表す。

1. 510 

図 1

試料番号5

まれる。試料番号 1~4 、

試料番号4に

は、粒径の淘汰6に認められる

は、最大径が0.8rnrnとほとんどが1.0~1.3rnrn程度で、ある。試料番号5に認められるが良好であり、

と比較して粒径が小さい。認められた軽石は全て白色を呈し、発泡はやや不まれる{也の試料lこ

良~不良である。

( 3 )寄生虫卵分析

結果を表3と図 2Iこ示す。試料番号2は保存状態が患いが、他の 2試料では化石の保存状態はよかっ

た。試料番号 lでは、 1ccあたり 1万個を越える寄生虫卵が検

その他鞭虫卵も検出されてい出されたが、大部分が姻虫卵で、

ソパ属やイネ科が多く、る。花粉化石は草本類がほとんどで、

シソ科なども者千みられる。試料番号 2では、寄生虫卵は全く

られず、また花粉化石も風化の進んだ個体が若干みられる程

花粉化石
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図2 寄生虫卵@花粉化石の組成
堆積物 1ccあたりの個数に換算して示す。なお、構Oは20個未満を示す。
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度である。

粉化石

C 4 ) 

3では、 rt!回虫卵、鞭虫卵、肝吸虫卵が検出されるが、量はごくわずかである。

イネ科が多く、木本花粉ではスギ属、ブナ!需が多少検出される。

4 iこ示す。種実遺体は試料番号 lから多量に検出される

が、その他の試料からはほとんど見られない。以下に検出され

類の形態的特徴を示す。

e ヤマグワ CIv10rusaustralis Poiret) クワ科停

種子が検出された。褐色。大きさは 2mm程度。倒卵型、表面は平

滑で側面の隅に突起がみられる。

@マタタピ属 CActinidiasp.) マタタピ科

種子が検出された。黒色。側面観は長楕円形。大きさは 2mm程度O

ヤマグワ

キイチコI長;
マタタビl詰
ブドウ属

タラノキ

ニワトコ

革本類
イネ

タデ属

アカサ下|

エコマ
メロン頬

メナモミ属

}

)

門

i

1
i
「

b
H
A
η
ο
1
i
1
i

6

4

1

上

表面は硬質で光沢があり、丸いへこみが不規則に配列しているように見える。網目は基部の付近では、

細かく縦長になる。

@キイチ CRubus sp.) バラ科

種子が検出された。褐色。大きさは、 2mm程度。半月形で、

は、荒い不規則な網目模様でおおわれる。

@ブドウ属 CVitis sp.) ブドウ科

種子が検出された。黒色。大きさは 4mm程度。 心臓形。腹面には中央に縦筋が走り、その両脇には、

に「へそ」が存在する。表面全体

楕円形に深くくぼんだ穴が存在する。背面には中央に「さじ」状の「へそJがあり、「へそj回りは

くぼんでいる。

@タラノキ CAraliaela ta CMiq) Seemann) ウコギ科

核が検出された。茶褐色で側面観は半円形、上面観は卵形。長さ 2mm程度O 核はやや厚く硬い。核

の表面には、不規則な痛状突起がある。

属

@ニワトコ CSambucusrasθmosa L. subsp. sieboldiana CMiquel) Hara)スイカズラ科ニワトコ

種子が検出された。 長楕円形で、大きさは 2mm程度O 下側に瞬があり、表面には横軸に平行

な、しわ状の模様が存在する。

@イネ COryzδ sativa イネ科イネ属

炭化した経乳が検出された。大きさ4mm程度O 楕円形であるが、月五の痕跡部分が、欠けたように見

える。表面には数本の筋がみられる。

@タデ属 CPolygonum sp.) 

果実が検出された。大きさは 21m日程度o 3陵形で表面は薄くて堅く、ざらつく。

@アカザ科• CChθnopodiaceaθsp.) 

種子が検出された。黒色。側面観は円形で、上面観は凸レンズ形を呈Lている。大きさは 1mm程度O

側面に「へそJがある。表面は、細胞が亀甲状に配列している構造がみられる。タデ属

@エコ、、マ CPerillafru tθscθns (L) Bri tt. var. fru tθscθns) シソ科シソ

果実が検出された。 大きさは 2mm程度O いびつな球形で、先端に「へそ」が見られる。
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には、荒い 川
口 ある。

@メロン知 (Cucumi.sme10 L.) ウリ科キュウリ

された。大きさは 7mm程度。側面観は楕円形、

的平j骨である。

はや 円形。 は比較

(Siθgθ.sbθckia sP.) キク科

大きさは2.5mm程度O 情円錐形で先端部が曲がる。

る。縦軸方向に平行に多数の溝がみられる。

にはおおきな楕

@メナモミ

円形の「へそ」

( 5 ) 

1髭種同定結果を、表 1に示す。 AMS-6"13、23の3点は、いずれも保存状態が惑いために、木材

組織を観察することができず、不明とした。その他の試料は、針葉樹2種類(スギ@ヒノキ科)と広

葉樹 7種類(ヤナギ属@ブナ属@クリ@ケヤキ@ヤマグワ@カエデ属@トチノキ)に同定された。各

種類の主な解剖学的特徴を、刀、下に

@スギ (Cryptomθriajaponica (L. f.) D. Don) スギ科ス

仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、娩材部のIIJ語は比較的広し1。樹脂細胞がほぼ娩材部

に限って認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞の援は滑らか。分野壁子しはスギ型で、

1分野に 2'"'-'4個。放射組織は単列、 1'"'-'15細胞高。

@ヒノキ科(Cupressaceae) 

仮道管の早材部から娩材部への移行は緩やか~やや急で、晩材部の!隔は狭い。樹脂細胞が晩材部付

近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁子しはスギ型~ヒノキ

型で、 l分野に 1'"'-'4倒。放射組織は単列、 1'"'-'10細胞高。

@ヤナギ属 (Salix) ヤナギ科-

散孔材で、道管は年輪全体にほぼ一様に散在し、年輪界付近でやや管径を減少させる道管の分布密

度は高い。 は、単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、単列、 1'"'-'15細胞高。

@ブナ蹟 (Fagus) ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に 2'"'-'3個が複合して散在し、年輪界に向かつて径を湾rr減す

る。道管の分布密度は高し1。道管は単穿孔および階段穿孔を有し、壁孔は対列状~階段状に配列する。

放射組織は向性~異性III型、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

@クリ (Ca.stanθacrenata Sieb. et Zucc.) ブナ科クリ

環干し材で、孔闘部は 1'"'-' 4列、孔閣外でやや急激~緩やかに管径を減じたのち、漸減しながら火炎

状に配列する。 道管は単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、 1'"'-'15細胞

@ケヤキ (Ze1kovasθ1々rata(Thunb.) Makino) ニレ科ケヤキ

環干し材で、孔国部は 1'"'-' 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合しj妾線@斜方向

の紋様をなす。 は単穿孔を脊し、 は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性III型、 1'"'-' 8細胞IIJ語、 1'"'-'40細胞高。結晶細胞が認められる。

@ヤマグワ (NIoru.sau.stralis Poiret) クワ科クワ

環孔材で、孔園部は 1'"'-' 3列、晩材部へ向かつて緩やかに管径を漸減させ、のち塊状に複合する。
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し、 に配列、 にはらせん肥!享が認められる。放射組織

1 '"'-' 4細胞ljJ菌、 1'"'-'30細胞高で、しばし 。

@カエデ、間 (Acθ1う カエデ科-

散孔材で、管壁は薄く、横断面で 張った楕円形、単独および 2'"'-'3個が複合して散在し、晩材

部へ向かつて管径を存続減させる。 し、壁孔は対列~交互:1犬に配列、内壁にはらせん

られる。放射組織は

が認められる。

1 '"'-' 6細胞111語、 1'"'-'30細胞高。木口面で、不規則な帯状の紋様

・トチノキ (Aesculusturbinata Blume) トチノキ科トチノキ属

散孔材で、 く、横断面で った楕円形、単独または 2'"'-'5個が複合して散在し、年輪

界付近で径を減ずる。 道管は単穿孔を有し、

放射組織は向性、単列、 1'"'-'15細胞高でやや

に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。

に配列する。

( 1 ) による

の は、ほとんどの試料が 8'"'-'12世紀の年代

に広く分布している。 T0 -aの火山ガラスの

田ほか， 1981)。

し、中でも10'"'-'12世紀の年代を示す

は、1.499-1.508とされている(町

T 0 -aを噴出した際の十和田カルデラの は、 Hayakawa(1985)により、以下のように

まとめられている。噴火活動の初期に しており、この降下堆積物は大湯 l軽石と

名付けられている。その後大規模な火砕流が発生し、 しfこO こnは、

内火砕流と呼ばれている。そして、この火砕流が発生した際に噴出した多量の細粒火砕物が、降

下火山灰として堆積した。これは、大湯2火山灰として記載されている。その後小規模な噴火があり、
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その降下堆積物が大湯 3軽石として記載されている。十和田カルデラから遠稿地においです o aと

して認識されているテフラと、これらのテフラとの正確な対比をHayakawa(1985)では行っていな

いが、遠隔地で認められるテフラは、パフソレ型火山ガラスを含む細粒の火山ガラスからなることなど

から、大湯2火山灰に対比される可能性がある。また試料中に認められた軽石は、おそらく大湯 1

石の細粒部に相当すると考えられる。

また、 T0 -aの屈折率の範囲外にわずかに認められた火山ガラスは、形態および賠訴率と町田ほ

か(1981)、町田 e新井(1992)等の記載から、白頭山苫小牧テフラ CB-Tm:町田ほか， 1981)に

ると考えられる。 BTmの給源は朝鮮半島北部に位置する白頭111で、あり、火山ガラスの

は1.511-1.522とされている(町田@新井， 1992)。このテフラは、日本では東北地方北部から北海

にかけて分布しており、東北地方北部で、はT0 -aの誼上に薄層として確認されることが多い。 B-

Tmの噴出年代は、 A.D.947年と考えられている(早川@小111，1998)。

今回分析した全ての試料中には、 T0 -aに由来する火山砕屑物が含まれており、特に試料番号 5

を除く 5試料には多量に含まれていた。したがって、これらの試料が採取された各層は、 T0 -aが

降下堆積したものがそのまま保存された可能性がある。すなわち、遺構埋積時にT0 -aの降下堆積

があり、遺構の構築はT0 -a降灰以前のA.D.915年以前である可能性がある。ただし、このことに

ついては遺構埋積土および遺構層間の堆積土属の状況を考慮して、遺構や遺物の年代観の指標とする

ことが望まれる。さらに、試料によっては、微量のB-Tmの火山ガラスも検出された。 T0-aとBω

Tmとの噴出年代には、約30年程度の時間間隙しかないことから、両テフラ属のi習に形成される土壌

層も薄いと考えられる。そのため、植物根あるいはミミズやそグラなと、の小動物によって土層が撹乱

されることにより、 B-TmがT0 -a層に混入した可能性がある。

なお、試料番号5はTo司 aの砕屑物の含有量が少なく、 T0 -aとは関係ないと考えられる砕屑物

が多く含まれることから、 T0 -aが降下堆積したものがそのまま保存されたものとは考えにくい。

C 3 ) トイレ遺構の検証

トイレ遺構における微細な遺物に関しては、食用植物の種実(特に種ごと食するもの)や花粉、魚、

など、小動物の骨、食糞性昆虫、 1ccあたり5.000錨を越える寄生虫卵などがあげられている(金原@金

原， 1994)。

今回の結果をみると、 SK3038C試料番号 1)が上記の条件に該当する。寄生虫卵は姻虫を中心に

約12，000個検出されている。また、種実はマタタビ属、キイチゴ属、ブドウ ニワトコ、イネ、エ

コーマ、メロン類が可食植物であるが、このうちイネとエゴマ以外は種ごと果実を生食する。このこと

から、 SK3038底部の堆積物は糞便に由来する可能性が高く、この遺構はトイレ遺構であることが推

される。検出された種実のうち、マタタピ!語、キイチゴ属、ブドウ属、ニワトコ、メロン類、種ご

と食されたものが糞便中に混じったと考えられるが、イネは炭化米であることから、廃絶する時など

に周囲から混入したものであろう。また、エゴ、マは肢乳を食用とするため、食用の際には種子を破砕

するはずであるが、その際つぶされなかったものが糞便とともに排出されたものと思われる。なお、

花粉化石ではイネ科やソパ属などが検出されるが、糞便中に混じっていたものだけではなく、周辺域

から飛来したものもあると考えられる。一方、寄生虫卵は畑虫と鞭虫のみが検出される。このような

組成は、石川県鹿島町の大宮坊跡で行われた寄生虫卵分析結果でみられるが、その理由として、魚、や
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などの肉食をしなかったためと結論づけている(金原ほか， 1995)。寄生虫卵の組成と食生活の

係に関して検討すべき課題は多いと思われるが、これに従えば、トイレ遺構を使用していた集団は菜

食を中心とした食生活を送っていた可能性もあるといえよう。

SK4131 (試料番号 2)に関しては、寄生虫卵は全く検出されず、花粉化石の保存も悪し1。上記し

たようなトイレ遺構の残法は、好気状況下など風化が進みやすい場所では残りにくいため、分解した

可能性もある。今回の成果から、この遺構の性格を検討することは難しい。

SK4024 (試料番号 3)は、花粉化石はイネ科を中心に検出される。組成が試料番号 1と似ている

ことから、花粉化石群集は周辺植生を反映していると考えられ、イネ科をはじめとする草地が周辺に

していたと考えられる。また、ソパ属花粉の存在から、周辺でのソパ栽培も示唆される。

寄生虫卵はgl回虫卵、鞭虫卵、肝吸虫卵が検出されるものの、いずれも個数が少ない。また種実遺体も

ヤマグワが 1個体認められたのみである。したがって、この遺構に関しでもトイレの可能性も含めて、

遺構の性格を検討することは難しし iO

( 4 )遺構から検出された材の樹種

樹種同定の結果、合計6種類が確認された。これらの試料は、井戸枠、木枠、木製品、出物などで

あるが、多くは用途などの詳細が不明である。

用途が明らかな試料についてみると、井戸枠、木枠、板堺、曲物、木製品は、全てがスギであった。

このうち、井戸枠にスギが利用される例は、北遺跡でも確認されている(未公表資料)。本遺跡では、

用途不明の試料にもスギが多く認められることから、様々な用途にスギが多数利用されていたことが

推定される。スギは、払回柵跡でも柱材などに多数認められており(パリノ@サーヴェイ株式会社，

1991)、古代~中世にかけて大量に利用されていたことが推定される。また、各地で行われた井戸枠

や曲物の樹種同定結果を見ると、スギが比較的多く見られる(島地@伊東， 1988;伊東， 1990)。こ

の背景には、比較的大径木が得られること、加工が容易であること等が挙げられる。

用途不明の試料では、スギの他にも針葉樹のヒノキ科、広葉樹のブナ属、クリ、カエ

ヤナギ属、ケヤキ、ヤマグワが見られる。このうち、ヒノキ科には、加工が容易で耐水性の高し

が多く、井戸枠、曲物などの用途に多く利用されていたことが知られている(島地@伊東， 1988)。

したがって、これらの種類もスギと共に、井戸枠などに利用されていた可能性がある。また、

材では、クリが比較的多く見られる。クリは、強度や耐朽性に優れた材質を有し、払EB柵跡でも柱材

などに確認されている(パリノ@サーヴェイ株式会社， 1991，1993)。ブナ属、ケヤキ、トチノキは、

椀や血の木地として一般的な種類であり、各地で多くの報告例が知られている(橋本， 1979; 

1988)。本遺跡でもこれらの種類が、それぞれの材質を生かした用途に利用されていた可能性

がある。炭化しているものが多いことから、加工後の余材ーなどが燃やされた可能性もあるが、

では詳細は不明で、ある。今後、さらに用途などの詳細が明らかになった段階で改めて検討したい。
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第 6章観音寺廃寺跡の掘立柱建物跡

八戸工業大学 島成{有

l はじめに

今年の春に、秋田県埋蔵文化財センターの担当者の方がみえられて、この廃寺跡の図面をみせてい

ただき、お話を伺うことができた。膨大な面積をもった調査区のなかで、その南西部において12世紀

半ばといわれる柱根が出土しておるということであった。また、それらからは約150.0mほど北の方

角で、いま一つの柱穴の群がるところがあり、そこからも柱根が出ていることや建物跡のあるらしい

ことを向ったのである。それからしばらくして、詳しい図面や出土した柱根の写真や木簡などの資料

を送っていただき、 7月始めころから、建物跡の検出に努めたのであった。

「観吾寺廃寺跡」と称するこの遺跡は、その膨大な面積のなかで、 12世紀中頃とされる柱根の出土

した辺りと、 16世紀ころとされる北側の柱穴が群がっている一角が主なところとなり、その他には、

これといった建物跡の検出はできなかった。

ここでは、検出した大小の建物跡28棟を全部取り上げるのではなくて、そのうちの主なものを挙げ

て、その間取りの特色や規模や柱間寸法などについて、その概略を述べることとした。そのなかでは、

検出された建物跡の形態と内外部の間仕切りの様子を述べ、さらに柱間寸法について、また、棟の方

向などについても述べてみたい。これらは建物跡の平面形態を決める必須条件であり、それらによっ

て、その建物跡がどのようなものであったのか、ということが想定される場合もあり、また、もしか

するとその時期までもが想定することもできるのである。

この小考をなすにあたって、秋田県埋蔵文化財センターの担当者の方々には、大変なお世話を頂い

たことを記して、謝意を表したい。先日センターを訪れた際にも、出土した柱根をみせていただくな

ど、極めて親切にご指導をいただいたところである。また、遅延しがちな私の原稿を待っていてくだ

さり、感謝の言葉もないような状態である。

八戸市博物館の佐々木浩一氏からは、いつもながら、建物跡の検出にあたって、適切な助言をいた

だいた。また、本学大学院生の中村隼人君にも、さまざまの事柄でお世話になった。ここに併記して、

感謝の意を表することとしたい。

2 南西部の建物跡

遺跡の南西側で、 12世紀半ばとみられている柱根をたくさん出土した柱穴による建物跡で、 SB05

掘立柱建物跡と名付けているものと、その東側や南側、さらには西側に群がっている建物跡である。

先日、センターを訪れた際にみせていただいたのであるが、 SB05の柱穴から出上した柱根は、ス

ギの心去り材であり、ほぼ8.0寸ほどの角材を大きく面取りをしたものであった。そしてこの柱根が

1 ，.....， 2本ではなく、 7，.....， 8本もあることを知らされて、驚侍した次第であった。

その上部が面取りのままの角柱として伸びるのか、地上からは円柱に変わるのかということは、

時の技術としてはその両方ともに可能であり、不明であったがすごく立派なものであった。このよう

な柱を立てていた建物跡がどのようなものか、あるいは、その周辺にみえる建物跡群の詳細について
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述べてゆきたい。

SB05掘立柱建物跡:中央部の南によったところで検出されたもので、{3間に 3間}の大きな建物

跡である。柱穴の掘方も大きくて、まるで古代の掘立柱建物跡を思わせるようなものであり、そのな

かの柱痕もしっかりとしており、それらのなかで柱根をも出土したのであるから、そうとうな建物跡

であったのであろう。

建物跡、の内部は、{3間に 2間}の大きな部屋に、その南側に{3間に 1間}の庇が付いている形

である。柱間寸法も、桁行が26.5尺で {9.0尺十8.5尺+9.0尺}と大寸法を取り、梁間も21.5尺で {7.0

十7.0尺)と|可寸で並べ、庇の出も {7.5尺}となっている。

しかし、この建物跡を「仏堂」とみることはできなし1。その一つは建物跡に廻り縁の痕跡がみえな

いことである。この時期の仏堂で三間堂であれば、かならず縁が廻るのである。いまひとつには南側

に庇が出て奥に広い部屋が取られていることである。このようなことは仏堂には無いのであり、むし

ろ逆に奥を狭くしても前方を広く取るようにしているのが、この時期の傾向である。 以上のことから、

むしろ普通の一面庇建物跡とみて、波字志別神社とも関連するような、なんらかの住宅系統の建物跡、

を想定したほうが無難なようである。

この建物跡の南東隅のところに、「水辺祭最巳」を示すような箇所があり、それなりの遺物が出土し

ているという。もしかすると、ここに、人々が集まったり休んだりしたような、大きめの建物跡であっ

たのかもしれない。

先日知ったのであるが、滋賀@野路岡田遺跡にもこれとまったく同じような一面庇の{3間に 3間}

の建物跡が検出されており、 9世紀から11世紀のものとされていたが、やはり住宅系統のものとの解

釈をしているようであった (00.09.30、現地説明会資料)。

SB06掘立柱建物跡:さきのSB05のすぐ西隣で、なんとか続いたものとならなし1かとしたが、いま

のところ別棟の建物跡としておきたい。複雑な形であるが、梁間が{2関}の小規模なものであり、

桁行が{5間}となっている。寸法は、梁簡では5.5尺と7.5尺であり、桁行では8.0尺や6.5尺や9.0尺

などが用いられている。さきの建物跡、と棟方向の向きは直行しており、 SB05と続いて用いられた水

というか台目ITといったものかと考えている。その時期も同じころとみている。

SB09擁立柱建物跡:さきのSB05から東へ約30.0mのところで検出された。{3間に 2間}という大

きな部屋の西側に {1間に1間}の突き出しが付く形を示している。す法は桁行で6.0尺や10.0尺、 6.5

尺、 7.5尺がみられ、梁間では8.0尺と9.0尺とがある。棟方向はSB05とやや同じであり、時期もそれ

ほど変わらないのではなかろうか。

SB10掘立柱建物跡:さきのSB09と して検出された。やはり{3間に 2間}であるが、

柱穴が一つ欠けている。内部を 2室に仕切るような柱穴がある。寸法は桁行で6.5尺に9.5尺に6.5尺と

並んでおり、梁間では8.5尺に8.5尺であり、きちんとした並びである。棟方向は先のSB09とは商行し

ており、これまでにみたどれとも しないようである。

3 北西部の建物跡

よりや ったところでf会出されたものである。この辺りで検出され
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第6章

物跡も、やはり12世紀半ばころのものとされており、柱根を出土している柱穴も発掘されている。

SB14掘立柱建物跡: {2間に 1間}の建物跡に、その南東側に庇というようなものが付いている

形の建物跡である。一番南東側の柱穴から、 2本の柱根が出土しており、本体の身舎から離れた場所

からの出土であった。寸法は桁行で7.0尺に7.0尺であり、梁間では8.5尺である。棟方向も多少変わっ

ているようである。

SB15掘立柱建物跡:ここからいま一つが検出された。これも梁間{1間}の小規模な建物跡であ

る。{3間に 1間}のものであり、その東と西との二方向に突き出しがなされており、さらに南東に

は縁のようなものが付いている形である。柱間寸法は身舎の梁間で9.0尺を取り、桁行では5.0尺と6.5

尺と8.5尺と取っている。棟方向は、さきのものとは逆を向いている。

4 北端部における建物跡

調査区のもっとも北端部に柱穴の一群があったのであるが、ここから意外にいい形の建物跡が検出

されている。 16世紀に入ると言われていたところではあったが、いますこし時代的には下がるかとも

考えられるようなものもあるが、寺院と関連づけてみることができそうな建物跡がたくさん検出され

たのである。「観音寺廃寺」という名称は、この辺りのことなのかもしれない、とも考えさせられて

いる。また、ここにはSD701からSD701AとSD701Bとに名付けられた溝跡が廻っているが、それに

よって区画されたそれぞれに、建物跡がきちんと納まって検出されたのである。いつの溝跡なのかも

推定できそうである。

SB16掘立柱建物跡: {3間に 3間}の建物跡の四周に縁が廻り、さらに向拝柱も確認できたとい

う建物跡である。 4----5箇所の柱穴は欠けているものの、近世初頭の三間堂としてみるべきものを示

している。内部では、前方の 2本の柱穴が抜けているが、これでいいのであり、来迎柱に当たるもの

がある。外側の四周に縁が廻っており、それを飛び越えて向拝柱が立っている。柱部寸法は、桁行で

6.0尺を当間で取り、梁間ではややくずれて5.5尺と5.0尺と4.5尺である。縁の出は約3.0尺を測り、向

までは5.0尺のようである。いたって小規模なものであるが、それでも仏堂の形態をふまえた建物

跡である。 16世紀というものの、それより新しいものではなかろうか。棟方向は溝跡には沿わずに、

南向きといえる形である。

SB17掘立柱建物跡:SB16と重複して検出されている。やや複雑な形のようにみえるかもしれない

が、知られている「民家」の形態によく似ている。東側の部屋が「ざしき」に当たるとすれば、その

東が「じようしリとなり、北側が「ねま」に、その他の部屋が「だいどこ」ゃ fどま」などを当てて

みることができそうなものである。また、その柱間寸法は、桁行で6.0尺というのをみるほか、合わ

せて9.0尺となる柱間が多くみられるところがあり、興味あることがらを含んでいるようである。棟

方向は溝跡に沿っているとみている。

SB18掘立柱建物跡:いままでのところから北東へ約12.0mほど離れて検出された。柱穴の並びに

は、やや不揃いな簡所もみられるが、建物跡としては整っている。{4間に 3間}の上屋の北側に

{ 1間}の下屋を出しており、ちいさいながら「民家jの形である。寸法をみると、 6.5尺に5.0尺も
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あり、 3.0尺に7.0尺もある。妙な取り合わせではあるが、年代も不明であり、今はこのままにしてお

きたい。棟方向は、さきのSB17と同様である。

SB23掘立柱建物跡:もっとも北側の西寄りで検出された。桁行が{4間以上}であり、梁聞が

{ 4間}である。そしてその三方に縁が廻るのである。あと何間ほどで決まる建物跡であるかは不詳

であるが、桁行が{7間}ほどのものであろうか。内部は前面に大きな部屋を取り、その奥には{2 

問に 2間}の部屋を区切っている。柱間寸法は、桁行では6.5尺と5.0尺とがみえており、梁間では6.0

尺と7.0尺、 7.5尺とが使われているようである。廻り縁の出は、前方と右側では4.0尺を取り、後方の

ものでは3.5尺である。さきに述べた溝跡の区画にはまっており、立派な近世の本堂建築をj方併とさ

せるものである。棟方向は、ここで、検出されたSB17やSB18とほぼ同じであり、その年代は不明なが

ら、 16佐紀をやや出ているものではないか、と考えているo

SB25掘立柱建物跡: {5間に 4問}に前面に{3間}ほどの突き出しがある、という形であり、

これも仏堂らしさを想定させる建物跡となっている。内部は{3間に 2開}の大部屋を取り、その前

方と左右の側とに三面の庇を付けており、さらにその四周に縁が廻る形を示している。柱間す法は8.0

尺から7.5尺、 6.5尺や6.0尺などが用いられており、 4.0尺もみられ、廻り縁の出を示している。年代

的にははっきりしないのであるが、 16世紀以降のものであるとしておきたい。ここで少し問題となる

点は、三面庇の出が、それぞれ異なっていることである。前面の庇の出が8.0尺であるのに東側のも

のは7.5尺となり、西側では6.5尺である。このようなこともあったのであるが、あまりにも顕著なこ

とである。棟の方向は、区画すると考えられる溝跡に沿っており、さきのSB23よりはやや東に傾い

ているようである。

SB26掘立柱建物跡:さきのSB25と重複して検出されたものである。{4間に 3間}という建物跡

であるが、その内部において、{2間に 2間}と{2間に l間}の部屋に仕切られたものが、それぞ

れを逆にして上下に重ねたような間取りを示している。たんなる「民家」を想定させるようなもので

はなし1。柱間寸法をみると、桁行ではそろって7.5尺となり、梁間でも8.0尺と7.0尺とになっている。

もしかすると15世紀に入るものかもしれない。棟は、ここで検出されたものとほぼ同じような方向で

ある。

5 むすび

ここのi刻印をみせていただいて、最初に目を引かれたのがSB05掘立柱建物跡であった。きちんと

並ぶ柱穴やそこから出土したという柱根の写真などは、建築歴史を研究する者として大きな魅力であっ

た。調べるほどに、その柱穴は立派なものであるが、「仏堂」のものではないという結果を得ること

ができた。 12世紀中頃の「仏堂」では、さきにも述べたように、その内部においては前方を広く取る

ことが要求されていたのであり、 SB05のような前面に庇を取り付ける形は取らなかったのである。

また、この建物跡には縁が廻らないこともある。縁が廻らない「仏堂」は、 8'"'-'9世紀のものと、 13

由紀以降の禅宗用のものに若干みられるものの、ほとんど無いのが現存仏堂の在りょうである。それ

でこの建物跡を波宇志別神社に関係するなにかの住宅系統のものとしたのであり、あるいは、すぐ側

にある「水辺祭肥jと関わったものとみたのである。

北端部に展開するたくさんの柱穴群から、建物跡を検出するのはやっかいなことであったが、 L L 

151 



第S車総音寺廃キ跡の樹立絞ltl前勝

においては非常に興味あることをみつけることができた。 8D701という滑跡1;1:、それらの綴立住建物

納:を区切るように廻っており、 その区切りのなかで、きちんと納ま って建物跡が検出されたのである。

また、ほとんどの場所において建物跡が重篠しており、ここに学げたものo..上に、まだそEるかもしれ

ない状況である。

モしてそのなかには、SBI6のような 「境内仏堂Jを想定させるようは形を示すものがあり、8B17

やSBJ8のように 「民家」風なものも在るのである。さらには、SB23やSB25のような近世における

「本堂Jを怨定させるに足る慾物跡が検出されたのであり、その他のものも夜り、たくさんの古い建

物跡が従ったのである。

この区岐には、意外と古くから寺院関係のIlll却が造られていて、それが長い期間をji]じて繰り返し

てなされたものであ勺た。前に木蛍が建ゥていたところを是正Lて貧首の住宅にしたり、またその逆が

あったり、なんにも無かったところへ本金を建てたり、などということが繰り返されたものとみてい

る。 しかしその順醤を求めるには時間が少なかった。これからも、この図面を手足に盤いて検討して

みたい。これからの課題のーつではある。

SA 1 検出状況

-1詔 一
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第 7章まとめ

中世初期における寺院の在り方

である直接的証拠は得られなかった。し

かし調査区南側の掘立柱建物跡、を中心とする遺構群については、井戸側や柱材の年代測定結果により

11，.._，13世紀の所産であることが判明し、当該地区を中心に出土した輸入陶磁器および国産陶磁器類、と

総合すると、 12，.._，13世紀頃に機能した遺構群と考えるに至った。また高島氏の考察では、柱材などか

ら中心建物と考えられる 8B 5掘立柱建物跡は建築史的には「仏堂」ではないとの結論が出された。

この建物は心去りの八寸角に大面取りを施した杉の角材を柱材として使用している。側面は手斧で調

し、端部は撃で切り落としている。柱材に残存する年輪は大きく弧を描き、柱材一本あたりで140

を超える年輪を残している。運搬特に施された日渡穴を残すものも一本ある。 8B 5掘立柱建物跡を

構成する柱穴には、柱材を残すものと残さない(抜き去られた)ものとがあり、残存する柱材の状態

は非常に良 ~ì。これらの柱材は後世に水田耕作の障害として抜き取られたものも るが、基本的

には状態の長い柱材を抜き、再利用したものと考えられる。これらの柱穴には建物の廃絶時、柱痕跡

に際や端材が容れられるものがあり、 8KP4186B柱穴では、「御{弗殿前申jと墨書された木簡

が出土した。この木簡は柱痕跡の中央底部(アタリ部分)から出土しているため、柱を抜き去った後

に建物に対する廃絶行為として埋納されたものと考えられる。

調査区内に点在する河川跡は、その堆積層の中位~上位に堆積していた火山灰が十和田 a火山灰と

同定された。このことから少なくとも10世紀前半には調査区内の河道の大部分が 1/3程度の深さま

で埋まり、流水というよりは溜水@止水に近い状態であったことが推測できる(第 3図)。つまり調

査区南側の掘立柱建物跡群は、周囲に旧河道起源の水辺(凹地@低湿地)が散在する一帯を意図的に

選択したうえで、構築されたことが想定できる。不整形土坑や河川跡からは木製品も多く出土し、矢

形@万形などの形代や斎串が含まれることから、これら水辺の遺構は水を介在させた祭杷を執り行う

ための祭杷遺構であると考えられる。 8L 2 100 河川跡と 8B14.15掘立柱建物跡、 SX42

o 0不整形土坑と 8B 5掘立柱建物跡、 8X 4 4 2 8不整形土坑と 8B 8掘立柱建物跡、 8X 5 0 5 

o • 505 1 • 5 0 5 2 . 505 5 B不整形土坑と (8B 0 6)掘立柱建物跡など、不整形土坑や汚
川跡と隣接する一連の掘立柱建物跡との位置関係には強し1相関が認められる。また8X5063.5

o 9 7 A • 5 3 1 8 • 5 3 1 9不整形土坑群は谷地状に東側に開く低湿地上に位置し、近接する SB

3 • 4 • 5掘立柱建物跡も同様の意味を持つ可能性がある。特に 8X 4 2 0 0不整形土坑は SB 5掘

立柱建物の庇に覆われて位置する。つまりこれらの建物は水辺の傍らに祭杷を執り行うために設けら

れ、そこで古代的な要素を残す祭杷が執り行われていたことが想定できる。掘立柱建物群だけに着目

すればこの一帯を選択することは条件も悪く不自然であるが、散在する不整形土坑や汚川跡を対象と

して水辺祭胞を執り行うために附属する建物を設けたとすれば、整合性は極めて高いといえる。

8 B 5掘立柱建物跡が「仏堂Jであるという建築史的な結論は得られなかったが、前述した遺構群

の配置状況および8KP4186B柱穴出土木簡から、

①水辺祭杷を執り行うこれらの建物が、この地で If弗殿Jと呼称されるに至った。
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に関連する施設ではあるが、水辺祭杷を執り行う場所である。

という 2つの仮説を導き出すことができる。①とすればこの一帯を寺域とし

り、日想観からも調査区の対岸(西側)に

としての寺域そのもの ると考えられる。

と調査区南側の

していたことにな

る。②とすれば仏

あることは確かであしかし遺構および、出士造物より、

る。また SB 5掘立柱建物跡が ではないとしても、 SKP4186B杵穴出十木簡の

ら少なくともこ る施設であり、かっ建物を附属させるような

を執り行っていた場所であることも確認できた。つまり中世初期の地方寺院においては、仏教信仰の

ら、掘立柱建物を附-属させた水辺を用いて、吉代的な水辺祭杷をも併せ執り行っていたことが明ら

かになった。その意味で り

の大きな の下に し あったことも

水辺祭杷と遺構@遺物

した井戸跡は、井戸側など

しfこように、こ

きる。

様の時期の所産であることが確認できた。しかし生活の場でもなし

し、その内部から被熱したかわらけおよび形代をはじめとする

土坑および河川跡と同様の遺物群を出土する傾向が認められる。

など

により、概ね建物群と同

から32基もの井戸跡を検出

い換えれば前記した不整形

S E 4 0 0 5井戸跡の底部からは井戸開高Ij時の祭杷に伴い、刀子が納置されている(第104図 1)。

また中位から出土した字書木簡(平川氏による)は、埋土状況から井戸閉塞の祭杷に伴って埋納され

たものと考えられる(第13図)。そして井戸底部~中部にかけては、かわらけ@箸状木製品@椀血@

板杓子、モモ@スモモの核などが出土し、井戸が水を湛えて機能している間にも様々な祭杷が執り行

われていたと考えられる。井戸を対象とする祭杷は、井戸開削特に陶磁器等を納置する祭杷や、閉塞

時に井戸側を壊したり礁を用いて人為的に埋め戻したりする祭肥が知られている。前掲したSE 4 0 

o 5井戸跡の例は、前記した井戸開削および閉塞時の祭紀のほかに、井戸として機能している問、す

なわち水を湛えている間にも祭杷が執り行われていたことを示している。このことはモモ a スモモ@

クルミの核がこれらの井戸跡から複数個体出土し、さらに被熱し炭化したものおよび割れたものが多

い事実からも窺える。スモモ@クルミはモモと同様の核果として選択され、

れたものと考えられる。

を占うために いら

SE5055A井戸跡と SX5055B不整形土坑は同時期に

して新!日関係を持つわけではなく、有機的な関連を持ちつつ

100河川跡にli付属する SB 1 4 • 1 5掘立柱建物跡

した遺構であるが、

した遺構と考えられる。 SL 2 

を持ちながらも SE 2 0 5 1井戸跡

い、この井戸跡からは完形の されていた(第63図4、 。ま fこSL

2 100 河川跡と重複して新しい はほとんど無しつ SE 2 123 • 2 1 1 2井戸跡も、それ

ぞれSB14.15掘立柱建物跡の正面に位置している。これらは前述した SB 5に対する SX 4 2 

o 0との関係に類似し、 SE 2 0 5 1 • 2 123 .21 1 2井戸跡は、何らかの祭杷に強く関連する

特殊な井戸跡である可能性が高い。 SX 5 0 6 3 • 509 7 A • 5 3 18. 5 3 1 9不整形土坑群を

検出した低湿地の周囲に位置する SB 3 • 4掘立柱建物跡も、 SE 5 0 8 6 • 5 0 8 7 • 5 0 8 8井
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第7章まとめ

戸跡に近接するため、同様の意味を持つ可能性もある。

井戸跡からは様々な生産に係るj毒物も多く出土する。ロクロの爪痕を遺すベタ高台のものが多数出

した椀血類および荒型などは、本遺跡周辺で漆工の工程まで A貫生産されていた可能性を示してい

る。またSE 2 1 2 3井戸跡からはフイゴ羽[]が出土し、近接する SL 1 176河川跡から鉄鎚が出

土した。付近の遺構で鉄製品および鉄浮を出土するものも多いため、同様に本遺跡周辺に鍛冶工房が

し、 されていたと考えられる。

はほとんどが遺構内から出土し、それも らの出土が多1"¥0 完形のものと折損し

しか出土しない。こ

に符れられた

で他の木製品

られfこ@納め

たものとの

の出上状況と

られた)ものと

による差違は無〈、

l ¥カ三あるため、これらの

られる。

{可らかの に使用された可能性も

中心とするものではないことから、

の出土分布がかわらけと類似し、共宇I~する

も多いことから、かわらけと共に用いる祭杷呉としての性格を有した可能性もある。

これらの遺物類、は不整形士坑や河川跡からも出土する事実から、井戸において同様の祭杷が執り

われていることが推測できる。しかし被熱したかわらけ@形代等は両者から出土するが、須恵器は不

整形土坑から出土する傾向を示している。

は自然の作用により形成された水辺であるため、その位置に隣接して附属建物が建てら

れ、水辺祭杷の舞台となった。それに対して井戸跡は河川跡の周辺に掘削されるものの、人為により

新たに構築された水辺として認知され、附属建物を伴う炉IJは少ない。不整形土坑および河川跡に対す

る祭杷は相対的に吉代的な要素を示し、井戸跡に対する祭杷は手工業生産に関わる遺物の出j二など中

世ー的な要素を持つことも関連すると思われる。

便所跡からみる遺跡内の生活

S B 1 1掘立柱建物跡内に掘り込まれた SK3038 坑は、多量の箸木および種子類を出土する

便所跡である。出土した誇木は長さ10cI11程度で短Hrt様の害Ij材を使用しており、一端が折り書!jられてい

るものが多 l¥o ま

の約2倍の長さ

的な製品であり、使用する際

また堆積二j二の中央部で

したものや折損していないものは20cI11程度のものが多く、折り害IJられたもの

としての製作時には、端材を20cI11程度に害IJり整えたもの

にrfi-り割って使用し、そのまま便所に棄てたものと考えられる。

出土が少なく、主として下部からドーナツ状を呈するように出土する

ことから、施肥の際に

とも確認できた(第22図)。

については、 る際に押し避けて汲み取っているこ

この土坑内

ではウリ科@ブドウ

(クワ

ンプリングし、第 3

@キイチゴ属 e クワ)麗@シソ

(ウリ科@ナス属@マタタ

ンプjレ中から

に見てみると、ウリ科は 1D 2 

2節に示した

@マタタ ラり1
 

J
バ川.，?」

0

0

 

た

た

!

し

!

し刃ひ
か
庄市へ

米
女多を

@キイチゴ属)、秋(シソ属 e ブドウ属)、な

しているど、

るが 3層で極少となる。タ およびタラ

る。ブ

る。ヒユ属は 4

ノキ

ドウ属は l

る。マタタビ属は 1層で多産する。キイチ

るが 30 4層では極少となる。アカザ)爵は 3• 4 



るが、 l層では極少となる。ナス属は 1 るが、 3層で極少となる。シソ属は 4

る。クワ属は 1 るが4屑で極少となる。スベリヒユ属は 3 し、 1 は

皆無である。カヤツリグサ科は 3. 4 

み取り時に常に撹拝された汲み残しであるため、

る。しかし 2

を汲み

4層、特に 3• 

に使所付近

したものと

しない、ウリ科・@キイチ

については汲

ていたと考えら

れるタ

しし

ドウ

@タラノキ属@カヤツリグサ科など

ある 1層で

@クワ

ごく @マタタ

新

ブ

ふ

b

@

(_ は汲み取られていなし と られるため、

ら夏~秋にかけての堆積物だと られる。

したスモモは した71<.辺遺構出十ーのものにくらべ明らかに大きく (15 

たものと思われる。水辺遺構出土のものは10111111前後で、、 に供した残津を便所土坑内に

たものも多いことから、 lこ係る については採取する られ、未熟果の状態で祭杷

に用いたことが想定できる。

秋田城跡の第63次調査で検出した SB1351建物跡は水洗式の便所跡であり、植物遺体の組成そ

のものは観音寺廃寺と大差無い。秋田城跡ではウリ科@クワ属が多産するが、観音寺廃寺ではキイチ

によってはブドウ鼠も)が多産する。また報告書収載の金原氏の分析ではクワ属が全く検

出されていないが、五ト嵐が試料を実見した限りでは多量のクワ属種子を確認した。つまり層準また

は地点ごとの植物遺体組成は大幅に異なるものと思われる。これは排便後の糞便が;塊状を崩さないま

ま、堆積したことを示している。
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実際の食生活に関しては、なぜ比較的種子を除去しやすいウリ科の種子が多産する c種子ごと食
されている)のかという疑問が生じる。この点について、長屋王邸宅出土木簡に、「加須津毛瓜Jr醤
津毛瓜Jr加須津毛菜須比」等が見られることから、ウリやナスについては当時から保存食化されて
いることが知られており、これらの小型品種の果実を「つけものJとして食したために、

るものと考えられる。 しかし夏~秋の堆積物と考えられる l層仁ドから両者の稲子が多産し

ており、現在のように長期保存に耐える性質のものであったかどうかは疑問である。あるいは生食し

たのかもしれない。また奈良時代においてナスは一部の高級官人しか食することができなかったが、

もナス属種子が多量に検出されているため、平安時代末には各地でナスが栽培されるよ

うになったか、もしくは僧侶など特殊な階級の人間が常駐していたことを示していると考えられる。

便所跡の土壌サンプルの寄生虫卵分析結果によると、獣や魚、などに特有の寄生虫卵は検出されず、野

菜を食べることに由来する鞭虫@畑虫の卵化石しか検出されなかったため、菜食中心の食生活が想定

されている。

北側の掘立柱建物跡群と菅江真澄

島氏により中世後期~近世初頭の寺院跡であることが明らかになった調査区北側の建物群につい

て、 は ノ蹟 屋敷田といふJcr雪の出羽路J)と記している。これは当時すでに田

地となっていたにも関わらず、建物があった場所として伝承されていたことを示している。しかしこ

れは建物があったということに対する人々の記憶であって、その建物が定額の寺、観音寺跡であると

いうことについては真澄が記述しているのみである。確かに向書中の観音寺の項で「寺跡あり!と

されてはいるものの、それ

に遡り得る古代の建物群を確認したのはこ ある。これ

は前記した なる。

された寺院建物群の および遺構内外から る陶磁器類か

ら求められる年代は15'""17世紀である。この前述した

した寺院(関連施設)であるが、復元可能な陶磁器類

は12'""13世紀に機能

しく、 14世紀には廃絶あるいは別の

地点に移動したと考えられる。その後15i丑紀に か

らは14世紀に係る遺物が欠落しているため、この南北両遺構群は直接的には連続していない。しかし

した輪入陶磁器の数量規模から、少なくとも中世初期にはこの地方を掌握するような有力者の庇

に南側の遺構群が存立したことは明らかである。そのうえ中世後期に謀る輸入陶磁器も

ることから、 15世紀以降、調査区北側に存立した寺院もまた有力者の庇護の下にあったと考え

られる。つまり紀には寺域が移動するものの南北の遺構群は有機的関連を持つ同一の寺院と考え

る方がより

た。しかし

に匹敵する

し'0

は、定額の寺!出羽田観音寺」であるという

として破格の「格式jを有したことはすでに明らかであり、辿り

なのではないだろうか。
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